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1 変更の概要 

このセクションでは、各リリースとドキュメント・バージョンについて、。 

1.1 リリースの変更 45.2、2025 年 2 月 

今回のリリースでは、この文書に変更はない。 

1.2 2025 年 1 月リリース 45.1 の変更点 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 6.4 パーソナル アシスタント (退席中) のセクションを BETA から移動。 

▪ セクション 6.3.2.3 配信モード (Webex Calling のみ) をベータ版から移動しました。 

1.3 2024 年 12 月リリース 44.12 の変更点 

今回のリリースでは、この文書に変更はない。 

1.4 リリースの変更 44.11、2024 年 11 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 「モバイル向け複数回線 (Webex Calling のみ) 」セクションをベータ版で追加しまし

た。 

1.5 リリースの変更 44.10、2024 年 10 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 「パーソナル アシスタント (退席中)」セクションを追加しました。 

▪ ベータ版の配信モード (Webex Calling のみ) セクションを追加しました。 

1.6 リリースの変更 44.9、2024 年 9 月 

今回のリリースでは、この文書に変更はない。 

1.7 リリースの変更 44.8、2024 年 8 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 6.1.34 コーデックの設定 - DTMF およびサポートされる配信メカニズムに関する説明を

追加。 

1.8 リリースの変更 44.7、2024 年 7 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 2 

シスコ社外秘 

▪ BETA に AIコーデック のセクションを追加。 

▪ 6.1.44 プライマリ・プロファイル を更新 - リリース前の Webex アプリの動作に関する

詳細を削除 43.2 。 

1.9 リリースの変更 44.6、2024 年 6 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 6.3.6 を更新。着信発信者 ID - ネイティブエクスペリエンスと機能の仕組みについての

詳細を追加しました。 

1.10 リリースの変更 44.5、2024 年 5 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ セクション 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling のみ) – NAT64 経由で IPv6 サポートを

追加しました。 

▪ 更新されたセクション 6.1.50 発信元 ID - 追加されたサブセクション 6.1.50.2 リモート

発信者 ID 名. 

1.11 リリースの変更 44.4、2024 年 4 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ セクション 6.1.50.1 発信者 ID を更新しました。 

▪  リリースのコンフィギュレーション・ファイルに関する変更を更新 -44.3 のキープアラ

イブ更新に関する詳細を追加。リリースの設定ファイルの変更 44.344.3 

1.12 リリースの変更 44.3、2024 年 3 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ 6.3.6 を更新。着信発信者 ID  

o セクション 6.1.50.1 発信者 ID をデスクトップとモバイルに共通して移動し、詳

細で更新しました。 

▪ 6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用およびキープアライブを強制する - カスタムタグを使用

して設定可能なキープアライブに関する詳細を追加。 

1.13 リリースの変更 44.2、2024 年 2 月 

このバージョンのドキュメントには、次の変更が含まれます。 

▪ セクションの追加 6.3.6 着信発信者 ID 
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▪ セクションの更新 6.2.8 コール ピックアップ通知 

o サブセクション 6.2.8.1 ビジー ランプ フィールド を追加。 

o サブセクション 6.2.8.2 コール ピックアップ グループ (Webex Calling のみ) を

追加しました。 

▪ 6.1.49 着信転送情報 を追加。 

▪ 6.1.8.3 IPバージョンの強制 - 新しい nat64 モードの詳細を追加。 

▪ 6.1.42 PSTN/モバイル コールのノイズ除去と帯域幅拡張 - 新しい帯域幅拡張サポートと

ノイズ除去の更新の詳細を追加。SectionSpeech Enhancements for PSTN Calls は

BETA から削除された。 

1.14 リリースの変更 44.1、2024 年 1 月 

今回のリリースでは、この文書に変更はない。 
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2 設定ファイルの変更 

2.1 リリースの設定ファイルの変更 45.2 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.2 リリースの設定ファイルの変更 45.1 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.3 リリースの設定ファイルの変更 44.12 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.4 リリースの設定ファイルの変更 44.11 

▪ [ベータ機能] [モバイルのみ] [Webex Calling のみ] 

タグ<protocols><sip><lines>で複数回線対応属性を追加しました。 

<protocols><sip><lines> セクションの下に、 と セクションを追加した。

<personal><line>  

<config> 

<protocols><sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

   <personal> 

      <line-port>%BWDISPLAYNAMELINEPORT%</line-port> 

   </personal> 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-1%"> 

      … 

   </line> 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-2%"> 

      … 

   </line> 

   … 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-10%"> 

      … 

   </line> 

</lines> 

2.5 リリースの設定ファイルの変更 44.10 

▪ [BETA feature] 

セクション<services> の下に<personal-assistant> タグを追加した。 

<config> 

<services> 

    <personal-assistant enabled="%PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT%"/> 

▪ [ベータ機能] [モバイルのみ] [Webex Calling のみ] 

タグ<services><push-notifications-for-calls>の下に配信モード属性を追加しました。 

<config> 

<services> 
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   <push-notifications-for-calls enabled="true" connect-sip-on-

accept="%PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT%" ring-timeout-

seconds="%PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT%" delivery-

mode="%PN_FOR_CALLS_DELIVERY_MODE_WXT%"> 

 

以下の%TAG%： 

▪ %PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT% 

▪ %PN_FOR_CALLS_DELIVERY_MODE_WXT% 

2.6 リリースの設定ファイルの変更 44.9 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.7 リリースの設定ファイルの変更 44.8 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.8 リリースの設定ファイルの変更 44.7 

▪ [ベータ機能]  

セクションに AI コーデック (xCodec) を追加しました

<services><calls><audio><codecs>。 

<config> 

<services><calls> 

  <audio> 

    <codecs> 

      <codec name="opus" priority="1" payload=""/> 

      <codec name="xCodec" mode="HP" priority=".99" payload=""/> 

      <codec name="xCodec" mode="ULP" priority=".98" payload=""/> 

      <codec name="G722" priority=".9" payload=""/> 

      <codec name="PCMU" priority=".8" payload=""/> 

      <codec name="PCMA" priority=".7" payload=""/> 

      <codec name="G729" priority=".5" payload="" vad=""/> 

      <codec name="iLBC" priority=".4" payload="" framelength="30"/> 

      <codec name="telephone-event" payload="101" in-band="false"/> 

2.9 リリースの設定ファイルの変更 44.6 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 

2.10 リリースの設定ファイルの変更 44.5 

▪ [Webex Calling のみ]  

enable-ipv6-support 属性を <protocols><rtp><ice> タグに追加しました。 

<config> 

<protocols><rtp>         

  <ice enabled="%ENABLE_RTP_ICE_WXT%"  

       enable-ipv6-support="%ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT%" 

       mode="%RTP_ICE_MODE_WXT%"  

       service-uri="%RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT%"  

       port="%RTP_ICE_PORT_WXT%"/> 
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▪ セクション<services><calls><caller-id> にタグ<remote-name> が追加され、サブタ

グとして  <machine> が追加された。 

<config> 

<services><calls>     

   <caller-id> 

      <remote-name> 

         <machine mode="%CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT%"/> 

 

以下の%TAG%： 

▪ %ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT% 

▪ %CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT% 

2.11 リリースの設定ファイルの変更 44.4 

▪ [デスクトップのみ] [Webex Calling のみ]  

タグ<additional-numbers>、<hunt-group> および<clid-delivery-blocking> セクション

の下に追加<caller-id><outgoing-calls>。 

<config> 

<services><calls> 

  <caller-id> 

    <outgoing-calls enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT%"> 

      <additional-numbers 

enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT%"/> 

      <call-center enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT%"/> 

      <hunt-group enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT%"/> 

      <clid-delivery-blocking 

enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 

    </outgoing-calls> 

2.12 リリースの設定ファイルの変更 44.3  

▪ [デスクトップのみ] [Webex Calling のみ]  

サブタグとして<outgoing-calls> 新しい<caller-id> セクションの下に<call-center> 追

加されました。 

<config> 

<services><calls> 

  <caller-id> 

    <outgoing-calls enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT%"> 

      <call-center enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT%"/> 

    </outgoing-calls> 

▪ カスタムタグ

（%UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% 、%TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% 

、%TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% ）を追加し、各トランスポートのハードコ

ードされたキープアライブ有効値 以下<protocols><sip><transports> を置き換えた。 

<config> 

<protocols><sip> 

<transports> 

  <udp> 

    <keepalive enabled="%UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 
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      … 

  </udp> 

  <tcp> 

     <keepalive enabled="%TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 

       … 

  </tcp> 

  <tls> 

     <keepalive enabled="%TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 

       … 

  </tls> 

 

以下の%TAG%： 

▪ %UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% 

▪ %TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% 

▪ %TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% 

2.13 リリースの設定ファイルの変更 44.2  

▪ [モバイルのみ】 

<services><calls> の下に<caller-id> の項を追加。サブタグ<incoming-call> と

<missed-call> を追加し、その両方に新しいサブタグ<append-number> を追加。 

<config> 

<services><calls> 

  <caller-id> 

    <incoming-calls> 

      <append-number 

enabled="%ENABLE_CLID_INCOMING_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT%"/> 

    </incoming-calls> 

    <missed-calls> 

      <append-number 

enabled="%ENABLE_CLID_MISSED_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT%"/> 

    </missed-calls> 

▪ [モバイルのみ] [Webex Calling のみ]  

新しい<outgoing-calls> セクションの下に<caller-id> 追加されました。 

<config> 

<services><calls> 

  <caller-id> 

    <outgoing-calls enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT%"> 

      <additional-numbers 

enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT%"/> 

      <call-center enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT%"/> 

      <hunt-group enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT%"/> 

      <clid-delivery-blocking 

enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 

    </outgoing-calls> 

▪ <call-forwarding-info> セクション<services><calls>にタグを追加しました。 

<config> 

<services><calls> 

  <call-forwarding-info enabled="%ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT%"/> 
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▪ [デスクトップのみ] [Webex Calling のみ]  

追加済み <group-call-pickup-notifications> セクションの <services><calls>、次を含む 

<display-caller> および <max-timeout> サブタグとして。また、

<protocols><sip><lines> セクションの各<line> タグの下に<group-call-pickup> タグ

を追加した。 

<config> 

<services><calls> 

  <group-call-pickup-notifications enabled="%ENABLE_GCP_NOTIFICATIONS_WXT%"> 

    <display-caller enabled="%ENABLE_GCP_DISPLAY_CALLER_WXT%"/> 

    <max-timeout value="%GCP_NOTIFICATION_MAX_TIMEOUT_VALUE_WXT%"/> 

  </group-call-pickup-notifications> 

  … 

<protocols><sip> 

  <lines> 

    <line> 

      <group-call-pickup>%BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-1%</group-call-pickup> 

      ... 

    </line> 

    <line> 

      <group-call-pickup>%BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-2%</group-call-pickup> 

      ... 

    </line> 

    … 

 

以下の%TAG%： 

▪ %ENABLE_CLID_INCOMING_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_MISSED_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT% 

▪ %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT% 

▪ %ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT% 

▪ %ENABLE_GCP_NOTIFICATIONS_WXT% 

▪ %ENABLE_GCP_DISPLAY_CALLER_WXT% 

▪ %GCP_NOTIFICATION_MAX_TIMEOUT_VALUE_WXT% 

▪ %BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-n% 

 

以下の%TAG% は非推奨： 

▪ %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% 
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2.14 リリースの設定ファイルの変更 44.1 

このバージョンでは設定ファイルの更新はなかった。 
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3 紹介 

このドキュメントは、Webex Cisco BroadWorks クライアントの設定の説明を提供することを目

的としています。 

構成ファイル config-wxt.xml には、モバイル (Android および iOS) とデスクトップ (Windows お

よび MacOS) の 2 つのバージョンがあります。 

このクライアントは、エンド ユーザーには表示されない構成を使用して設定されます。config-

wxt.xml は、サーバーのアドレス、ポート、クライアントのランタイム オプションなど、サーバ

ー固有の情報を提供します (例えば、[設定] 画面に表示されるオプションなど)。 

設定ファイルは、デバイス管理から取得された後、起動時にクライアントによって読み取られま

す。設定ファイルの情報は暗号化されて保存されるため、エンド ユーザーが情報を表示したり

アクセスしたりすることはできません。 

注意: XML プロパティにはスペースを含んではならない（例えば、<transfer-call enabled = 

"%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%"/> の代わりに<transfer-call 

enabled="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%"/> ）。 
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4 のインストール 

Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントは、以下からインストールできます。 

https://www.webex.com/webexfromserviceproviders-downloads.html 

4.1 ローカライズされたクライアントのダウンロード 

Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントの次のローカライズ版は、次のようにダウンロードで

きます。 

https://www.webex.com/ko/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/fr/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/pt/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/zh-tw/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/zh-cn/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/ja/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/es/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/de/webexfromserviceproviders-downloads.html 
https://www.webex.com/it/webexfromserviceproviders-downloads.html 

4.2 Android クライアント 

Android クライアントはアプリケーション (Android アプリケーションパッケージ [APK]) として

インストールされ、プライベート エリア内に設定と関連するデータが保持されます。 

Google Play の手順に基づくバージョン管理があります。標準の Google Play 通知が提供されま

す (つまり、Android は新しいバージョンのソフトウェアが利用可能であることを自動的に示し

ます)。 

新しいバージョンがダウンロードされると、古いソフトウェアは上書きされるが、ユーザーデー

タはデフォルトで保持される。 

ユーザーは、インストールまたはアンインストールのオプションを選択する必要はないことに注

意してください。 

4.3 iOS クライアント 

iOS クライアントはアプリケーションとしてインストールされ、設定関連のデータが「サンドボ

ックス」内に保存され、設定ファイル データは暗号化されます。 

Apple App Store の手順に基づくバージョン管理があります。App Store のアイコンは、利用可

能なソフトウェアの新しいバージョンがあることを示すために強調表示されます。 

新しいバージョンがダウンロードされると、古いソフトウェアは上書きされるが、ユーザーデー

タはデフォルトで保持される。 

ユーザーは、インストールまたはアンインストールのオプションを選択する必要はないことに注

意してください。 

https://www.webex.com/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/ko/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/fr/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/pt/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/zh-tw/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/zh-cn/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/ja/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/es/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/de/webexfromserviceproviders-downloads.html
https://www.webex.com/it/webexfromserviceproviders-downloads.html
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4.4 デスクトップ クライアント 

デスクトップ クライアント (Windows および MacOS) のインストールとバージョン管理に関す

る情報は、以下にあります。https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-

Automatic-Upgrade. 

 

  

https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-Automatic-Upgrade
https://help.webex.com/en-us/nw5p67g/Webex-Installation-and-Automatic-Upgrade


 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 13 

シスコ社外秘 

5 デバイス管理 

5.1 デバイス管理タグ 

Cisco の Webex では、BroadWorks 次の図に示されている デバイス管理タグ セット を使用しま

す。特定のデバイス/クライアント設定をプロビジョニングするには、System Default 、カスタ

ムタグセットが必要です。このタグセットは、クライアントのネットワーク/サービス接続設定

や機能の有効化制御を柔軟に管理します。 

このカスタムタグセットは、システム管理者がシステム →リソース →デバイス管理タグセット 

オプションを通じてプロビジョニングします。管理者は新しいタグセットを追加しなければなら

ない： 

▪ モバイル: コネクト_タグ 

▪ タブレット: コネクト・タブレット・タグ 

▪ デスクトップ: ブロードタッチタグ 

個々のタグを作成し、その値を設定する。各セクションのリファレンスには、各タグの詳細な説

明が記載されている。カスタムタグは機能性に基づいてグループ分けされており、本書で後述す

る。 

 

図 1  デスクトップ・デバイス管理タグセット 
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図 2  モバイル デバイス管理タグ セット 

5.2 デバイスタイプ選択における部分一致の強化 

ユーザーグループまたは個々のユーザーに対して機能パッケージを選択する際の柔軟性を高める

ため、デバイスプロファイルのタイプは（最初の）部分一致に基づいて選択されます。これによ

り、顧客は異なるタイプのデバイスを使用することができる。 

一般的なデバイス管理手順では、Cisco BroadWorks アプリケーション サーバーがデバイス プロ

ファイル タイプを提供するように指定します。デスクトップ用には「Business Communicator - 

PC」、モバイル用には「Connect - Mobile」、タブレット用には「Connect - Tablet」と名付け

られている。デバイスプロファイルを作成し、ユーザーに割り当てることができます。その後、

アプリケーション・サーバーは設定ファイルを作成し、プロファイル・サーバーに保存する。 

ログイン時に、クライアントは Xsi 経由で割り当てられたデバイスリストを照会し、対応するデ

バイスタイプのプロファイルを検索します。クライアントは、対応するデバイスタイプ名で始ま

る最初のプロファイルを選択する。そして、このデバイス・プロファイルに関連付けられたデバ

イス・プロファイル・コンフィギュレーション・データ（コンフィギュレーション・ファイル）

を使用して、さまざまな機能を有効化したり無効化したりする。 
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これにより、同じクライアント実行ファイルをさまざまなデバイス・プロファイル・タイプで使

用できるため、サービス・プロバイダーは、ユーザーまたはユーザー・グループの DM でデバイ

ス・プロファイル・タイプを変更するだけで、個々のユーザーまたはユーザー・グループの機能

パッケージを変更できる。 

例えば、サービス・プロバイダーは、「ビジネス・コミュニケータ-PC ベーシック」、「ビジネ

ス・コミュニケータ-PC エグゼクティブ」、「ビジネス・コミュニケータ-PC アシスタント」な

ど、ユーザーの役割に応じたデバイス・プロファイル・タイプをいくつでも用意し、個々のユー

ザー用にデバイス・プロファイル・タイプを変更することによって、そのユーザーが利用できる

機能を変更することができます。 

受信したデバイス・リスト XML に、一致するデバイス・プロファイル・タイプが複数あること

は想定されておらず、1 つしかないことに注意すること。 

5.3 クライアントの設定 

Webex Cisco 版 BroadWorks のクライアントバージョンでは、通話機能を設定するために

config-wxt.xml ファイルを使用します。Webex 、本書では扱わない別の設定手順がある。 

5.4 の展開 config-wxt.xml 

対応する config-wxt.xml ファイルを「Connect - Mobile」、「Connect - Tablet」、「Business 

Communicator - PC」のデバイスプロファイルに追加します。Webex for Cisco BroadWorks は、

UC-One と同じデバイス プロファイルを使用しているため、簡単に展開できます。 

注 1 ： 各デバイス・プロファイルにコンフィグファイルが存在しなければならない。 

注 2 ： テンプレートは、Webex アプリの最新リリースに更新することを強く推奨しま

す。 

5.5 設定ファイル (config-wxt.xml) 

_WXT サフィックスを持つ新しいカスタム タグは、新しい Webex Cisco BroadWorks 構成展開

をレガシークライアントと区別するために使用されます。しかし、UC-One と Webex の間で共

有される（システム）タグがまだいくつかある。 

一部の Cisco BroadWorks システム カスタム タグは、config-wxt.xml 構成ファイルにも使用され

ます。次の各タグの詳細については、セクション「 5.7 Cisco BroadWorks 動的組み込みシステ

ムタグ」を参照してください。 

▪ %BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-n% 

▪ %BWVOICE-PORTAL-NUMBER-n% 
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▪ %BWLINEPORT-n% 

▪ %BWAUTHUSER-n% 

▪ %BWAUTHPASSWORD-n% 

▪ %BWE164-n% 

▪ %BWHOST-n% 

▪ %BWNAME-n% 

▪ %BWEXTENSION-n% 

▪ %BWAPPEARANCE-LABEL-n% 

▪ %BWDISPLAYNAMELINEPORT% 

▪ %BWLINEPORT-PRIMARY% 

▪ %BWE911-PRIMARY-HELDURL% 

▪ %BWE911-CUSTOMERID% 

▪ %BWE911-SECRETKEY% 

▪ %BWE911-EMERGENCY-NUMBER-LIST% 

▪ %BW-MEMBERTYPE-n% 

▪ %BWUSEREXTID-n% 

▪ %BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-n%" (Webex Calling のみ) 

5.6 システム デフォルト タグ 

システム管理者として、System →Resources →Device Management Tag Sets オプションを通

じて、システム・デフォルト・タグにアクセスできます。VoIP Calling パッケージのインストー

ル時には、以下の System Default タグをプロビジョニングする必要があります。 

タグ 説明 

%SBC_ADDRESS_WXT% これは、ネットワークに配備されているセッションボーダー

コントローラー（SBC）の完全修飾ドメイン名（FQDN）ま

たは IP アドレスとして設定する必要があります。 

例:  sbc.yourdomain.com 

%SBC_PORT_WXT% SBC_ADDRESS_WXT が IP アドレスである場合、このパラ

メータを SBC ポートに設定する必要があります。 

SBC_ADDRESS_WXT が FQDN の場合、設定を解除するこ

とができます。 

例: 5075 
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5.7 Cisco BroadWorks 動的組み込みシステムタグ 

デフォルトのシステム タグと定義する必要があるカスタム タグに加えて、通常使用され、推奨

されるデバイス タイプ アーカイブ ファイル (DTAF) の一部である既存の Cisco BroadWorks シ

ステム タグがあります。これらのタグはこのセクションに記載されている。インストールされ

ているソリューション・パッケージによっては、すべてのシステム・タグが使用されるわけでは

ありません。 

タグ 説明 

%BWNETWORK-CONFERENCE-

SIPURI-n% 

これは N-Way 会議を有効にするために使用されるサーバー 

URI です。 

%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-n% この番号はボイスメールに使用されます。クライアントは、

ボイスメールを取得するときにこの番号をダイヤルします。 

%BWLINEPORT-n% 登録などで、SIP シグナリングに使用される SIP ユーザー

名。 

%BWHOST-n% これは、ユーザーに割り当てられたデバイスのプロビジョニ

ングされたラインポートのドメイン部分である。 ユーザーの

プロフィールから取得されます。 

通常は SIP ドメインとして使用されます。 

%BWAUTHUSER-n% これは認証ユーザー名である。 加入者に認証が割り当てられ

ている場合、デバイス・タイプで選択された認証モードに関

係なく、これは「認証」ページでプロビジョニングされたユ

ーザー ID になります。 

SIP ユーザ名。通常、401 および 407 シグナリングで使用さ

れます。デフォルトの SIP ユーザー名とは異なる場合があり

ます。 

%BWAUTHPASSWORD-n% これはユーザーの認証パスワードです。サブスクライバに認

証が割り当てられている場合、これは、デバイス タイプの選

択した認証モード値に関係なく、[認証] ページでプロビジョ

ニングされたパスワードです。 

SIP シグナリングで使用される SIP パスワード。 

%BWE164-n% このタグは、国際形式でユーザーの電話番号を提供します。 

%BWNAME-n% これは、ユーザー・プロフィールにある加入者の姓と名で

す。姓と名は連結される。 

複数行構成の場合、行ラベルが設定されておらず、かつ空で

なければ、行セレクタの行の表示名として使用される。 

%BWEXTENSION-n% 加入者の内線番号は、ユーザーのプロファイルに設定された

内線番号から取得される。 内線がプロビジョニングされてい

ない場合、タグは加入者の電話番号（DN）に置き換えられ

る。 
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タグ 説明 

%BWAPPEARANCE-LABEL-n% これが設定されたライン・ラベルである。空でない場合、行

名として使用される。  

%BWDISPLAYNAMELINEPORT% 共有回線（Shared Call Appearance）とは異なり、最初の専

用回線の回線/ポートです。 

これは、ユーザーに割り当てられたデバイスでプロビジョニ

ングされた回線ポートです。これはユーザーのプロファイル

から取得されます。 

ユーザーの主回線を識別するために使用される。 

%BWLINEPORT-PRIMARY% プライマリ回線ポートは、ユーザに割り当てられているデバ

イスでプロビジョニングされます。このタグには、プロビジ

ョニングされたラインポートのドメイン部分は含まれない。

ユーザーのプロフィールから取得されます。 

%BWE911-PRIMARY-HELDURL% HELD プロトコルをサポートする RedSky 緊急位置情報プラ

ットフォームの URL を指定します。 

%BWE911-CUSTOMERID% RedSky HTTPS リクエストで使用される顧客 ID (HeldOrgId、

CompanyID)。 

%BWE911-SECRETKEY% RedSky HTTPS リクエストを認証するためのシークレット。 

%BWE911-EMERGENCY-NUMBER-

LIST% 

RedSky がサポートする緊急電話番号のリスト。 

このタグを使用するには、%RESERVEDBW911-

EMERGENCY-NUMBER-LIST% 予約済みカスタムタグをデバ

イス タイプで使用されるタグセットに追加する必要がありま

す。「予約済み」タグには、BroadWorks 

AS_CLI/System/CallP/CallTypes > で定義されている緊急番号

を、911、0911、933 などのカンマ区切り形式で含める必要

があります。 

注: Webex クライアントは緊急番号のワイルドカードをサポ

ートしていないため、正確な緊急番号のみを "reserved "カス

タムタグに追加する必要がある。 

次の例は、予約されたタグ機能の使い方の例を示していま

す。 

1) ネイティブ・タグ%BWE911-EMERGENCY-NUMBER-

LIST% は、デバイスのテンプレート・ファイルに追加され

る。 

2) 予約済みカスタムタグ%RESERVEDBW911-

EMERGENCY-NUMBER-LIST% は、値 911、0911、933で

デバイスが使用するタグセットに追加されます。 

3) ファイルが再構築されると、%RESERVEDBW911-

EMERGENCY-NUMBER-LIST% のネイティブタグは 911, 

0911, 933 に解決される。 
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シスコ社外秘 

タグ 説明 

%BW-MEMBERTYPE-n% 
これは各行のタイプである。仮想プロファイル」、「ユーザ

ー」、「場所」のいずれかになります。 

%BWUSEREXTID-n% これは指定された回線の外部 ID です (Webex Calling のみ) 

%BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-

n%" 

対応する回線にコールピックアップグループが設定されてい

るかどうかの情報を提供します。(Webex 通話のみ) 
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シスコ社外秘 

6 カスタムタグ 

このセクションでは、Webex Cisco 用 BroadWorks で使用されるカスタム タグについて説明し

ます。これは、デスクトップとモバイル/タブレットの両方のプラットフォームで使用されるす

べてのカスタムタグを一覧表示します。 

ただし、このセクションで説明されているいくつかの設定は、クライアントの特定のリリースで

のみサポートされていることに注意してください。ある設定が古いバージョンのクライアントに

適用されないかどうかを判断するには、該当するリリース固有のコンフィギュレーション・ガイ

ドを参照してください。 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_REJECT
_WITH_486_WXT% 

はい はい true 6.1.16 着信通話拒否の動作 

%REJECT_WITH_ 

XSI_MODE_WXT% 

いいえ はい decline_
false 

6.3.2 コールのプッシュ通知 

%REJECT_WITH_ 
XSI_DECLINE_REA
SON_WXT% 

いいえ はい 通話中 6.3.2 コールのプッシュ通知 

%ENABLE_TRANSF
ER_CALLS_WXT% 

はい はい false 6.1.20 転送 

%ENABLE_CONFE
RENCE_CALLS_ 
WXT% 

はい はい false 6.1.21 N 方向の電話会議 と参加者 

%ENABLE_NWAY_
PARTICIPANT_LIST
_WXT% 

はい はい false 6.1.21 N 方向の電話会議 と参加者 

%MAX_CONF_PAR
TIES_WXT% 

はい はい 10 6.1.21 N 方向の電話会議 と参加者 

%ENABLE_CALL_S
TATISTICS_WXT% 

はい はい false 6.1.24 通話の統計 

%ENABLE_CALL_ 
PULL_WXT% 

はい はい false 6.1.22 コール プル 

%PN_FOR_CALLS_
CONNECT_SIP_ON
_ACCEPT_WXT% 

いいえ はい false 6.3.2 コールのプッシュ通知 

%ENABLE_VOICE_
MAIL_TRANSCRIPTI
ON_WXT% 

はい はい false 6.1.28 ボイスメールの音声テキスト: 

Webex Calling のボイスメールの文字

起こし 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_MWI_ 
WXT% 

はい はい false 6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイ

スメール、メッセージ待機インジケー

タ 

%MWI_MODE_WXT
% 

はい はい 空 6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイ

スメール、メッセージ待機インジケー

タ 

%ENABLE_VOICE_
MAIL_WXT% 

はい はい false 6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイ

スメール、メッセージ待機インジケー

タ 

%ENABLE_VISUAL_
VOICE_MAIL_WXT
% 

はい はい false 6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイ

スメール、メッセージ待機インジケー

タ 

%ENABLE_FORCE
D_LOGOUT_WXT% 

はい いいえ false 6.2.1  

強制ログアウト 

%FORCED_LOGOU
T_APPID_WXT% 

はい いいえ 空 6.2.1 

強制ログアウト 

%ENABLE_CALL_F
ORWARDING_ALW
AYS_WXT% 

はい はい false 6.1.29.1 無条件転送 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_DESCRIPTION_W
XT% 

はい はい true 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_ALERT_ALL_LOC
ATIONS_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%BROADWORKS_A
NYWHERE_ALERT_
ALL_LOCATIONS_D
EFAULT_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_CALL_CONTROL
_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%BROADWORKS_A
NYWHERE_CALL_C
ONTROL_DEFAULT
_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_DIVERSION_INHI
BITOR_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%BROADWORKS_A
NYWHERE_DIVERS
ION_INHIBITOR_DE
FAULT_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_BROAD
WORKS_ANYWHER
E_ANSWER_CONFI
RMATION_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%BROADWORKS_A
NYWHERE_ANSWE
R_CONFIRMATION_
DEFAULT_WXT% 

はい はい false 6.1.29.3 BroadWorks Anywhere 

%ENABLE_EMERG
ENCY_DIALING_WX
T% 

いいえ はい false 6.3.1 [緊急コール] 

%EMERGENCY_DIA
LING_NUMBERS_W
XT% 

いいえ はい 911, 112 6.3.1 [緊急コール] 

%ENABLE_USE_RP
ORT_WXT% 

はい はい false 6.1.14 NAT トラバーサルの SIP rport 

管理 

%RPORT_USE_LO
CAL_PORT_WXT% 

はい はい false 6.1.14 NAT トラバーサルの SIP rport 

管理 

%USE_TLS_WXT% はい はい false 6.1.2 SIP Over TLS および Secure 

Real-time Transport Protocol 

%SBC_ADDRESS_
WXT% 

はい はい 空 5.6 システム デフォルト タグ 

%SBC_PORT_WXT
% 

はい はい 5060 5.6 システム デフォルト タグ 

%USE_PROXY_DIS
COVERY_WXT% 

はい はい false 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%USE_TCP_FROM_
DNS_WXT% 

はい はい true 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 23 

シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%USE_UDP_FROM
_DNS_WXT% 

はい はい true 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%USE_TLS_FROM_
DNS_WXT% 

はい はい true 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%DOMAIN_OVERRI
DE_WXT% 

はい はい 空 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%PROXY_DISCOVE
RY_ENABLE_BACK
UP_SERVICE_WXT
% 

はい はい true 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%PROXY_DISCOVE
RY_ENABLE_SRV_
BACKUP_WXT% 

はい はい true 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%PROXY_DISCOVE
RY_BYPASS_OS_C
ACHE_WXT% 

Y 
(Windows 

のみ) 

いいえ false 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

%SIP_TRANSPORT
S_TCP_CONNECT_
TIMEOUT_WXT% 

はい はい 5000 6.1.5 SIP ソケットを開くための設定

可能なタイムアウト 

%SIP_TRANSPORT
S_TLS_CONNECT_
TIMEOUT_WXT% 

はい はい 10000 6.1.5 SIP ソケットを開くための設定

可能なタイムアウト 

%SOURCE_PORT_
WXT% 

はい はい 5060 6.1.7 SIP の優先ポート使用量 

%SIP_FAILBACK_E
NABLED_WXT% 

はい いいえ true 6.1.8.2 SIP フェールバック 

%SIP_FAILBACK_TI
MEOUT_WXT% 

はい いいえ 900 6.1.8.2 SIP フェールバック 

%SIP_FAILBACK_U
SE_RANDOM_FACT
OR_WXT% 

はい いいえ false 6.1.8.2 SIP フェールバック 

%SIP_TRANSPORT
S_ENFORCE_IP_VE
RSION_WXT% 

はい はい DNS 6.1.8.3.IPバージョンの強制 

%USE_ALTERNATI
VE_IDENTITIES_ 
WXT% 

はい はい false 6.1.10 登録で P-Associated-URI を使

用する 

%TCP_SIZE_THRE
SHOLD_WXT% 

はい はい 18000 6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用および

キープアライブを強制する 

%SIP_REFRESH_O
N_TTL_WXT% 

はい いいえ false 6.1.8.4 DNS TTL 管理 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_SIP_UP
DATE_SUPPORT_W
XT% 

はい はい false 6.1.12 SIP 更新のサポート 

%ENABLE_PEM_SU
PPORT_WXT% 

はい はい false 6.1.11 SIP P-Early Media（PEM）ヘ

ッダー 

%ENABLE_SIP_SES
SION_ID_WXT% 

はい はい false 6.1.15 SIP セッション ID 

%ENABLE_FORCE_
SIP_INFO_FIR_ 
WXT% 

はい はい false 6.1.13 レガシー SIP INFO FIR 

%SRTP_ENABLED_
WXT% 

はい はい false 6.1.2 SIP Over TLS および Secure 

Real-time Transport Protocol 

%SRTP_MODE_ 
WXT% 

はい はい false 6.1.2 SIP Over TLS および Secure 

Real-time Transport Protocol 

%ENABLE_REKEYI
NG_WXT% 

はい はい true 6.1.2 SIP Over TLS および Secure 

Real-time Transport Protocol 

%RTP_AUDIO_POR
T_RANGE_START_
WXT% 

はい はい 8000 6.1.17 リアルタイム トランスポート 

プロトコル ポート範囲 

%RTP_AUDIO_POR
T_RANGE_END_WX
T% 

はい はい 8099 6.1.17 リアルタイム トランスポート 

プロトコル ポート範囲 

%RTP_VIDEO_POR
T_RANGE_START_
WXT% 

はい はい 8100 6.1.17 リアルタイム トランスポート 

プロトコル ポート範囲 

%RTP_VIDEO_POR
T_RANGE_END_ 
WXT% 

はい はい 8199 6.1.17 リアルタイム トランスポート 

プロトコル ポート範囲 

%ENABLE_RTCP_M
UX_WXT% 

はい はい true 6.1.19 RTCP MUX 

%ENABLE_XSI_ 
EVENT_CHANNEL_ 
WXT% 

はい はい true 6.1.33 XSI イベント チャネル 

%CHANNEL_HEAR
TBEAT_WXT% 

はい はい 10000 6.1.33 XSI イベント チャネル 

%XSI_ROOT_WXT
% 

はい はい 空（元

の URL

を使

用） 

6.1.32 XSI ルートとパス 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%XSI_ACTIONS_PA
TH_WXT% 

はい はい /com.bro
adsoft.x

si-
actions/

を参照

してく

ださ

い。 

6.1.32 XSI ルートとパス 

%XSI_EVENTS_PAT
H_WXT% 

はい はい /com.bro
adsoft.x

si-
events/

（英語 

6.1.32 XSI ルートとパス 

%ENABLE_CALLS_
AUTO_RECOVERY_
WXT% 

はい はい false 6.1.25 コール自動リカバリ /シームレ

スなコールハンドバー 

%EMERGENCY_CA
LL_DIAL_SEQUENC
E_WXT% 

いいえ はい cs のみ 6.3.1 [緊急コール] 

%ENABLE_CALL_PI
CKUP_BLIND_WXT
% 

はい いいえ false 6.2.2 コールピックアップ 

%ENABLE_CALL_PI
CKUP_DIRECTED_
WXT% 

はい いいえ false 6.2.2 コールピックアップ 

%WEB_CALL_SETT
INGS_URL_WXT% 

はい はい 空 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%USER_PORTAL_S
ETTINGS_URL_ 
WXT% 

はい はい 空 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%ENABLE_CALL_ 
CENTER_WXT% 

はい はい false 6.1.31 コール センター/コール キュー

のログイン/ログアウト 

%WEB_CALL_SETT
INGS_TARGET_ 
WXT% 

はい はい 外部 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CFA_VISIBLE
_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_DND_VISIBLE
_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_ACR_VISIBLE
_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 26 

シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CFB_VISIBLE
_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CFNR_VISIBL
E_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CFNA_VISIBL
E_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_SIMRING_VIS
IBLE_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_SEQRING_VI
SIBLE_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_RO_VISIBLE_
WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_ACB_VISIBLE
_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CW_VISIBLE_
WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CLIDB_VISIB
LE_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_PA_VISIBLE_
WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_BWA_VISIBL
E_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_CC_VISIBLE_
WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_BWM_VISIBL
E_WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%WEB_CALL_SETT
INGS_VM_VISIBLE_
WXT% 

はい はい true 6.1.30 設定ポータル および Web ベー

スの通話設定 

%USE_MEDIASEC_
WXT% 

はい はい false 6.1.3 SRTP の 3GPP SIP ヘッダー 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_DIALING
_CALL_BACK_WXT
% 

いいえ はい false 6.3.4 クリックしてダイヤル (コール

バック) 

%DIALING_CALL_B
ACK_TIMER_WXT% 

いいえ はい 10 6.3.4 クリックしてダイヤル (コール

バック) 

%ENABLE_EXECUT
IVE_ASSISTANT_W
XT% 

はい いいえ false 6.2.3 Boss-Admin (エグゼクティブ-ア

シスタント) のサポート 

%PN_FOR_CALLS_
RING_TIMEOUT_SE
CONDS_WXT% 

いいえ はい 35 6.3.2 コールのプッシュ通知 

%ENABLE_CALL_R
ECORDING_WXT% 

はい はい false 6.1.26 通話録音 

%ENABLE_SINGLE
_ALERTING_WXT% 

いいえ はい false 6.3.3 単一アラート 

%ENABLE_CALL_P
ARK_WXT% 

はい はい false 6.1.23 コールパーク/保留解除 

%CALL_PARK_AUT
O_CLOSE_DIALOG
_TIMER_WXT% 

はい はい 10 6.1.23 コールパーク/保留解除 

%ENABLE_RTP_IC
E_WXT% 

はい はい false 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 

のみ) 

%RTP_ICE_MODE_ 
WXT% 

はい はい アイス

スン 
6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 

のみ) 

%RTP_ICE_SERVIC
E_URI_WXT% 

はい はい 空 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 

のみ) 

%RTP_ICE_PORT_ 
WXT% 

はい はい 3478 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 

のみ) 

%ENABLE_RTP_IC
E_IPV6_WXT% 

はい はい false 6.1.18 ICE サポート (Webex Calling 

のみ) 

%SIP_REFRESH_O
N_TTL_USE_RAND
OM_FACTOR_WXT
% 

はい いいえ false 6.1.8.4 DNS TTL 管理 

%ENABLE_CALLS_
ESCALATE_TO_WE
BEX_MEETING_ 
WXT% 

はい いいえ false 6.2.4 SIP 通話をミーティングにエス

カレーションする 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_DESKPH
ONE_CONTROL_AU
TO_ANSWER_ 
WXT% 

はい いいえ false 6.2.5 卓上電話制御通話 - 自動応答 

%ENABLE_DIALING
_VOIP_WXT% 

いいえ はい true 6.3.5 MNO サポート 

ネイティブダイヤラーによる通話 

%ENABLE_DIALING
_NATIVE_WXT% 

いいえ はい false 6.3.5 MNO サポート 

ネイティブダイヤラーによる通話 

%SIP_URI_DIALING
_ENABLE_LOCUS_
CALLING_WXT% 

はい はい true 6.1.35 SIP-URI ダイヤル 

%ENABLE_SIP_VID
EOCALLS_WXT% 

はい はい true 6.1.37 ビデオ通話を無効にする 

%ENABLE_LOCUS_
VIDEOCALLS_WXT
% 

はい はい true 6.1.37 ビデオ通話を無効にする 

%VIDEOCALLS_AN
SWER_WITH_VIDE
O_ON_DEFAULT_W
XT% 

はい はい デスクト

ップ - 

true 

モバイ

ル、タブ

レット - 

false 

6.1.37 ビデオ通話を無効にする 

%EMERGENCY_ 
DIALING_ENABLE_
REDSKY_WXT% 

はい はい false 6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバ

イダーによるロケーションレポート 

%EMERGENCY_RE
DSKY_USER_REMI
NDER_TIMEOUT_ 
WXT% 

はい はい 0 6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバ

イダーによるロケーションレポート 

%EMERGENCY_RE
DSKY_USER_MAND
ATORY_LOCATION
_WXT% 

はい はい -1 6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバ

イダーによるロケーションレポート 

%EMERGENCY_RE
DSKY_USER_LOCA
TION_PROMPTING_
WXT% 

はい はい once_pe
r_login 

6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバ

イダーによるロケーションレポート 

%ENABLE_AUTO_ 
ANSWER_WXT% 

はい いいえ false 6.2.6 トーン通知による自動応答 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_CALLS_
SPAM_INDICATION
_WXT% 

はい はい false 6.1.41 スパムコール通知 

%ENABLE_NOISE_
REMOVAL_WXT% 

はい はい false 6.1.42 PSTN/モバイル コールのノイ

ズ除去と帯域幅拡張 

%ENABLE_AUDIO_
MARI_FEC_WXT% 

はい はい false 6.1.46.2 転送エラー修正 (FEC) とパ

ケット再送信 (RTX) 

%ENABLE_AUDIO_
MARI_RTX_WXT% 

はい はい false 6.1.46.2 転送エラー修正 (FEC) とパ

ケット再送信 (RTX) 

%ENABLE_VIDEO_
MARI_FEC_WXT% 

はい はい false 6.1.46.2 転送エラー修正 (FEC) とパ

ケット再送信 (RTX) 

%ENABLE_VIDEO_
MARI_RTX_WXT% 

はい はい false 6.1.46.2 転送エラー修正 (FEC) とパ

ケット再送信 (RTX) 

%ENABLE_CALL_B
LOCK_WXT% 

はい はい false 6.1.45 ブロック リスト (Webex 

Calling のみ) 

%ENABLE_WIDGET
_HOLD_CALLS_WX
T% 

いいえ はい true 6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中のウ

ィジェット 

%ENABLE_WIDGET
_TRANSFER_CALL
S_WXT% 

いいえ はい true 6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中のウ

ィジェット 

%ENABLE_WIDGET
_CALLS_ESCALATE
_TO_WEBEX_MEET
ING_WXT% 

いいえ はい true 6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中のウ

ィジェット 

%ENABLE_SIMULT
ANEOUS_CALLS_W
ITH_SAME_USER_
WXT% 

はい はい false 6.1.47 同じユーザーとの同時通話 

%ENABLE_REMOT
E_MUTE_CONTROL
_WXT% 

はい いいえ false 6.2.14  

リモート ミュート コントロール イベ

ント パッケージ (Webex Calling のみ) 

%ENABLE_VOICE_
MAIL_FORWARDIN
G_WXT% 

はい はい true 6.1.29.2 ボイスメールへの通話転送 

%SIP_REGISTER_F
AILOVER_REGISTR
ATION_CLEANUP_
WXT% 

はい はい true 6.1.8.1 SIP フェールオーバー 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_CALL_M
OVE_HERE_WXT% 

はい いいえ false 6.2.15 通話を移動 

%ENABLE_SPEECH
_ENHANCEMENTS_
WXT% 

はい はい false 6.1.42 PSTN/モバイル コールのノイ

ズ除去と帯域幅拡張 

%DIALING_NATIVE
_FAC_PREFIX_WXT
% 

いいえ はい 空 6.3.5.1 ネイティブダイヤラーによる

通話 

%ENABLE_TRANSF
ER_AUTO_HOLD_W
XT% 

はい はい false 6.1.20 転送 

%ENABLE_RTCP_X
R_NEGOTIATION_
WXT% 

はい はい true 6.1.48 RTCP-XR 

%ENABLE_CLID_IN
COMING_CALLS_A
PPEND_NUMBER_
WXT% 

いいえ はい false 6.3.6 着信発信者 ID 

%ENABLE_CLID_MI
SSED_CALLS_APP
END_NUMBER_WX
T% 

いいえ はい false 6.3.6 着信発信者 ID 

%ENABLE_CLID_O
UTGOING_CALLS_
WXT% 

いいえ はい false 6.1.50 発信元 ID 

発信者 ID 

%ENABLE_CLID_O
UTGOING_CALLS_
ADDITIONAL_NUMB
ERS_WXT% 

いいえ はい false 6.1.50 発信元 ID 

発信者 ID 

%ENABLE_CLID_O
UTGOING_CALLS_
CALL_CENTER_WX
T% 

いいえ はい false 6.1.50 発信元 ID 

発信者 ID 

%ENABLE_CLID_O
UTGOING_CALLS_
HUNT_GROUP_WX
T% 

いいえ はい false 6.1.50 発信元 ID 

発信者 ID 

%ENABLE_CLID_O
UTGOING_CALLS_
DELIVERY_BLOCKI
NG_WXT% 

いいえ はい false 6.1.50 発信元 ID 

発信者 ID 

%ENABLE_CALL_F
ORWARDING_INFO
_CALLS_WXT% 

はい はい false 6.1.49 着信転送情報 
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タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%ENABLE_BUSY_L
AMP_FIELD_WXT% 

はい いいえ false 6.2.8.1 ビジー ランプ フィールド 

%ENABLE_BLF_DIS
PLAY_CALLER_WX
T% 

はい いいえ true 6.2.8.1 ビジー ランプ フィールド 

%BLF_NOTIFICATI
ON_DELAY_TIME_
WXT% 

はい いいえ 0 6.2.8.1 ビジー ランプ フィールド 

%ENABLE_GCP_N
OTIFICATIONS_WX
T% 

はい いいえ false 6.2.8.2 コール ピックアップ グループ 

(Webex Calling のみ) 

%ENABLE_GCP_DI
SPLAY_CALLER_W
XT% 

はい いいえ false 6.2.8.2 コール ピックアップ グループ 

(Webex Calling のみ) 

%GCP_NOTIFICATI
ON_MAX_TIMEOUT
_VALUE_WXT% 

はい いいえ 120 6.2.8.2 コール ピックアップ グループ 

(Webex Calling のみ) 

%UDP_KEEPALIVE
_ENABLED_WXT% 

はい はい true 6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用および

キープアライブを強制する 

%TCP_KEEPALIVE_
ENABLED_WXT% 

はい はい false 6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用および

キープアライブを強制する 

%TLS_KEEPALIVE_
ENABLED_WXT% 

はい はい false 6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用および

キープアライブを強制する 

%ENABLE_MULTI_L
INE_WXT% 

はい はい false 6.2.12 複数回線 - 共有回線アピアラン

ス 

モバイル向け複数回線 (Webex Calling 

のみ) 

%ENABLE_CALLS_
ESCALATE_TO_WE
BEX_MEETING_WX
T% 

いいえ はい false 6.2.4 SIP 通話をミーティングにエス
カレーションする (Webex Calling) 

%ENABLE_CLID_D
ELIVERY_BLOCKIN
G_WXT% 

いいえ はい false 6.3.5.3 発信通話回線 ID (CLID) – デュ

アル ペルソナ 

%ENABLE_MOBILIT
Y_PERSONA_MANA
GEMENT_WXT% 

いいえ はい false 6.3.5.36.3.5.3 発信通話回線アイデン
ティティ（CLID） 

%CLID_REMOTE_N
AME_MACHINE_MO
DE_WXT% 

はい はい 解決済

み 
6.1.50.2 リモート発信者 ID 名 
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シスコ社外秘 

タグ デスクト

ップで使

用 

モバイ

ル/タブ

レット

で使用 

既定値 セクション 

%PERSONAL_ASSI
STANT_ENABLED_
WXT% 

はい はい false 6.3.2.3 パーソナル アシスタント (退

席中) 

%PN_FOR_CALLS
_DELIVERY_MODE
_WXT% 

いいえ はい NPS 6.4 配信モード (Webex Calling のみ) 

Webex Cisco 版 BroadWorks で使用されるカスタム タグと UC-One で使用されるカスタム タグ

のマッピングの詳細については、セクション 8 Cisco と UC-One の Webex 間のカスタム タグ 

マッピング BroadWorks」を参照してください。 
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6.1 共通の特徴 

6.1.1 SIP サーバー設定 

クライアントは通常、SIP ネットワークを使用するように設定される。これは、config-wxt.xml 

ファイルを変更することによって行われる。通常、以下のパラメータを変更する必要がある： 

▪ SIP ドメイン。これは、一般的に SIP ヘッダーおよびリモート(XSI)呼において、自 分の SIP 

URI(自分の SIP URI はラインポートとも呼ばれることがある)のドメイン部 分として使用さ

れる。自身の SIP URI のユーザー部分は、SIP 信用証明書コンフィギュレーション

(<credentials> のパラメータ<username> )に由来する。 

▪ DNS 解決に失敗した場合の SIP サーバーの URI または SIP プロキシサーバーの IP アドレ

ス。TLS を使用するためには、プロキシパラメーターに IP アドレスを使用することはでき

ない。プロキシポートの詳細については、DM tag%SOURCE_PORT_WXT% を参照。プロ

キシアドレスパラメータに IP アドレスが使用されている場合、DNS TTL 管理機能は使用で

きないことに注意してください。一般的に、これらの理由から、このフィールドに IP アド

レスを使用することは推奨されない。 

その他のパラメーターも変更可能で、通話に関するさまざまな機能を有効にすることができる。

ただし、以前の設定により、以下の基本的な機能は使用できる： 

▪ SIP ネットワークに登録する。 

▪ 音声通話やビデオ通話をする 

▪ DNS ベースのプロキシディスカバリーを行い、複数のプロキシを使用できるようにする。 

SIP 登録が有効になったら、MWI の SIP SUBSCRIBE を有効にするには、別の構成パラメータ

を使用する必要がある。ボイスメールの詳細については、セクション 6.1.27 ボイスメール、ビ

ジュアルボイスメール、メッセージ待機インジケータ を参照してください。 

SIP コールが無効になっている場合でも、MWI には常に SIP の基本設定が必要であることに注

意。MWI は SIP NOTIFY に依存している。 

SIP サーバーのセットアップは、この基本スキームに従う： 

▪ プロキシアドレスは SIP サーバーの URI を含む。 

▪ 定義できるプロキシは 1 つだけである。 

▪ DNS プロキシディスカバリーは、DNS の適切なセットアップを必要とする多くのプロキシ

をサポートする。 

さらに、SIP タイマーはコンフィギュレーション・ファイルで公開されている（変更することは

推奨されない）。 

<config> 

<protocols> 

<sip> 

<timers> 

 <T1>500</T1> 
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 <T2>4000</T2> 

 <T4>5000</T4> 

   </timers> 

▪ T1 - ネットワークの往復遅延時間（ミリ秒単位）。 

▪ T2 - 非招待リクエストと招待応答を再送するまでの最大時間(ミリ秒単位)。 

▪ T4 - メッセージがネットワークに残る最大時間（ミリ秒単位）。 

各回線は、ボイスメール番号、会議 URI、ドメイン、および SIP 認証資格情報のような独自のパ

ラメータを持っています。必要であれば、401 および 407 シグナリング用に別の認証情報を設定

することができる。 

以下の例と表は、SIP 設定に使用される最も典型的な DM タグに関する情報である。 

 

<config> 

<protocols><sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

<line> 

   <label>%BWAPPEARANCE-LABEL-1%</label> 

  <name>%BWNAME-1%</name> 

  <phone-number>%BWE164-1%</phone-number> 

  <extension>%BWEXTENSION-1%</extension> 

  <external-id>%BWUSEREXTID-1%</external-id> 

 <voice-mail-number>%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%</voice-mail-number> 

  <conference-service-uri>sip:%BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-

1%</conference-service-uri> 

  <domain>%BWHOST-1%</domain> 

  <credentials> 

   <username>%BWLINEPORT-1%</username> 

   <password>%BWAUTHPASSWORD-1%</password> 

   <auth> 

    <auth401> 

     <default> 

      <username>%BWAUTHUSER-1%</username> 

      <password>%BWAUTHPASSWORD-1%</password> 

     </default> 

     <realm id="%BWHOST-1%"> 

      <username>%BWAUTHUSER-1%</username> 

      <password>%BWAUTHPASSWORD-1%</password> 

     </realm> 

    </auth401> 

    <auth407> 

     <default> 

      <username>%BWAUTHUSER-1%</username> 

      <password>%BWAUTHPASSWORD-1%</password> 

     </default> 

     <realm id="%BWHOST-1%"> 

      <username>%BWAUTHUSER-1%</username> 

      <password>%BWAUTHPASSWORD-1%</password> 

     </realm> 

    </auth407> 

   </auth> 

   </credentials> 

</line> 

 … 

</lines> 

<proxy address="%SBC_ADDRESS_WXT%" port="%SBC_PORT_WXT%" /> 

sip:%25BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%25%3c/conference-service-uri
sip:%25BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%25%3c/conference-service-uri
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<preferred-port>%SOURCE_PORT_WXT%</preferred-port> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%BWLINEPORT-n% 空 文字列 通常は SIP ユーザー名。 

詳細については、セクション「 5.7 Cisco 

BroadWorks 動的組み込みシステムタグ」を参

照してください。 

例: ジョンドゥ 

%BWAUTHPASSWORD
-n% 

空 文字列 通常は SIP パスワード。 

詳細については、セクション「 5.7 Cisco 

BroadWorks 動的組み込みシステムタグ」を参

照してください。 

例: 秘密パスワード 

%BWE164-n% 空 電話番号 国際フォーマットでのユーザーのデフォルト電

話番号。 

詳細については、セクション「 5.7 Cisco 

BroadWorks 動的組み込みシステムタグ」を参

照してください。 

例: 12345678 

%SBC_ADDRESS_WXT
% 

空 文字列 詳細については、セクション 5.6 システム デフ

ォルト タグを参照してください。 

例:  sbcexample.domain.com 

%SBC_PORT_WXT% 5060 数字 詳細については、セクション 5.6 システム デフ

ォルト タグを参照してください。 

例: 5060 

%BWHOST-n% 空 文字列 通常は SIP ドメインとして使用されます。 

詳細については、セクション「 5.7 Cisco 

BroadWorks 動的組み込みシステムタグ」を参

照してください。 

例: exampledomain.com 

%SOURCE_PORT_WXT
% 

5060 数字 通常、preferred-port パラメーターに使用され

る。 

詳細については、セクション 6.1.7 SIP の優先

ポート使用量 を参照のこと。 

例: 5061 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%BWUSEREXTID-n% 空 文字列 (Webex Calling のみ) 回線の外部 ID を保持 

詳細については、6.2.13 複数回線 - 仮想回線 

(Webex Calling のみ) を参照してください。 

例: 30f69bf7-710b-4cd0-ab4b-35ab393a1709 

 

注: モバイル端末で標準 SIP ポート (5060) を使用する際に発生する既知の問題のため、

SIP ポートを 5060 以外 (5075 など) にすることが強く推奨されています。 

6.1.2 SIP Over TLS および Secure Real-time Transport Protocol 

クライアントは、TLS 上の SIP シグナリングと、メディア暗号化のための SRTP（Secure Real-

time Transport Protocol）を使用するように設定できる。ただし、これらの機能は、以下の例に

示すように、コンフィギュレーションで有効にする必要があります。また、動的な SIP プロキシ

発見が使用される場合、DNS SRV の優先順位は、このパラメータ(%USE_TLS_WXT%)のよう

な静的パラメータよりも優先され、DNS SRV の優先順位が高い場合は、非 TLS トランスポート

が使用されることにも注意すること。動的 SIP プロキシ検出の詳細については、セクション 

6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 を参照。 

動的プロキシ発見が使用されていない場合、SIP の TLS を有効にすると、それが使用される。 

SIP ALG がネットワークで使用される SIP ポートとトランスポート プロトコルの推奨事項の詳

細については、Webex Cisco BroadWorks ソリューション ガイドを参照してください。 

使用する証明書は有効なものでなければならない。さらに、中間証明書もリンクされるように、

証明書チェーンは無傷でなければならない。広く使われている証明書を採用し、デフォルトでデ

バイスにすでに存在するようにすることが推奨される。手動またはバルク・プロビジョニングを

使用して、デスクトップ・マシンのローカルに証明書を追加することも可能だが、これは通常行

われない。 

メディア暗号化に関連する SRTP を有効にするには、別の設定があります。 

RTP に加えて、RTCP トラフィックも、前述のコンフィギュレーションを使用して、 RTP と同

じメカニズムで保護することができる。 

SIP/TLS 暗号については、別紙 A: TLS 暗号化. 

SRTP は、3 つの異なる側面からメディアストリームのセキュリティを提供 するために使用され

る： 

▪ 機密性（データは暗号化される） 

▪ 認証（相手または当事者の身元保証） 
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▪ 完全性（リプレイ攻撃などへの対策） 

メディア・フレームワークの現在のバージョンは、保護に AES 128 Counter Mode を、認証に

HMAC（Hash Message Authentication Code）-SHA-1 をサポートしている。マスターキーのサ

イズは 16 バイト、マスターソルトは 14 バイトである。 

メディア・フレームワークは、フル（80 ビット）認証タグとショート（32 ビット）認証タグの

両方をサポートしている。クライアントは、SIP シグナリングの一環として、SDP 内でキーを交

換する。 

SRTP は、以下の例に示す構成を使用して有効にできる。現在の実装では、SDP セキュア RTP

プロファイルのみを使用し、Audio Visual Profile (AVP)と Secure Audio Visual Profile (SAVP)エ

ントリのマルチライン SDP に対応している。SRTP の実装は、さまざまな SBC を使用して、通

常の配備構成で正常にテス トされている。AVP プロファイルを使用した暗号化のみをサポート

するエンドポイントとの相互運用性テスト (IOT) はサポートされない。 

SRTP に関連するマルチライン SDP 手順が実装されているため、常に複数の m ライ ンが使用さ

れる。AVP と SAVP には別々の m 線が使われている。 

特に、SDP の RTP/SAVP に関連付け られている着信「m=」行が削除されていないことを確認

する必要がある。 

SBC がメディアトラフィックに関与しない展開もあれば、SBC に向 かう各クライアントの RTP

メディアレッグが個別に暗号化され、SBC を介してネゴシ エートされる展開もある。SBC が複

数の SDP 回線を許可しない場合もある。 

SBC は、呼セットアップ時に SDP の m 行の順序を変更し、AVP (非暗号化)または SAVP (暗号

化)の m 行を最初にすることもできる。したがって、最初に動作する M 回線を選択したクライア

ントは、暗号化されたトラフィックまたは暗号化されていないトラフィックのいずれかを好むよ

うになる。SRTP の各種設定オプションを以下に示す： 

▪ 必須 - 呼のセットアップ時、最初の SDP にはオファー時に SAVP の m 行のみが含まれ、 ク

ライアントは応答時に SDP の SAVP m 行のみを受け入れるため、SRTP 呼のみが可 能にな

る。 

▪ 優先 - 呼のセットアップ時に、最初の SDP には AVP と SAVP の m 行が含まれるが、オ フ

ァリング時には SAVP が最初になり、優先順位が示される。応答時、クライアントは、最初

の m ラインでなくても、利用可能であれば SAVP を選択する(SIP の仕様では、応答時に m

ラインの順序は変更されない)。 

▪ オプション - 通話セットアップ時、最初の SDP は提供時に SAVP と AVP の両方を含みます

が、AVP は最初に優先順位を示します。応答時、クライアントは最初の m ライン、AVP ま

たは SAVP を選択する。 

▪ SRTP が有効になっていない - オファー時の最初の SDP に SAVP m-line がない。応答時、

SAVP は受け付けられないため、RTP 通話のみが可能である。 
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▪ トランスポート - トランスポートプロトコルに基づいて SRTP モードを自動的に選択する。

TLS を使用する場合、必須の SRTP モードが有効になる。TCP または UDP が使用される場

合、SRTP は使用されない。 

SRTP 対 RTP は、呼の双方向で対称である。つまり、送信プロファイルと受信プ ロファイルは

同じである。 

<config> 

<protocols><sip>    

<secure>%USE_TLS_WXT%</secure>   

 

<config> 

<protocols><rtp>      

<secure enabled="%SRTP_ENABLED_WXT%" mode="%SRTP_MODE_WXT%" rekey-

always="%ENABLE_REKEYING_WXT%"/>  

 

SRTP が有効になっている場合、Secure Real-Time Control Protocol (SRTCP)も使用される。 

一部のデプロイメントでは、SRTP のリキーはサポートされていない。そのため、SRTP リキー

を有効/無効にする設定パラメータがある。ただし、rfc3264 に従って更新された SDP を受信し

た場合、新しいキーは常に 使用される。設定可能なのは、新しい鍵を送信するときだけであ

る。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_TLS_WXT% false true、false false "に設定すると、SIP TLS は無効になる。 

「true」に設定すると、SIP TLS が有効になり

ます。 

6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 を使用す

る場合、このパラメータは無視されることに注

意。 

%SRTP_ENABLED_ 
WXT% 

false true、false 「false」に設定すると、SRTP は非アクティブ

になります。 

「true」に設定すると、SRTP がアクティブに

なります。 

%SRTP_MODE_ 
WXT% 

オプショ

ナル 

必須、優

先、オプシ

ョン、輸送 

呼セットアップ時の SRTP の優先度を定義す

る。 

デフォルト値は "optional "である。 

%ENABLE_REKEYI
NG_WXT% 

true true、false SRTP の SIP (SDP)リキーを有効にする。 

 

注意: ICE サポートが有効になっている場合 (6.1.18 ICE サポート (Webex Calling のみ) を参

照)、再キーは常に実行されます (設定から %ENABLE_REKEYING_WXT% の値は無視され

ます)。 
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6.1.3 SRTP の 3GPP SIP ヘッダー 

新しい 3GPP 仕様では、セキュアリアルタイムトランスポートプロトコル(SRTP) を使用するた

めに、追加の SIP ヘッダーが必要である。詳細については、3GPP TS 24.229 および以下を参照

のこと： 

https://tools.ietf.org/html/draft-dawes-dispatch-mediasec-parameter-07 

この仕様で必要とされるヘッダーは、この仕様が使用されない配備では、 SIP 呼を壊すかもしれ

ない。したがって、これらのヘッダーはサーバー側がサポートしている環境でのみ使用すること

が推奨される。 

ヘッダーの使用を有効にすることのみ設定可能。個々のヘッダーについては、これ以上の設定は

できない。すべてのヘッダーは有効か無効のどちらかである。 

<config> 

<protocols><sip> 

<use-mediasec enabled="%USE_MEDIASEC_WXT%"/> 

 

次のタグはこの機能を制御する。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_MEDIASEC_ 
WXT% 

false true、false SRTP ネゴシエーションの 3GPP SIP ヘッダー

を有効にする。 

 

6.1.4 TCP、TLS、UDP の使用およびキープアライブを強制する 

Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントは、SIP シグナリングと RTP メディアの両方に 

TCP、TLS、または UDP のいずれかを使用するように設定できます。クライアントのデフォル

トは TCP であることに注意。TCP キープアライブを使用しない場合、SIP TCP コネクションは

一定期間 アクティブでないとクローズされることにも注意すること。 

次の例はこのコンフィギュレーション・ノードを示している。 

<config> 

<protocols><sip> 

<transports> 

<tcp-size-threshold>%TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT%</tcp-size-threshold> 

 

以下のタグは、クライアントが TCP と UDP のどちらを使用するかを制御する。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートされ

る値 (バイト) 

説明 

%TCP_SIZE_THR
ESHOLD_WXT% 

0 0 TCP を強制的に使用する。クライアントに TCP

を使うか UDP を使うかはサービス・プロバイダ

ー次第だが、デフォルト値「0」の TCP を使うこ

とを推奨する。 

https://tools.ietf.org/html/draft-dawes-dispatch-mediasec-parameter-07
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0 1 から 99,000 メッセージ・サイズがここで指定した値以下の場

合、UDP を強制的に使用する。 

メッセージ・サイズが設定値より大きい場合、デ

フォルトは TCP になる。UDP を使用する場合、

1500 がデフォルトの推奨値である。 

0 100000 UDP の使用を強制します。 

 

同じコンフィギュレーション・ノードには、UDP、TCP、TLS キープアライブのパラメーターも

ある。  

<config> 

<protocols><sip> 

<transports> 

 … 

<udp> 

  <keepalive enabled="%UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 

    <timeout>20</timeout> 

     <payload>crlf</payload> 

   </keepalive> 

</udp> 

<tcp> 

  <keepalive enabled="%TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 

    <timeout>0</timeout> 

    <payload></payload> 

  </keepalive> 

</tcp> 

 <tls> 

  <keepalive enabled="%TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT%"> 

   <timeout>0</timeout> 

   <payload></payload> 

  </keepalive> 

 </tls> 

</transports> 

 

可能なパラメータは以下の通り： 

▪ TCP または TLS のキープアライブを有効にする。設定可能な値 - true/false、デフォルトは

ノードが存在しない場合の「false」。この機能を有効にすると、UDP トランスポートが SIP

に使用されている場合でも、 TCP キープアライブが送られることに注意すること。 

▪ UDP キープアライブを有効にし、可能な値 true/false を有効にします。ノードが見つからな

い場合は、デフォルトは “true” です。この機能が有効になっている場合、TCP トランスポー

トが SIP に使用されていても UDP キープアライブが送信されることに注意してください。

さらに、TCP が SIP に使用されている場合でも、RFC 3261 に従って、クライアントは

UDP 経由のトラフィックも受け入れる。 

▪ Timeout は、キープアライブ・メッセージが送信されるまでの最大非アクティブ時間を秒単

位で指定する。値がない場合は、そのプロトコルでキープアライブが無効になっていること

を意味する。 
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▪ キープアライブメッセージのペイロード： 

- Crlf 

- Null (使用しない) 

- カスタム文字列 (は使用不可) 

キープアライブは、NAT トラバーサルの目的で使用され、余分なトラフィックをほとんど発生

させずに NAT バインディングをオープンにしておくことができる。 

キープアライブのためのサーバーIP アドレスとポートは、SIP プロキシ発見の ための通常の手

順を使用して決定される。SIP の動的プロキシディスカバリーを介して得た SIP ポートとトラン

スポートプ ロトコルの選択は、いかなる静的ポートまたはトランスポート設定よりも 優先され

ることに注意すること。動的プロキシ検出の詳細については、セクション  6.1.6 を参照してくだ

さい。ダイナミック SIP プロキシ検出 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%UDP_KEEPALIVE_ENAB
LED_WXT% 

true true、false UDP トランスポートに対してキープアラ

イブパケットを送るかどうかを制御す

る。 

%TCP_KEEPALIVE_ENAB
LED_WXT% 

false true、false TCP トランスポート用にキープアライブ 

パケットを送信するかどうかを制御しま

す。 

%TLS_KEEPALIVE_ENAB
LED_WXT% 

false true、false TLS トランスポートに対してキープアラ

イブ パケットを送信するかどうかを制御

します。 

 

6.1.5 SIP ソケットを開くための設定可能なタイムアウト 

以前は、SIP ソケットを開くタイムアウトは、TCP では 5 秒、TLS では 10 秒にハードコードさ

れていた。これらのタイムアウトは設定できるようになった。 

<config> 

    <protocols> 

        <sip> 

            <transports> 

                <udp> 

                    … 

                </udp> 

                <tcp> 

                    … 

                    <connect-

timeout>%SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</connect-timeout> 

                </tcp> 

                <tls> 

                    <connect-

timeout>%SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT%</connect-timeout> 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 42 

シスコ社外秘 

                </tcp> 

            </transports> 

 

以下のタグはソケット接続のタイムアウトを制御する(ミリ秒単位)。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートされ

ている値 

説明 

%SIP_TRANSPORTS_
TCP_CONNECT_TIME
OUT_WXT% 

5000 <integer> - ミ

リ秒単位のタ

イムアウト 

TCP トランスポートを使用する場合のソケッ

ト接続タイムアウト。 

%SIP_TRANSPORTS_
TLS_CONNECT_TIME
OUT_WXT%  

10000 <integer> - ミ

リ秒単位のタ

イムアウト 

TLS トランスポートが使用されている場合の

ソケット接続のタイムアウトです。 

 

6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出 

SIP ダイナミックプロキシ発見機能を有効にするには、以下の例を参照のこと。 

<config> 

<protocols><sip> 

<proxy-discovery enabled="%USE_PROXY_DISCOVERY_WXT%” tcp=”%USE_TCP_FROM_DNS_WXT%" 

udp="%USE_UDP_FROM_DNS_WXT%" tls="%USE_TLS_FROM_DNS_WXT%">  

<record-name>%SBC_ADDRESS_WXT%</record-name>  

    <domain-override>%DOMAIN_OVERRIDE_WXT%</domain-override>  

</proxy-discovery> 

 

多くの DNS SRV エントリが利用可能な場合、このセクションで提供される手順に従って、 

DNS SRV からどのトランスポートプロトコルエントリを使用するかを制御することが 可能であ

る。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_PROXY_DI
SCOVERY_WXT% 

false true、false 音声およびビデオ通話の動的 SIP プロキシ検出を

有効にします。 

推奨値は "true "である。 

%SBC_ADDRESS_
WXT% 

空 文字列 この Cisco BroadWorks タグは、通常、record-

name パラメータに使用されます。有効な URL で

なければならず、IP アドレスであってはならな

い。 

詳細については、セクション 5.6 システム デフォ

ルト タグを参照してください。 

例:  sbc.domain.com 

%DOMAIN_OVER
RIDE_WXT% 

空 文字列 このカスタム・タグはドメイン・オーバーライド

に使用される。詳細については、次のセクション

を参照してください。 

例:  other.domain.com 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_TCP_FRO
M_DNS_WXT% 

true true、false このパラメータ値が「false」の場合、このトラン

スポートプロトコル (TCP)の DNS SRV 結果は破

棄される。 

true "の場合、このトランスポートプロトコル

(TCP)に対する DNS SRV の結果が使用される。

SRV の優先順位によっては、別のトランスポート

が選択されることもある。 

%USE_UDP_FRO
M_DNS_WXT% 

true true、false このパラメータ値が「false」の場合、このトラン

スポートプロトコル（UDP）の DNS SRV 結果が

破棄されます。 

「true」の場合、このトランスポートプロトコル

（UDP）の DNS SRV の結果が使用されます。

SRV の優先順位によっては、別のトランスポート

が選択されることもある。 

%USE_TLS_FROM
_DNS_WXT% 

true true、false このパラメータ値が「false」の場合、このトラン

スポートプロトコル（TLS）の DNS SRV 結果が

破棄されます。 

「true」の場合、このトランスポートプロトコル

（TLS）の DNS の結果が使用されます。SRV の

優先順位によっては、別のトランスポートが選択

されることもある。 

%PROXY_DISCOV
ERY_ENABLE_BA
CKUP_SERVICE_
WXT% 

true、
false 

true DNS バックアップサービスの有効/無効を設定し

ます。有効にすると、SIP プロキシアドレスに対

して A/AAA の解決が行われる。SRV/NAPTR サー

ビス発見が有効な場合にのみ考慮される。 

%PROXY_DISCOV
ERY_ENABLE_SR
V_BACKUP_WXT
% 

true、
false 

true true」に設定され、NAPTR サービス発見が失敗す

るか結果を返さない場合、設定されたホストに対

して SRV サービス発見が実行される。false "に設

定すると、SRV 探索は行われない。 

%PROXY_DISCOV
ERY_BYPASS_OS
_CACHE_WXT% 

true、
false 

false OS の DNS キャッシュをバイパスできるようにす

る。 

 

DNS は、RFC 3263 に従って、クライアントが SIP プロキシの IP アドレス、ポート、 およびト

ランスポートプロトコルを取得することを可能にする。 

DNS SRV、Naming Authority Pointer （NAPTR）、A-record クエリーがサポートされていま

す。ログイン時の 3 ステップの流れは以下の通り： 

1. 上記の<record-name> フィールドを使用して NAPTR クエリを実行し、トランスポートプロ

トコルを含む サーバーURI が存在すればそれを取得する。<record-name> パラメーターの値

は、DNS が解決する完全なドメインであるべきで、IP アドレスであってはならない。 
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2. SRV クエリを使用して NAPTR クエリで見つかった項目を解決し、最終的なサーバーURI と

ポートを取得する。SRV クエリで使用されるドメイン部分は、最終的なサーバーURI(とポー

ト)を見つけるための NAPTR クエリの結果から取得される。DNS SRV エントリーが利用可

能な場合、DNS SRV-query から受信したポートが使用される。このポートは、コンフィギ

ュレーションファイルのスタティックプロキシにのみ 適用され、SRV を使って解決された

URI には適用されないことに注意。様々なレコード名の使い方については、以下の例を参照

のこと。 

NAPTRが見つからない場合、<domain-override> パラメータが存在しない限り、クライアント

は<domain> パラメータから取得したレコード名で SRVクエリを試行する。この場合、

<domain-override> パラメータが使用され、自動的に TCP、UDP、および TLS の個別のエント

リを見つけようとする (_sip_protocol [UDP、TCP、または TLS])。なお、SCTP（Stream 

Control Transmission Protocol）には対応していない。SRVクエリが結果をもたらさない場合、

プロキシの発見が失敗し、エンドユー ザーは、コールが利用できないことを示すエラーを提示

される。この場合、SIP 登録はない。しかしながら、すべての SRV クエリが失敗するか、そこ

で受け取ったサーバー が動作しない場合でも、フォールバックとして、クライアントは、動作

する SIP登 録を提供する IPアドレスを生成するかどうかを確認するために、<proxy address> 

で指定された URIへの Aクエリのみを使用して、設定された静的プロキシが動作す るかどう

かを依然として確認する。この最後の手段の場合のポートとトランスポートは、tcp-threshold 

と<secure> パラメータから得られる。 

3. 見つかった URI を A レコードクエリを使って解決する。受信された最終 IP アドレスは、SIP

プロキシへの動作する接続を得るために、 受信された順番で試行される。この順番は、サー

ビスプロバイダーが DNS で定義することができる。A レコードのルックアップに成功した

最初の SIP プロキシ URI が選択され、そ れが動作しなくなるかクライアントがログアウト

するまで使用される。A クエリーステップでは、多くの IP アドレスを受信しても、一度に使

われるのは 1 つだけである。しかし、すべての SRV エントリーは、ログアウトするかネッ

トワークが切れるまで解決される。 

重要 メモ 

注意 1: DNSプロキシ発見が、トランスポートプロトコルのための動作中の SIPプ ロキ

シ URIを受け取ることによって SRVステップでのトランスポートプ ロトコル選択の結

果になる場合、それは、コンフィギュレーションファイル で UDPまたは TCPを選択

するために通常使用される tcp-threshold パラメータをオーバーライドする。SIP/TLS の

設定も同様である。DNS の優先順位に応じて、TCPまたは UDPが使用される。 

注 2: SRV 経由で受信されたアイテムは、コンフィギュレーションファイルのスタティ

ックプロキシよりも優先される。NAPTRの順番は考慮されず、SRVの優先順位のみが

カウントされる。SRV の結果、トランスポートプロトコル、優先度、ウェイトが等し

いアイテムが複数ある場合、受信したどれかがランダムに選択される。このリリース

では、NAPTRウェイトはサポートされていないが、SRVウェイトはサポートされてい

る。SRV の優先順位が最初に調べられ、優先順位が同じ項目については、あるサーバ

ーが次に試される可能性を決定するために重みが調べられる。 

注 3 ： オプションの domain-override パラメータは、NAPTR 結果が省略されたときに、

SIP ドメイン設定パラメータにある もの以外の Aレコード名が SRVで解決されること
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を可能にする。domain-override パラメータの使用法については、以下の例を参照のこ

と。 

注 4 ： クライアントは DNS操作にオペレーティングシステムのプリミティブを使用

し、通常、DNS応答の TTL を尊重するために DNS応答はキャッシュされる。 

注 5 ： NAPTRレコードの DNSタイプ（サービス）は、RFC 3263 の手順に従わなければ

ならない。そうでない場合、DNS解決に失敗することがある。例えば、SIP over TLS に

は SIPS+D2T を使用する必要がある。 

注 6 ： クライアントは NAPTR サービスの特定の接頭辞のみをサポートする。対応す

る接頭辞を以下に示す： 

SIP+D2U -> _sip._udp 

SIP+D2T -> _sip._tcp 

SIPS+D2T -> _sips._tcp 

SIPS+D2T -> _sips._tls 

NAPTR応答がサービスタイプにマッチしない接頭辞を持つレコードを含む場合、この

レコードは無視される。 

例 1: ドメインオーバーライド設定パラメータを使用しない DNS プロキシ検出の使用 

以下は、SIP over TCP のみが使用され、ステップ 1 の NAPTRクエリが結果を返す場合に、 

SIPプロキシディスカバリを使用するコンフィギュレーションの例である。 

<config> 

<protocols><sip> 

<proxy address="domain.com" port="5060"/> 

<proxy-discovery enabled="true" > 

<record-name>record-domain.com</record-name> 

    <domain-override>override-domain.com</domain-override> 

</proxy-discovery> 

<domain>sip-domain.com</domain> 

 

この結果、プロトコル・レベルでは以下のステップになる。 

1. NAPTR query for record-domain.com, answer: 

record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIP+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 

2. SRV query for _sip._tcp.test.sip.record-domain.com (received in the NAPTR 

query), answer 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com. 

3. A-record query for test.sipgeo.record-domain.com, answer: 

test.sipgeo.record-domain.com. 16 IN A 1.2.3.4 

その結果、SIP 登録はポート 5061(SRV ステップで受信)を使用し、IP アドレス 1.2.3.4 に向けて

TCP 上で行われる。 

http://broadsoft.com/
http://record-domain.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
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例 2:  設定ファイルで domain-override パラメータを使用する 

以下は、SIP ドメインがプロキシドメインと異なり、SIP over UDP のみが使用され、NAPTR ク

エリが結果を返さない、 SIP プロキシディスカバリを使用するコンフィギュレーションの 2 つ目

の例である。 

<config> 

<protocols><sip 

<proxy address="domain.com" port="5060"/> 

<proxy-discovery enabled="true"> 

<record-name>record-domain.com</record-name> 

    <domain-override>override-domain.com</domain-override> 

</proxy-discovery> 

<domain>sip-domain.com</domain> 

 

これにより、プロトコル レベルで次の手順が実行されます。 

1. NAPTR query for record-domain.com, no answer. 

2. SRV query for _sip._tcp.override-domain.com (from configuration file), answer 

_sip._tcp.override-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.override-domain.com. 

3. A-record query for test.override-domain.com, answer: 

test.sipgeooverride-domain.com. 16 IN A 4.3.2.1 

 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061（SRV ステップで受信）を使用して、IP アドレス 4.3.2.1 

に対して UDP 上で行われます。 

例 3:  SRV 優先順位の使用 

以下は、SIP over TCP のみが使用され、ステップ 1 の NAPTR クエリが結果を返す場合の SIP 

プロキシ検出を使用した設定の別の例です。ただし、優先順位が異なる複数の NAPTR と SRV 

レコードを受信します。この場合、このリリースイベントでは SRV 優先度だけが問題となる

が、優先度の異なる複数の NAPTR レコードも受信される。 

<config> 

<protocols><sip> 

<proxy address="domain.com" port="5060"/> 

<proxy-discovery enabled="true"> 

<record-name>record-domain.com</record-name> 

    <domain-override>override-domain.com</domain-override> 

</proxy-discovery> 

<domain>sip-domain.com</domain> 

 

これにより、プロトコル レベルで次の手順が実行されます。 

1. NAPTR query for record-domain.com, answer: 

record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIPS+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 120 10 "S" "SIPS+D2U" "" _sip._udp.test.sip.record-domain.com. 

 

2. SRV query for _sip._tcp.test.sip.record-domain.com (received in the NAPTR 

query), answer 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

http://broadsoft.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://broadsoft.com/
http://record-domain.com/
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10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com. 

 

SRV query for _sip._udp.test.sip.record-domain.com (received in the NAPTR query), 

answer 

_sip._udp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

20 10 5062 test.sipgeo.record-domain.com. 

 

3. A-record query for test.sipgeo.record-domain.com, answer: 

test.sipgeo.record-domain.com. 16 IN A 1.2.3.4 

 

その結果、SIP 登録は、ポート 5061（SRV ステップで受信）を使用して TCP を使用し、UDP 

と TCP の両方をサポートする IP アドレス 1.2.3.4 に対して行われます。 

例 4： サービスがサービスタイプに一致しない場合、NAPTR を使用した DNS プロキシ検出を使

用する 

以下は、TCP および TLS を介した SIP が使用され、ステップ 1 の NAPTR クエリが結果を返

した場合の SIP プロキシ検出を使用した設定の例です。 

<config> 

<protocols><sip> 

<proxy address="domain.com" port="5060"/> 

<proxy-discovery enabled="true" tcp="true" udp="false" tls="true"> 

<record-name>record-domain.com</record-name> 

    <domain-override>override-domain.com</domain-override> 

</proxy-discovery> 

<domain>sip-domain.com</domain> 

 

この結果、プロトコル・レベルでは以下のステップになる。 

1. NAPTR query for record-domain.com, answer: 

record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIPS+D2T" "" _sip._tls.test.sip.record-domain.com. 

28591 IN NAPTR 100 10 "S" "SIP+D2T" "" _sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 

 

2. For the first record we have service type "SIPS+D2T" and the prefix is 

"sip._tls.". Since this prefix doesn’t match the service type (see Note 6 above) 

it will be ignored. 

 

3. SRV query for _sip._tcp.test.sip.record-domain.com (received in the NAPTR 

query), answer 

_sip._tcp.test.sip.record-domain.com. 28635 IN SRV 

10 10 5061 test.sipgeo.record-domain.com. 

 

3. A-record query for test.sipgeo.record-domain.com, answer: 

test.sipgeo.record-domain.com. 16 IN A 1.2.3.4 

その結果、SIP 登録はポート 5061(SRV ステップで受信)を使用し、IP アドレス 1.2.3.4 に向けて

TCP 上で行われる。 

http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
http://broadsoft.com/
http://record-domain.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://sba.sipgeo.t-mobile.com/
http://test.sipgeo.record.domain.com/
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6.1.7 SIP の優先ポート使用量 

クライアントと同じマシン上で別のソフトウェアパッケージが動作しており、デフォルトの SIP

ポートを使用している場合があります。SIP に別のポートを使うようにクライアントを設定する

には、preferred-port パラメータを使うことができる。クライアントは、preferred-port パラメー

タで指定された設定されたポート値を使用しようとしますが、もしそれが取られた場合、クライ

アントは設定された値以上のポート値をインクリメンタルに試行します。例えば、preferred-port

の値が "6000 "で、そのポートが使われた場合、クライアントは未使用のポートを見つけるま

で、6001、6002、6003、と試行する。未使用のポートが見つかると、そのポートを自身の SIP

通信に使用する。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SOURCE_PORT_WXT% 5060 数字 通信に優先するローカル SIP ポートを指

定する。 

例: 5060 

 

6.1.8 SIP フェイルオーバーとフェイルバック 

SIP フェールオーバーとフェールバックは、Cisco の BroadWorks 手順に従います。このために

は、複数のプロキシ（通常は SBC）を設定する必要がある。 

クライアント側では、プロキシは複数の IP アドレスに解決されなければならない。次のいずれ

かの方法でこれを実現できます。 

▪ SIP プロキシディスカバリが有効になっており、DNS サーバーが SBC の FQDN に対して

NAPTR レコードおよび/または SRV レコードを持っている（セクション 6.1.6 ダイナミック 

SIP プロキシ検出 参照）。 

▪ SIP プロキシアドレスは FQDN として提供され、複数の IP アドレスに解決される（セクシ

ョン 6.1.1 SIPサーバー設定 を参照）。 

オペレーティングシステムの DNS キャッシュは、不必要な DNS トラフィックを避けるために使

用される。リストに含まれる IP アドレスの最大数には、 

、ハードコードされた制限はない。 

サインイン時、複数の IP アドレスが解決された場合、優先順位順に並べられる。クライアント

は最初に利用可能な IP アドレスを使用して開始する。 
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6.1.8.1 SIP フェールオーバー 

SIP フェイルオーバーは、以下のように、ソケットエラー、リクエストタイムアウトエ ラー、ま

たはサーバーからの確定的なエラー応答によってトリガーされる： 

▪ ソケット・エラー - ネットワーク接続が切れた場合のように、クライアントとサーバー間の

ソケットが壊れたり閉じたりした場合、クライアントは即座に反応してフェイルオーバーを

トリガーする。 

▪ タイムアウト（例えば、SBC がハングしたとき） - SIP T1 に基づく： 

- SIP INVITE - INVITE リクエストがタイムアウトした場合、クライアントは次 の利用可

能な SBC(IP)に登録し、INVITE を再試行する。 

- 別の SIP リクエスト - クライアントは次に利用可能な SBC(IP)に登録しようとする。 

▪ サーバーから明確なエラー応答を受信した： 

- SIP REGISTER に対するサーバーからの以下の SIP エラー応答は、フェイルオーバーの 

トリガーとなる： 

o 5xx 

o 6xx 

- SIP REGISTER に対する以下の SIP4xx 応答は、 フェイルオーバーを引き起こさない： 

o 401 権限がありません 

o 403 Forbidden 

o 404 見つかりませんでした 

o 407 プロキシ認証が必要です 

o 423 インターバルが短すぎる 

- さらに、SIP INVITE に対する 4xx エラー応答はフェイルオーバーをトリガーしないが、

5xx と 6xx はトリガーする。 

フェイルオーバーがトリガーされると、クライアントはリストから次に利用可能な IP アドレス

を取る。SIP T1 タイマーは、リスト上のプロキシが次のプロキシに移る前に試行され る時間を

定義する。通常、32 秒の値が使用される(64*T1)。すべての IP アドレスが失敗した場合、クライ

アントは SIP 接続のためのユーザーインターフェイスエラーを表示する。フェイルオーバーが発

生したときに VoIP 通話が進行中であれば、通話は終了する。 

SIP フェイルオーバーロジックは、いくつかの設定パラメータに依存する： 

▪ SIP フェイルオーバー・タイマー - SIP タイマーT1、T2、T4 はコンフィギュレーション・フ

ァイルで公開され ているが、変更することは推奨されない。 

<config><protocols><sip> 

<timers> 

<T1>500</T1> 

 <T2>4000</T2> 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 50 

シスコ社外秘 

 <T4>5000</T4> 

</timers> 

 

- T1 - ネットワークの往復遅延時間（ミリ秒単位）。 

- T2 - 非招待リクエストと招待応答を再送するまでの最大時間(ミリ秒単位)。 

- T4 - メッセージがネットワークに残る最大時間（ミリ秒単位）。 

▪ SIP プロキシアドレスと SIP プロキシディスカバリ 

- 6.1.1 SIPサーバー設定 のセクションを参照。 

- セクション 6.1.6 ダイナミック SIP プロキシ検出を参照してください。 

▪ フェイルオーバー設定の登録（下記参照） 

 

フェイルオーバーの場合、Webex アプリケーションは、2 つの Contact ヘッダーを持つ SIP 

REGISTER を送信する。1 つは古いセッション用、もう 1 つは新しいデバイス情報である。古い

セッションの Contact ヘッダーは、データをクリーンアップするよう SBC に通知するために含

まれる。このヘッダーは expires=0 と q=0.5 を含む。 

新しいデバイス情報を持つ Contact ヘッダーには q 値もあり、これは<q-value> タグから読み取

られる。<q-value> タグ値は、特定のコンタクトアドレスの優先度や優先順位を示すために使用

される。0 から 1.0 の範囲で、1.0 が最も高く、0 が最も低い。このタグには、値を制御するため

のカスタム・タグはなく、1.0 にハードコードされている。この値は、配備に使用される SBC が

逆論理を持ち、q=0.0 を最大優先度で扱う場合、手動で調整することができる。  

リリース 42.11 から、新しい<register-failover> セクションが構成テンプレートに導入されま

す。アプリケーションが古いデバイス情報をクリーンアップするために Contact ヘッダーを送信

するかどうかを制御するための新しい設定可能なパラメータ<registration-cleanup> が追加され

ました。SBC によっては、ソケット切断時に古いセッションを即座にクリーンアップするた

め、 古いセッションの Contact ヘッダーの存在は必要ない。デフォルトでは、登録クリーンアッ

プロジックは有効になっている。  

一貫性を保つため、<q-value> タグも同じ<register-failover> セクションの下に移動している。 

例: 

<config> 

<protocols><sip> 

   <q-value>1.0</q-value> <!-- DEPRECATED --> 

   <register-failover> 

      <registration-

cleanup>%SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT%</registration-cleanup> 

      <q-value>1.0</q-value> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_REGISTER_FAILOV
ER_REGISTRATION_CLE
ANUP_WXT% 

true true、false SIP フェイルオーバー時の古いデバイス

情報のクリーンアップを制御する。 

6.1.8.2 SIP フェールバック 

クライアントが優先順位で 1 番でないプロキシに接続されている場合、クライアン トは最も優

先順位の高い IP に再接続しようとする。フェイルバックの時間は、DNS TTL 管理設定に基づく

（セクション 6.1.8.4 DNS TTL 管理 を参照）。フェイルバックタイマーに到達したときに呼が

進行中である場合、クライアン トはすべての呼が完了するまで待ち、フェイルバック手順をト

リガーする。これはデスクトップクライアントにのみ有効であることに注意。なぜなら、SIP 接

続はモバイルでの通話中にのみアクティブになるからである。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_FAILBACK_ENABL
ED_WXT% 

true true、false SIP フェイルバックの有効／無効を設定

する。 

%SIP_FAILBACK_TIMEOU
T_WXT% 

900 60 歳以上 SIP フェイルバックのタイムアウト

（秒）。 

%SIP_FAILBACK_USE_R
ANDOM_FACTOR_WXT% 

false true、false SIP フェイルバックのランダムな期間[0-

10]%を追加します。 

 

6.1.8.3 IP バージョンの強制 

Webex クライアントは、DNS を通して解決されたホストのリストを順番に並べ、 SIP フェイル

オーバーの場合にそれらを繰り返し実行するように設定できる。どのモードでも、優先順位とウ

ェイトが尊重される。  

サポートされている構成: 

▪ dns - DNS クエリによって返されるすべてのアドレスを使用します。 

▪ ipv4 - IPv6 アドレスをフィルタリングする  

▪ ipv6 - IPv4 アドレスをフィルタリングする 

▪ prefer-ipv4 – IPv6 より前に IPv4 アドレスを注文する (リリース 42.9) 

▪ prefer-ipv6 - IPv4 の前に IPv6 アドレスを注文する (リリース 42.9) 

▪ nat64 - IPv6 アドレスを無視し、IPv4 アドレスを順序付けする (リリース 44.2) 

デフォルト値（dns）を使用することが推奨されるが、環境/ネットワーク設定によって異なるモ

ードが必要な場合は、この限りでない。 
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「dns」設定では、指定されたホストに対して IPv4 アドレスが IPv6 アドレスよりも優先されま

す。IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を持つホストが 2 つある場合、順序は IPv4(host1)、

IPv6(host1)、IPv4(host2)、IPv6(host2)になります。 

「prefer-ipv4」モードでは、IPv4 アドレスが IPv6 アドレスの前に順序付けされます（IPv4 と 

IPv6 グループ内の順序は残ります） 

例: IPv4(host1), IPv4(host2), IPv6(host1), IPv6(host2). 

“prefer-ipv6” モードでは、順序は反対です。IPv6 アドレスは IPv4 アドレスの前に配置されま

す。 

例: IPv6(host1), IPv6(host2), IPv4(host1), IPv4(host2). 

「nat64」モードでは、IPv6 アドレスは無視され、IPv4 順序が尊重されます。IPv6 プレフィッ

クスが検出されます。各 IPv4 アドレスに対して、各 Pref64 プレフィックスおよび/またはサフ

ィックスとの組み合わせが作成される。 

例: Pref64(1)::IPv4(host1), Pref64(2)::IPv4(host1)::Suff64(2), IPv4(host1)::Suff64(3), 

Pref64(1)::IPv4(host2), Pref64(2)::IPv4(host2)::Suff64(2), IPv4(host2)::Suff64(3). 

 

<config> 

<protocols><sip><transports> 

<enforce-ip-version>%SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT%</enforce-ip-version> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_TRANSPORTS_EN
FORCE_IP_VERSION_WX
T% 

DNS ipv4 

ipv6 

DNS 

プリファレ

ンス IPv4 

優先 ipv6 

nat64 

Webex クライアントが SIP セッション

に接続するために使用する IPv4/IPv6 ア

ドレスの順序を制御します。 

 

6.1.8.4 DNS TTL 管理 

現在使用されているサーバーの DNS レコードの TTL が期限切れになった場合に、DNS 解決をや

り直す方法を管理するための別の設定パラメーターが追加されました。以下の表のパラメータを

有効にすると、現在使用しているサーバーの DNS SRV または A レコードの TTL が切れると、

クライアントは DNS 操作を強制的にやり直す。 

DNS 解決がやり直された後、このパラメータは、現在の接続が完全に機能している場合でも、

クライアントが受信した最優先サーバーが現在使用しているサーバーと異なる場合、そのサーバ

ーへの再接続を強制する。ただし、再接続は進行中の通話が終了してから行われる。 

サーバーA レコードと SRV レコードの TTL が異なる場合、小さい方の値が選択される。 
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このパラメータを無効にすると、DNS 操作は TTL が切れたときにやり直されるのではなく、15

分ごとにやり直される。 

このパラメータは SIP でのみ機能する。 

プロキシアドレスパラメータに IP アドレスが使用されている場合、DNS TTL 管理機能は使用で

きないことに注意してください。 

注: モバイルクライアントの SIP 接続は通話中のみなので、これはデスクトップ専用の

機能である。 

<config> 

<protocols><sip> 

<refresh-on-ttl enabled="%SIP_REFRESH_ON_TTL_WXT%" 

  use-random-factor="%SIP_REFRESH_ON_TTL_USE_RANDOM_FACTOR_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_REFRESH_ON_T
TL_WXT% 

false false、true false」に設定すると、DNS の TTL 管理は

SIP では無効になる。 

「true」に設定すると、SIP に対して DNS 

TTL 管理が有効になります。 

%SIP_REFRESH_ON_T
TL_USE_RANDOM_FAC
TOR_WXT%" 

false false、true 有効にすると、DNS の TTL に 0～10%のラ

ンダムな周期を追加する。 

 

注: DNSへのリクエストが急増し、アプリケーションサーバーへの再接続試行が急増

する可能性があるため、DNSの TTL ランダム要素を有効にすることを強く推奨しま

す。 

6.1.9 SIP SUBCSRIBE と REGISTER のリフレッシュと SUBSCRIBE のリトライ 

Communicator では、SIP SUBSCRIBE と REGISTER の更新間隔を設定できます。SIP 

SUBSCRIBE では、リフレッシュ間隔(秒単位)と、エラーがあった場合に SIP SUBSCRIBE を再

試行するまでにクライアントが待つ時間(秒単位)のパラ メータが別にある。subscription-retry-

interval 、推奨される最大値は 2000000 秒である。一方、負の値、0、または空の値は 1800 秒が

使用される。subscribe refresh に負の値を指定すると、Expires ヘッダーが除外され、その結果

一度きりの SUBSCRIBE が生成される。 

クライアントが提案する SIP REGISTER リフレッシュタイマーは秒単位で設定できるが、 SIP

仕様によれば、サーバーはその値をオーバーライドできる。現在、クライアントは、設定された

値を常に使用するのではなく、サーバから提案された値を記憶して、その後のリフレッシュに使

用します。 

最後に、SIP セッション(SIP INVITE と SUBSCRIBE)の expires-value も設定できる(秒単位)。 
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<config> 

<protocols><sip> 

<subscription-refresh-interval>10800</subscription-refresh-interval> 

<subscription-retry-interval>60</subscription-retry-interval>  

<registration-refresh-interval>300</registration-refresh-interval> 

<session> 

 <expires-value>3600</expires-value> 

</session> 

 

6.1.10 登録で P-Associated-URI を使用する 

以下のパラメータは、関連する 200 OK レスポンスを登録し、処理するときに使用される。 

パラメータが「false」に設定されている場合、クライアントは P-Associated-URI を使用せず、

代わりにそれ自身の SIP URI の ID を使用する。 

<config> 

<protocols><sip> 

<use-alternative-identities>%USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT%</use-alternative-

identities> 

 

パラメータが「true」に設定されている場合、クライアントは、すべての発信 SIP リクエスト

(INVITE、SUBSCRIBE、CANCEL、INFO、および REFER)の最後の 

P-Associated-URI ヘッダーから、REGISTER の 200 OK 応答から、それ自身のアイデンティテ

ィを取得する。さらに、これらの URI はコンタクトリストにコンタクトとして表示されない。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_ALTERNATIVE
_IDENTITIES_WXT% 

false true、false SIP REGISTER で代替 ID の使用を可能にす

る。 

true」に設定されている場合、クライアントは

発信 SIP リクエストの最後の P-Associated-URI 

ヘッダーからそれ自身のアイデンティティを取

得する。 

false」に設定されている場合、発信 SIP リクエ

ストに対するそれ自身のアイデンティティは、

それ自身の SIP URI から取得される。 

 

6.1.11 SIP P-Early Media（PEM）ヘッダー 

SIPP-Early Media (PEM)ヘッダーは、例えば、トラストドメイン内の IMS 環境で使 用され、他

のネットワークがすべてのアーリーメディアを許可している場合などに、 ネットワークが複数

の SIP アーリーメディアダイアログを許可することを可能にする。 

このコンフィグレーション・パラメータは、SIP シグナリングの広告 PEM サポートを有効にす

る。実際の初期メディア処理ロジックは、PEM の場合も非 PEM の場合も同じであり、 サポー

トされている PEM ヘッダー値に対して動作する。 
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<config> 

<protocols><sip> 

<support-p-early-media>%ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT%</support-p-early-media> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_PEM_SUP
PORT_WXT% 

false true、false SIP シグナリングのクライアント広告 PEM サ

ポートを有効にするには、"true "に設定する。 

SIP シグナリングでのクライアント広告 PEM 

サポートを無効にするには、「false」に設定

します。 

 

6.1.12 SIP 更新のサポート 

SIP UPDATE は、例えば、いくつかの IMS 配備において、代替の re-INVITE の代わりに必要と

される。これは、クライアントが、メディアストリームのセットやそれらのコーデック のよう

なセッションのパラメータをアップデートすることを可能にするが、 SIP ダイアログのステート

に影響を与えることはない。 

典型的な使用例は、例えば、着信音とプレアラートを同時に使用する場合の初期メディアに関す

るものである。 

SIP UPDATE は現在、ダイアログ前のユースケース(early media)で受信された 場合にのみサポ

ートされ、アクティブなダイアログ中にはサポートされない(例え ば、re-INVITE が依然として

使用される呼の保留/再開の場合など)。 

このリリースでは、SIP UPDATE（メディア変更）を使用してオーディオにビデオを追加するこ

とはできません。さらに、クライアントは、リソース予約による完全な IMS ロング・コール・

フローをサポートしていない。 

<config> 

<protocols><sip> 

<support-update enabled="%ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_UPDATE
_SUPPORT_WXT% 

false true、false false」に設定すると、SIP UPDATE サポート

は無効になる。 

「true」に設定すると、SIP UPDATE サポー

トが有効になります。 
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6.1.13 レガシー SIP INFO FIR 

このクライアントは、SIP INFO メディアコントロールリクエストでビデオキーフレームをリク

エストするレガシーな方法をサポートしている。デバイスによっては RTCP-FB FIR への応答に

問題があり、RTCP がリモート・エンドポイントに届かないことがある。詳細については、RFC 

5168 を参照してください。 

<config> 

<protocols><sip> 

<force-sip-info-fir enabled="%ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_FORCE_SIP_INF
O_FIR_WXT% 

false true、false 「false」に設定すると、SIP INFO FIR サ

ポートが無効になります。 

「true」に設定すると、SIP INFO FIR サポ

ートが有効になります。 

 

6.1.14 NAT トラバーサルの SIP rport 管理 

クライアントは、NAT トラバーサルのために SIP rport メカニズムを使うように設定できる。通

常、NAT トラバーサルの唯一の解決策にはなりえず、SBC は主にこの目的に使用されることに

留意されたい。rport 仕様の説明については、RFC 3581 を参照のこと。 

ネットワークで SIP アプリケーション レイヤー ゲートウェイ (ALG) が使用される場合の SIP ポ

ートおよびトランスポート プロトコルの推奨事項の詳細については、『Webex Cisco 

BroadWorks ソリューション ガイド』を参照してください。 

rport」文字列は、設定に関係なく、発信 SIP リクエストに常に存在する ことに注意すること。

このパラメータは、SIP の "received "ヘッダーと "rport "ヘッダーでサーバーから受 け取った IP

アドレスとポートの使用にのみ影響する。この機能が有効な場合、「received」ヘッダーと

「rport」ヘッダーの値は、 SIP リクエストの SIP Contact ヘッダーで使用される(REGISTER 応

答で「received」 ヘッダーが見つからない場合でも)。 

Preferred-port パラメータは、SIP Contact ヘッダーで使用されるポートを定義す るという点で

関連している。SIP ポートの割り当ての詳細については、「6.1.7 SIP の優先ポート使用量」を

参照してください。 

Contact ヘッダーにクライアントソケットのローカルポートを強制的に設定する設定パラメータ

use-local-port が別途ある。これは、クライアントが実際の IP を持っていることを検知し

(Contact ヘッダーから)、SBC がリクエストのためにクライアントと別のソケットを確立しよう

とする一部の SBC に使用される。ほとんどの場合、ファイアウォールは SBC とクライアントの

間にあり、クライアントへの着信接続を拒否する。 
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注意: IPv6 環境では、すべてのアドレスが本物であり、SBC はリスニング クライア

ント アドレス (連絡先 ヘッダーから) への接続を確立しようとします。 

<config> 

<protocols><sip> 

<use-rport enabled="%ENABLE_USE_RPORT_WXT%" use-local-

port="%RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略時のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_USE_RPORT
_WXT% 

false true、false 音声およびビデオ通話用の rport を有効に

する。 

%RPORT_USE_LOCAL_ 
PORT_WXT% 

false true、false クライアントのソケットのローカルポート

を SIPContact ヘッダーに追加するかどう

かを制御する。 

 

6.1.15 SIP セッション ID 

有効にすると、初回登録時にローカルセッション ID が生成される。セッション ID は、

REGISTER、SUBSCRIBE、NOTIFY などのすべての呼外ダイアロ グで、そのデバイスの接続/

セッションの有効期間中使用される。バインディングが失われるまで、同じセッション ID が使

用される。登録バインディングが失われると(DNS ルックアップ、接続リセット、電話リセッ ト

など)、新しいローカルセッション ID が生成される。 

セッション ID の値は、そのデバイスに関連するダイアログのフルセットを見つけるために使用

することができます。 

<config> 

<protocols><sip> 

<sip-sessionid enabled="%ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT%"/> 

 

タグ 省略時のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_SESSIO
N_ID_WXT% 

false true、false SIP セッション ID の使用を制御する。 

 

6.1.16 着信通話拒否の動作 

クライアントは、486 または 603 で着信を拒否する柔軟性を提供する。 

クライアントが、603 Decline 、呼を拒否するように設定されている場合、 Call Forward Busy

および Call Forward No Answer サービスが期待通りに機能しない可能性がある ことに注意。 

<config> 

<services><calls> 
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<reject-with-486 enabled="%ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REJECT_WITH_4
86_WXT% 

true true、false 着信 SIP コールを拒否するために使用

される SIP エラーコードと理由を制御

する。有効な場合、486 Temporarily 

Unavailable 。そうでない場合は、603 

Decline 。 

 

6.1.17 リアルタイム トランスポート プロトコル ポート範囲 

クライアントは、RTP (Real-Time Transport Protocol) ストリームに定義されたポート範囲を使

用するように設定できる。この設定は、オーディオストリームとビデオストリームの両方に、以

下の例に示すタグでポート範囲制限値を設定することで行われる。 

<config> 

<protocols><rtp> 

<preferred-audio-port-start>%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT%</preferred-audio-port-

start> 

<preferred-audio-port-end>%RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT%</preferred-audio-port-end> 

<preferred-video-port-start>%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT%</preferred-video-port-

start> 

<preferred-video-port-end>%RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT%</preferred-video-port-end> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%RTP_AUDIO_PORT_RAN
GE_START_WXT% 

8000 数字 オーディオ・ポート・レンジの開始位置。 

%RTP_AUDIO_PORT_RAN
GE_END_WXT% 

8099 数字 音声ポート範囲の終了。 

%RTP_VIDEO_PORT_RAN
GE_START_WXT% 

8100 数字 ビデオポート範囲の開始。 

%RTP_VIDEO_PORT_RAN
GE_END_WXT% 

8199 数字 ビデオポート範囲の終了。 

 

注: ポートの範囲は決して重ならないように設定すべきである。 

6.1.18 ICE サポート (Webex Calling のみ) 

クライアントは、エンドポイント間のメディアパス最適化を可能にする ICE（Interactive 

Connectivity Establishment）ネゴシエーションをサポートする（ピアツーピア方式）。これは、

データ遅延を減らし、パケットロスを減らし、アプリケーション導入の運用コストを削減するた

めに行われる。 
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現在の実装では STUN サーバーをサポートしているが、TURN はサポートされていないことに注

意。 

ICE サポートが有効な場合、SRTP のリキーは常に実行される(セクショ ン 6.1.2 SIP Over TLS 

および Secure Real-time Transport Protocol 参照)。 

リリース 44.5 以降、Webex アプリは NAT64 を使用した ICE over IPv6 のサポートを追加しま

す。 

<config> 

<protocols><rtp>         

   <ice enabled="%ENABLE_RTP_ICE_WXT%"  

        enable-ipv6-support="%ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT%" 

        mode="%RTP_ICE_MODE_WXT%"  

        service-uri="%RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT%"  

        port="%RTP_ICE_PORT_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTP_ICE_WXT
% 

false true、false ICE のサポートを有効/無効にする。 

%RTP_ICE_MODE_WXT% アイスス

ン 

アイススン ICE サポートモード。現在サポートされて

いる値は "icestun "のみである。 

%RTP_ICE_SERVICE_URI
_WXT% 

（音声な

し） 

有効な

STUN サー

バーURI ま

たは（空） 

STUN サーバー URI。 

%RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 番号（0-

65535） 

STUN サーバー ポート。 

%ENABLE_RTP_ICE_IPV6
_WXT% 

false true、false ICE over IPv6 を有効にします。 

 

6.1.19 RTCP MUX 

RTCP MUX は設定可能。この機能により、クライアントは RTP と RTCP に同じポートを使用す

る。SIP/SDP シグナリングレベルでは、a=rtcp-mux という行が SDP に追加される。さらに、異

なるモードも可能だ： 

▪ 下位互換モード(つまり、a=rtcp-mux 行は SDP に表示されない) 

▪ 多重化モード(a=rtcp-mux 行は、SDP に 2 回表示される： m=audio セクションで 1 回、

m=video セクションで 2 回) 

ビデオとオーディオは同じポートを使用しない。 

<config> 

<protocols><rtp> 

<mux enabled=”%ENABLE_RTCP_MUX_WXT%”/> 
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RTCP MUX は SRTP 呼では使用できないことに注意。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTCP_MU
X_WXT% 

true true、false RTPC MUX を有効にするには、"true "に設定す

る。 

RTCP MUX を無効にするには、"false "に設定

する。 

 

6.1.20 転送 

Webex for Cisco BroadWorks のクライアントは、在席中 (コンサルタティブ)、半コンサルタテ

ィブ、および直接 (ブラインド) コール転送をサポートします。 

半対応型電話転送では、発信者は、遠隔地の着信者が通話に応答する前に、転送を完了すること

ができます。着呼側で呼び出し音が開始され、対応する SIP 通知(180 Ringing)が着呼側で受信さ

れた後にのみ、セミコンサルテーション完了ボタンは着呼側で有効になる。ブラインド移籍は

UI では「Transfer Now」と呼ばれる。 

注意: SIP 180 Ringing は、一部の環境、一部の番号、または一部のクロスサーバー通信

シナリオでトリガーされない場合があります。 

Webex アプリのリリース 43.9 では、同じタイプの別のスタンドアロン進行中の通話への転送が導

入されている。Webex アプリで終了した通話は、ローカルエンドポイントで終了した他の通話に

転送することができます。また、リモート・デバイスで終了した通話は、リモート・エンドポイン

トで終了した通話に転送できる。この機能には設定可能なオプションはない。 

リリース 43.12 から、Webex アプリは、[転送] メニュー項目が選択されているときに、現在の通話

を自動的に保留にするかどうかを制御するための設定オプションを追加します。この動作は、新し

いオートホールド 属性によって制御される。デフォルトでは、オートホールドは無効になってい

る。 

 <config> 

 <services><calls> 

    <transfer-call enabled=”%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%”  

                   xsi-enabled=”%ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT%” 

                   type=”%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%”  

                   auto-hold=”%ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT%”/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_TRANSFE
R_CALLS_WXT% 

false true、false true」に設定すると、コール転送が有効にな

る。 

「false」に設定すると、コール転送が無効にな

ります。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_XSI_TRAN
SFER_CALLS_WXT% 

false true、false 別のロケーションで終端するリモート(XSI)コー

ルの転送オプションを有効にします。 

%TRANSFER_CALL_T
YPE_WXT% 

満員 トークファ

ースト、ブ

ラインド、

フル 

ユーザーが利用できる転送タイプを

BroadWorks 設定で指定します。 

%ENABLE_TRANSFE
R_AUTO_HOLD_WXT
% 

false true、false ユーザーが通話中画面のメニューから転送オプ

ションを選択したときに、アクティブな通話を

自動的に保留にするかどうかを制御します。 

 

6.1.21 N 方向の電話会議 と参加者 

次のカスタム タグを使用して、Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントの SIP 経由のアドホ

ック（N-Way）会議通話の可用性を制御できます。さらに、N ウェイのオーナーは、SIP 

SUBSCRIBE/NOTIFY と会議イベントパッケージを通じて、参加者の全リストを見ることができ

る。オーナーのクライアントは、カンファレンス URI への INVITE に応答して送られ る 200 OK 

メッセージの先行する SIPContact ヘッダーを通して、SIP SUBSCRIBE を送るための URI を知

る。一方、参加者にとっては同じ情報が先行する call-info NOTIFY にある。 

Cisco BroadWorks システム設定 (maxConferenceParties) は、会議の参加者の最大数を設定する

ために使用されます。特定の通話について、ユーザーが「参加者の追加」通話中コントロールオ

プションまたは Cisco BroadWorks N 方向通話機能を通じて追加または追加できるアクティブな

同時通話相手の数を示します。 

この情報は、以下のコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドを使用して、アプリケー

ションサーバー（AS）から取得されます。 

AS_CLI/SubscriberMgmt/Policy/CallProcessing/Conferencing> get  

 

Example output: 

maxConferenceParties = 6 

conferenceURI = 

 

maxConferenceParties の値が決まったら（4 から 15 の範囲があ

る）、%MAX_CONF_PARTIES_WXT% タグをそれに合わせて設定する必要がある。 

<config> 

<services><calls> 

<conference enabled=”%ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT%”> 

<service-uri>sip:%BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-1%</service-uri> 

<subscribe-conference-info enabled=”%ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT%”/> 

 <max-nway-participants>%MAX_CONF_PARTIES_WXT%</max-nway-participants> 

</conference> 

 

sip:%25
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CONFERENC
E_CALLS_WXT% 

false true、false ユーザーに対して会議オプションを有効にす

るかどうかを制御します。 

%ENABLE_NWAY_PART
ICIPANT_LIST_WXT% 

false true、false N ウェイオーナー参加者リストを有効にする

には「true」を設定する。 

[false] に設定すると、N 方向所有者参加者リ

ストが無効になります。 

%MAX_CONF_PARTIES
_WXT% 

10 4 から 15

までの数

字 

（音声な

し） 

クライアントが強制する最大 N ウェイ参加者

数を指定する。サーバーサイドには限界があ

る。 

空の値は、クライアント側での N ウェイ参加

者制限の実施を無効にする。 

 

6.1.22 コール プル 

コール プル機能は、次の例に示すように、1 つの設定パラメータを使用して有効にできます。 

<config> 

<services><calls> 

<call-pull enabled=”%ENABLE_CALL_PULL_WXT%”/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PULL_WX
T% 

false true、false コールプルを有効にする。 

 

6.1.23 コールパーク/保留解除 

グループ・コール・パーク機能により、進行中の VoIP コールをコール・パーク・サーバーに転

送することができ、発信者は別の用事を済ませ、同じユーザーまたは別のユーザーが呼び出すこ

とができます。進行中の通話は、コールパークグループ内で最初に利用可能な内線に対してパー

クされます。 

呼の検索は、ユーザが呼をダイアログにパーキングした直後に、設定可能な秒数だけ呼をパーキ

ングすることで実行できる。または、呼取出しオプションを選択し、番号または内線番号を入力

することで、ユーザーまたは別のユーザーがパークされた呼を取出すことができます。 

<config> 

<services><calls> 

<call-park enabled=”%ENABLE_CALL_PARK_WXT%” 

timer=”%CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT%”/> 
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シスコ社外秘 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PARK_ 
WXT% 

false true、false コール パーク/取得を有効にします。 

%CALL_PARK_AUTO_CLOS
E_DIALOG_TIMER_WXT% 

10 5 から 30 

までの数字 

自動的にクローズされる前に、「パー

クされた着信」ダイアログがユーザー

に表示される秒数を指定します。 

 

6.1.24 通話の統計 

セッション開始プロトコル(SIP)の通話終了統計の報告 BYE メッセージは、通話終了時にリモー

トエンドに通話統計を送信することを可能に する。呼の統計情報は、SIP BYE メッセージの新

規ヘッダーとして、または対応する 200 OK 、BYE メッセージに対する応答で送信される。統計

情報には、送受信されたリアルタイム・トランスポート・プロトコル（RTP）パケット、送受信

された合計バイト数、失われたパケットの合計数、遅延ジッタ、往復遅延、および通話時間が含

まれる。 

<config> 

<services><calls> 

<call-statistics enabled=”%ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT%”/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_STATISTIC
S_WXT% 

false true、false 呼び出しメトリクスのキャプチャを有効

にするには、"true" を設定します。 

「false」に設定すると、通話メトリック

のキャプチャが無効になります。 

 

6.1.25 コール自動リカバリ /シームレスなコールハンドバー 

このクライアントは、ユーザーが VoIP 通話を継続している間、ネットワークを切り替えたとき

の通話の自動回復をサポートしています。通話の自動回復は、セルラーデータから WiFi、WiFi

からセルラーデータの両方向で、また WiFi ネットワークの切り替え時にも機能します。通話は

1 分以内に回復するよう試みられ、その後停止する。進行中の VoIP 通話が複数ある場合は、ア

クティブなものだけが回復される。 

セルラーデータから WiFi への移行では、クライアントは、終了するかセルラーデータネットワ

ークが失われるまで、進行中の VoIP 通話をセルラーデータで維持します。 

<config> 

<services><calls> 

<auto-recovery enabled=”%ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT%”/> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_AUTO
_RECOVERY_WXT% 

false true、false 自動回復機構をユーザーに対して有効にす

るかどうかを制御する。 

 

6.1.26 通話録音 

通話録音機能はクライアントでサポートされ、サーバー側で利用可能かどうか、および設定オプ

ションに依存します。この機能は、有効な XSI イベント チャネル (セクション 6.1.33 XSI イベ

ント チャネル を参照) および X-BroadWorks-Correlation-Info SIP ヘッダー (Webex Cisco 

BroadWorks ソリューションガイドを参照) を送信するように構成されたアプリケーション サー

バー (AS) によって異なります。 

この機能が無効になっている場合、録画ボタンやオプションは表示されません。つまり、通話参

加者の 1 人が通話録音をサポートしている場合、その通話を録音することができます。 

通話録音機能が有効になっている場合、通話が録音されているときは常に視覚的に表示されま

す。Cisco BroadWorks では、次の通話録音モードがサポートされています。 

常時 

▪ 通話録音は、通話確立時に自動的に開始されます。 

▪ ユーザーは、NOT 通話録音を停止/一時停止することができます。 

常に一時停止/再開のサポート 

▪ 通話録音は通話の確立時に自動的に開始されますが、ユーザーは通話を一時停止して再開で

きます。 

▪ ユーザーの対話: 

- 録音中 -一時停止 録音中。 

- 録画は一時停止中です - 再開 録画アクション。 

オンデマンド 

▪ 通話が確立されると、サーバー上で通話録音が開始される。 

▪ 通話中に[録音開始]オプションを押すと、通話録音が保存され、通話が開始されたときから

保存されます。そうでない場合、ユーザーから録音開始の指示がなければ、通話録音はサー

バー上で削除される。 

▪ ユーザーの対話: 

- 録音はまだ開始されていません -Start Recording action. 

- 録音中 -一時停止 録音中。 

- 録画は一時停止中です - 再開 録画アクション。 
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ユーザーが開始したオンデマンド 

▪ 通話中に何度でも、通話録音の開始、停止、一時停止、再開が可能。 

▪ 通話録音は、通話録音のスタートアップごとに別々に行われます。 

▪ ユーザーの対話: 

- 録音はまだ開始されていません -Start Recording action. 

- 録画が進行中です - 録画のアクションを停止 と一時停止 します。 

- 録画は一時停止中です。[停止] と [再開] 録画アクションです。 

ユーザーに割り当てられた通話録音モードは、コントロールハブから選択できます。 

<config> 

<services><calls> 

<record enabled=”%ENABLE_CALL_RECORDING_WXT%”/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_RECOR
DING_WXT% 

false true、false 通話録音コントロールを有効にします。 

 

6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイスメール、メッセージ待機インジケータ 

次のカスタム タグを使用して、Cisco BroadWorks クライアントの Webex Cisco BroadWorks ボ

イスメールとビジュアル ボイスメールの可用性を制御できます。Cisco BroadWorks システム タ

グ (%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%) はボイスメールで使用されます。 

ビジュアルボイスメール（VVM）は音声のみ対応。サポートされているフォーマットは、wav、

ulaw、および H264 ビデオ（オーディオとしてのみ再生）を含む mov です。着信したボイスメ

ールをリスト表示したり、個々のアイテムを再生することができる。この機能は Xsi に基づいて

いますが、新しいボイスメールの通知は SIP 経由で提供されます。したがって、通知を機能させ

るには SIP を有効にする必要があります。さらに、メッセージ待受インジケータ（MWI）設定の

ための SIP SUBSCRIBE が通知を受信するために必要であり、ビジュアルボイスメールが機能す

るためには MWI が有効でなければならない。SIP 設定の詳細については、セクション 6.1.1 SIP

サーバー設定 を参照してください。 

Cisco BroadWorks ビジュアル ボイスメールのリリースおよびパッチ要件については、『 

Webex シスコ BroadWorks ソリューション ガイド』を参照してください。 

ビジュアルボイスメールは、コンフィギュレーションで別途有効にする必要があります。 

ビジュアルボイスメールを使用するには、CommPilot ポータルで以下の設定が必要です： 

▪ ボイス メッセージングが有効になっています 
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▪ 「メッセージが届いたら、ユニファイド・メッセージングを使用する」オプションを有効に

する 

▪ 「電話メッセージ待受インジケータを使用」オプションが有効 

ユーザーに対して Cisco BroadWorks 側にビジュアル ボイスメール サービスが割り当てられて

いない場合、サービスの設定が自動的に無効になります。 

SIP 登録を無効にすると、新しいボイスメールの MWI も無効になることに注意してください。

MWI を有効にする方法については、以下の表を参照のこと。 

UI にボイスメールメッセージ情報を表示するには、クライアントはサーバーから SIP MWI 通知

を受け取る必要がある（つまり、ボイスメールイベントパッケージ）。加入オプションについて

は、次の表を参照のこと。また、ビジュアル・ボイスメール通知を機能させるには、MWI が必

要であることにも注意してください。 

ボイスメールイベントパッケージへの SIP サブスクリプションが失敗した場合、クライアント

は、そうするように設定されている場合、再試行を続けることに注意すること。SIP 

SUBSCRIBE リトライ構成の詳細については、セクション 6.1.9 SIP SUBCSRIBEと REGISTER

のリフレッシュと SUBSCRIBEのリトライ を参照。 

<config> 

<services><calls> 

<mwi enabled=”%ENABLE_MWI_WXT%” type=”%MWI_MODE_WXT%”/> 

<voice-mail enabled=”%ENABLE_VOICE_MAIL_WXT%” visual-

voicemail=”%ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT%”> 

<center-number>%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-1%</center-number> 

</voice-mail> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートされ

ている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAI
L_WXT% 

false true、false ボイスメールのサポートを有効にするには

「true」を設定します。 

ボイスメールのサポートを無効にするに

は、「false」に設定します。 

%ENABLE_VISUAL_VO
ICE_MAIL_WXT% 

false true、false 「false」に設定すると、VVM は無効になり

ます。 

「true」に設定すると、VVM が有効になり

ます。 

実際の VVM 属性の前のボイスメール

enabled=false は、後方互換性のためにまだ

使用されていることに注意してください。 

%BWVOICE-PORTAL-
NUMBER-1% 

空 数字 クライアントは、通常、ボイスメールをダ

イヤルするときに、既存の Cisco 

BroadWorks システム タグを使用して指定

された番号に発信します。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートされ

ている値 

説明 

%ENABLE_MWI_WXT
% 

false true、false MWI を有効にするには "true "を設定する。 

MWI を無効にするには "false "に設定す

る。 

%MWI_MODE_WXT% 空 暗黙的、明示

的 

MWI が有効になっているときに MWI イベ

ントパッケージの SIP SUBSCRIBE を送信

するには、「explicit」に設定する。 

「暗黙的」を使用すると、MWI が有効にな

っている場合、MWI イベント パッケージの 

SIP SUBSCRIBE を送信しません。 

空の場合、MWI は無効になる。 

 

6.1.28 ボイスメールの音声テキスト: Webex Calling 

この機能により、ボイスメール メッセージはテキストに変換され、Webex Calling デスクトップ

およびモバイル アプリのビジュアル ボイスメール メッセージ ビューに表示されます。 

この機能は、以下の場合にのみユーザーに対して有効にされるべきである： 

1. アプリは Webex Calling 展開で実行されています。 

2. ビジュアルボイスメール機能が有効になっています。 

3. この機能はコンフィグで有効になっている（<services><voice-mail><transcription> タグの 

enabled 属性は "true "に設定されているはず）。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAIL_TR
ANSCRIPTION_WXT% 

false true、false [Webex Calling のみ] ビジュアルボイス

メールが有効になっている場合のみ、ボ

イスメールの音声テキストの可用性を制

御します。 

 

6.1.29 通話設定 

6.1.29.1 無条件転送 

次のカスタム タグを使用して、Cisco BroadWorks クライアントの Webex Cisco Call 

Forwarding AlwaysBroadWorks サービスの可用性を制御できます。 

<config> 

<services><supplementary-services> 

<call-forwarding-always enabled=”%ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT%”/> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_FORWAR
DING_ALWAYS_WXT% 

false true、false 常時転送サービスの可用性を制御しま

す。 

デフォルトでは、この機能は無効になっ

ています。 

 

注: Call Forwarding Always および Call Forwarding to Voicemail (6.1.29.2 ボイスメールへの通話

転送) を併用することで、Webex アプリで「着信転送」設定を表示または非表示にする

ことができます。両方のタグが無効になっている場合、Webex アプリの「着信転送」

設定は非表示になります。 

6.1.29.2 ボイスメールへの通話転送 

リリース 43.9 以降、Webex アプリはボイスメールへの転送の可用性を制御するオプションを提供

します。デフォルトでは、この機能は有効になっており、以下の設定オプションを使って無効にす

ることができる。 

 
<config> 

<services> 

   <voice-mail> 

      <forwarding enabled="%ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_VOICE_MAIL_FO
RWARDING_WXT% 

true true、false ボイスメールへの転送の可否を制御しま

す。 

デフォルトでは、この機能は有効になっ

ています。 

 

注 1 ： この機能は、ユーザーに割り当てられる「ボイスメッセージング・ユーザー」

または「サードパーティ・ボイスメール・サポート」サービスのいずれかに依存しま

す。 

注 2 ： ボイスメールへの通話転送と常時通話転送 (6.1.29.1 無条件転送) を一緒に使用

して、Webex アプリで「通話転送」設定を表示または非表示にできます。両方のタグ

が無効になっている場合、Webex アプリの「着信転送」設定は非表示になります。 
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6.1.29.3 BroadWorks Anywhere (単一番号リーチ) 

次のカスタム タグは、BroadWorks Anywhere の可用性、および Webex Cisco BroadWorks クラ

イアントでの設定の可用性を制御します。なお、クライアント内でのこの機能の名前は Manage 

My Numbers です。 

<config> 

<services><supplementary-services> 

<broadworks-anywhere enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT%”> 

 <description enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT%”/>  

 <alert-all-locations 

enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT%” 

default=”%BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT%”/>  

 <call-control enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT%” 

default=”%BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT%”/>  

 <diversion-inhibitor 

enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT%” 

default=”%BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT%”/>  

 <answer-confirmation 

enabled=”%ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT%” 

default=”%BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT%”/> 

</broadworks-anywhere> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_WXT% 

false true、false 構成レベルで BroadWorks Anywhere 

(BWA) を有効にします。 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_DESCRIPTION
_WXT% 

true true、false BWA ロケーションの説明をユーザーが利

用できるかどうかを制御する。 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_ALERT_ALL_L
OCATIONS_WXT% 

false true、false true」を設定すると、BWA サービスのア

ラート全ロケーションをユーザーが利用

できるようになります。 

ユーザーが BWA サービスのすべてのロケ

ーションにアラートを送信できないよう

にするには、「false」に設定します。 

%BROADWORKS_ANYWHE
RE_ALERT_ALL_LOCATION
S_DEFAULT_WXT% 

false true、false アプリケーションが、2 つ目以降の新しい

BWA ロケーションを追加する際に、全ロ

ケーション警告状態を有効にするかどう

かを制御する。 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_CALL_CONTR
OL_WXT% 

false true、false BWA ロケーションのコール制御をユーザ

ーが使用できるようにするかどうかを制

御します。 

%BROADWORKS_ANYWHE
RE_CALL_CONTROL_DEFA
ULT_WXT% 

false true、false BWA ロケーションのコール・コントロー

ルのデフォルト状態を制御する。 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_DIVERSION_I
NHIBITOR_WXT% 

false true、false BWA ロケーションの転送インヒビータを

ユーザが使用可能にするかどうかを制御

します。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%BROADWORKS_ANYWHE
RE_DIVERSION_INHIBITOR
_DEFAULT_WXT% 

false true、false BWA ロケーションの転送インヒビターの

デフォルト状態を制御します。 

%ENABLE_BROADWORKS_
ANYWHERE_ANSWER_CO
NFIRMATION_WXT% 

false true、false ユーザーが BWA ロケーションの応答確認

を利用できるかどうかを制御します。 

%BROADWORKS_ANYWHE
RE_ANSWER_CONFIRMATI
ON_DEFAULT_WXT% 

false true、false BWA ロケーションの応答確認のデフォル

トの状態を制御します。 

 

6.1.30 設定ポータル および Web ベースの通話設定 

Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントは、ユーザーがアプリケーションおよびサービスの設

定の一部を構成できる設定 (セルフケア) ポータルへのアクセスを提供します。 

さらに、クライアントには、代わりに通話設定ウェブビュー（CSWV）を使用するオプションが

用意されています。これにより、ユーザーはサーバーベースの通話設定をより多くコントロール

できるようになる。別のタグを使用して、ウェブベースの通話設定で特定のサービスを表示する

かどうかを制御できます。 

注意: コールセンター (セクション 6.1.31 コール センター/コール キューのログイン/ロ

グアウトを参照) や BroadWorks Anywhere (セクション 6.1.29.3 を参照) のようなアプリケ

ーションですでに表示されている設定を非表示にすることをお勧めします。

BroadWorks Anywhere). Remote Office サービスは、BroadWorks Anywhere サービスに継承され

たため、非表示にすることをおすすめします。 

以下のカスタムタグを使用して、設定（セルフケアまたは CSWV）ポータルの URL を構成でき

ます。タグが空の場合、設定ポータルへのリンクは、アプリケーション内のユーザーには表示さ

れません。 

<config> 

<services> 

<web-call-settings target=”%WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT%”  

 <url>%WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT%</url> 

<branding-enabled=”%WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT%”> 

  <service-settings> 

   <service name=”Call Forwarding Always” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Call Forwarding Busy” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Call Forwarding Not Reachable” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Call Forwarding No Answer” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Do Not Disturb” visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Anonymous Call Rejection” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT%”/> 
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   <service name=”Simultaneous Ring Personal” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Sequential Ring” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Automatic Callback” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Call Waiting” visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Calling Line ID Delivery Blocking” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Personal Assistant” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Call Center – Standard” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”BroadWorks Anywhere” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”BroadWorks Mobility” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Remote Office” visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT%”/> 

   <service name=”Voice Messaging User” 

visible=”%WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT%”/> 

 </service-settings> 

<userportal-settings> <url>%USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT%</url></userportal-

settings> 

</web-call-settings> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
TARGET_WXT% 

外部 外部, csw 管理者ポータルモードを制御する。 

設定した設定ポータルの URL を外部ブラ

ウザで開く場合は「external」に設定しま

す。 

CSW ポータルを埋め込みブラウザで開く

には、"csw "を設定します。その際、

POST リクエストを形成するための追加

パラメータセクション<services><web-

call-settings> 。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
URL_WXT% 

空 URL 文字列 設定ポータルの URL。 

例:  https://settings.webex.com 

%WEB_CALL_SETTINGS_CF
A_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、[常時転送]オプショ

ンをユーザーに表示するかどうかを制御

します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_DN
D_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定でユーザーにサイレン

ト（DND）オプションを表示するかどう

かを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_AC
R_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、ユーザーに匿名着

信拒否 (ACR) オプションを表示するかど

うかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CF
B_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、話中転送（CFB）

オプションをユーザに表示するかどうか

を制御します。 

https://settings/
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_CF
NR_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、Call Forwarding 

Not Reachable（CFNR）オプションをユ

ーザに表示するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CF
NA_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、無応答時転送

（CFNA）オプションをユーザに表示する

かどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
SIMRING_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、ユーザーに同時呼

び出しパーソナル（SIMRING）オプショ

ンを表示するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
SEQRING_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、シーケンシャル リ

ング（SEQRING）オプションをユーザに

表示するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_RO
_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、Remote Office 

(RO) オプションをユーザーに表示するか

どうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
ACB_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定でユーザーに自動コー

ルバック (ACB) オプションを表示するか

どうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
CW_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、コール待機

（CW）オプションをユーザに表示するか

どうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
CLIDB_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、Calling Line ID 

Delivery Blocking（CLIDB）オプションを

ユーザーに表示するかどうかを制御しま

す。 

%WEB_CALL_SETTINGS_PA
_ 
VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定でユーザーにパーソナ

ルアシスタント (PA) オプションを表示す

るかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_B
WA_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、BroadWorks 

Anywhere (BWA) オプションをユーザー

に表示するかどうかを制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_CC
_ 
VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定でユーザーにコール セ

ンター オプションを表示するかどうかを

制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
BWM_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定で、BroadWorks モビ

リティ (BWM) オプションをユーザーに表

示するかどうかを制御します。 

現在、Webex Cisco BroadWorks と

BroadWorks Mobility 間の相互運用性の問

題により、推奨値は「false」です。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%WEB_CALL_SETTINGS_VM
_VISIBLE_WXT% 

true true、false Web ベースの設定でユーザーに音声管理

（VM）オプションを表示するかどうかを

制御します。 

%WEB_CALL_SETTINGS_BR
ANDING_ENABLED_WXT% 

false true、false 新しい通話設定 WebView ブランディング

を使用するかどうかを制御します。サー

バー側 CSWV のバージョンが 1.8.6 以上

の場合に有効にする。そうでなければ、

偽のままでいい。 

%WEB_CALL_SETTINGS_EM
AIL_VM_VISIBLE_WXT% 

true true、false 電子メール/ボイスメールメッセージオプ

ションをウェブベースの設定で表示する

かどうかを制御します。 

%USER_PORTAL_SETTINGS
_URL_WXT% 

空 URL 文字列 ユーザー設定ポータルの URL を指定しま

す。この機能を有効にし、UI に「ユー

ザ・ポータルにアクセス」ボタンを表示

するには、このカスタム・タグが空であ

ってはなりません。

例:https://settings.webex.com. 

%USER_PORTAL_SETTINGS
_TARGET_WXT% 

外部 外部、内部 URL を埋め込みブラウザで開くか、外部ブ

ラウザで開くかを指定します。 

%USER_PORTAL_SETTINGS
_SSO_ENABLED_WXT% 

false true、false 埋め込みブラウザが設定されている場合

（USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_

WXT=internal）にのみ適用されます。有効

にすると、HTTP POST 要求が使用され、

BroadWorks 短期間トークンが本文の一部

として追加されます。無効にすると、URL

は HTTP GET で開かれる。 

 

注意 1: 呼設定 WebView の URL には、常に末尾に"/"を設定する必要があります。例: 

http(s)://<XSP-FQDN>/<CSW-Context-Path>/ 

注 2: 呼設定 WebView アプリケーションの最小サポートバージョンは 1.7.5です。 

Cisco BroadWorks リリース 21.0 へのインストールについては、『Webex For Cisco 

BroadWorks ソリューション ガイド』に記載されている追加の手順を参照してくださ

い。 

https://settings/
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6.1.31 コール センター/コール キューのログイン/ログアウト 

Webex アプリは、コールセンター（コールキュー）のエージェント設定へのアクセスを提供し

ます。ユーザーがコールセンター用にプロビジョニングされている場合、この機能により、ユー

ザーはコールセンターにログインし、利用可能なコールキューを表示したり、キューに参加/脱

退したり、自動コール分配（ACD）ステータスを設定したりすることができます。 

デスクトップ リリース 42.8 およびモバイル リリース 42.12 以降、コール センター (コール キュ

ー) エージェントは通話設定 Web ビュー (セクション 6.1.30 設定ポータル および Web ベースの

通話設定を参照) に基づいています。コールセンター（コールキュー）エージェントの設定は、

デスクトップのフッターとモバイル Webex アプリの設定からアクセスできます。  

<config> 

<services> 

<call-center-agent enabled=”%ENABLE_CALL_CENTER_WXT%”/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_CENTER_
WXT% 

false true、false コールセンターのサポートを有効にす

る。 

 

6.1.32 XSI ルートとパス 

Webex Cisco 版 BroadWorks クライアントは、サインインに使用されるものと異なるよう XSI 

ルート、アクション、イベント パスを制御するために、次のタグを使用します。 

XSI ルートを変更する主な理由は、コンフィギュレーションレベルでロードバランシングを実装

するためであるが、代わりに HTTP レイヤーでロードバランシングを使用することを推奨する。 

イベントとアクションのパスは、一般的に、クライアントによって実行される XSI HTTP リクエ

ストの URL パスから com.broadsoft ドメイン参照を削除するためのブランディング要件によっ

て変更されます。 

<config> 

<protocols><xsi> 

 <paths> 

  <root>%XSI_ROOT_WXT%</root> 

  <actions>%XSI_ACTIONS_PATH_WXT%</actions> 

  <events>%XSI_EVENTS_PATH_WXT%</events> 

 </paths> 
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タグ 省略時のデフ

ォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%XSI_ROOT_WXT% コンフィギュ

レーション・

フェッチに使

われたオリジ

ナルのものを

使い続ける。 

URL 文字列 すべての XSI 操作のための XSI ルー

ト。 

例:  https://domain.com/ 

%XSI_ACTIONS_PATH_ 
WXT% 

/com.broadso
ft.xsi-actions/

を参照してく

ださい。 

文字列 XSI Actions のパスを指定します。 

これは"/"で始まり、"/"で終わるもの

で、アクション・コンテキストのみを

含む。 

例 /com.domain.xsi-actions/。 

%XSI_EVENTS_PATH_ 
WXT% 

/com.broadso
ft.xsi-events/

（英語 

文字列 XSI Events のパスを指定します。 

開始と終了は “/” でなければならず、

イベントのコンテキストだけを含める

必要があります。 

例 /com.domain.xsi-events/。 

 

6.1.33 XSI イベント チャネル 

XSI イベントチャネルは、以下のような様々なサービスに使用される： 

▪ XSI 通話中制御 

▪ 通話設定のステータス通知 

▪ 通話録音 

XSI Events のハートビートは、XSI Event チャネルをオープンに保つために使用され、ハートビ

ートの間隔は以下のパラメータで指定できます。 

<config> 

<protocols><xsi> 

<event-channel enabled=”%ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT%”>  

<heartbeatInterval> %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT%</heartbeatInterval>  

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_XSI_EVENT_ 
CHANNEL_WXT% 

true true、false XSI Event チャンネルを有効にするかどう

かを制御します。例えば、通話中制御サー

ビス関連のイベントを受信するためには、

"true" に設定すべきである。 

推奨値は "true "である。 

%CHANNEL_HEARTBEAT_ 
WXT% 

10000 数字 これは XSI イベントチャネルのハートビー

ト（ミリ秒）です。 

デフォルトは「10000」。 

https://domain/
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6.1.34 コーデックの設定 

Webex for Cisco BroadWorks は、さまざまな音声とビデオのコーデックを提供します。それぞ

れのコーデックのリストは、config/services/calls/ 、audio/codecs 、video/codecs 。各コーデッ

クの優先順位は、XML-attribute priority 、0.0（最低）から 1.0（最高）の間の値で変更できる。 

Webex アプリは次のコーデックを正式にサポートしています。 

▪ 音声 

- Opus 

- [G.722] 

- [G.729] 

- PCMU (G.711U) 

- PCMA (G.711A) 

- iLBC 

▪ ビデオ 

- H.264 
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<config> 

<services><calls> 

  <audio> 

    <codecs> 

      <codec name="opus" priority="1" payload=""/> 

      <codec name="G722" priority=".9" payload=""/> 

      <codec name="PCMU" priority=".8" payload=""/> 

      <codec name="PCMA" priority=".7" payload=""/> 

      <codec name="G729" priority=".5" payload="" vad=""/> 

      <codec name="iLBC" priority=".4" payload="" framelength="30"/> 

      <codec name="telephone-event" payload="101" in-band="false"/> 

    … 

  <video> 

    <codecs> 

      <codec name=”H264” payload=”109” resolution=”CIF” framerate=”25” 

bitrate=”768000” priority=”1.0”> 

        <packet-mode>0</packet-mode> 

 

クライアントはビデオコーデックとして H.264 をサポートしています。ビデオ解像度属性は、以

下の値のいずれかを設定するために使用できます： SUBQCIF、QCIF、CIF、4CIF、VGA、

HD。 

コンフィギュレーションでビットレートが入力されていない場合、デフォルトのビットレート値

が使用される。解像度とフレームレートごとのデフォルトのビットレート値を以下の表に示す。 

解像度 ビデオ サイズ * FPS 

(フレーム/秒) 
解像度と FPS ごとのビットレ

ートのデフォルト値 

サブチーフ 128 x 96 15 128000 

キューシフ 176 x 144 30 192000 

CIF 352 x 288 15 384000 

CIF 352 x 288 30 768000 

VGA 640 x 460 15 2000000 

4CIF 704 x 576 25 2000000 

HD 960 x 720 30 2000000 

 

* 広告に掲載されているビデオ解像度の最大値。WebexCisco BroadWorks クライアントの 2 つの

間の通話中の実際のビデオ解像度は、両方のクライアントの機能によって異なります。2 つのクラ

イアントの下位になり、両方のクライアントでも同じになります。 

ビデオ通話のビデオ解像度は、セッションのセットアップ時にネゴシエートされ、2 つのエンド

ポイントの能力に基づいて決定されます。ビデオ通話の解像度は、両方のエンドポイントで同じ

です。つまり、Webex Cisco 版 BroadWorks エンドポイントが異なる機能 (したがって異なる解

像度をサポート) を持っている場合、通話に対して低い解像度がネゴシエートされます。ネット

ワークの状態が悪化した場合、通話中にビデオの解像度が変わることがあります。この場合、2

つのモバイル・エンドポイントは異なるビデオ解像度を使用している可能性がある。 

パケット化モードは SingleNAL（0）または Non-interleaved（1）に設定できる。テンプレート

はデフォルトで SingleNAL を使用します (<packet-mode>0</packet-mode>)。 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 78 

シスコ社外秘 

電話イベントの設定（単一または複数）もサポートされている。コーデック・ネゴシエーション

の間、クライアントは電話イベントを含め、設定されたすべてのコーデックを送信する。オーデ

ィオコーデックが選択された後、オファー内の電話イベントを検索します。オファーが、ネゴシ

エートされたオーディオコーデックのサンプルレートを持つ電話イベントを持っている場合、こ

の電話イベントが選択されます。そうでない場合は、リストの最初の電話イベントが使われる。  

ネゴシエートされた電話イベントが 1 つ以上ある場合、デュアルトーンマルチフ レクエンシー

(DTMF)は、対応するペイロードタイプを使用する RTP パケットとして 送信される。また、ネゴ

シエートされた電話イベントがまったくない場合、 DTMF は、ネゴシエートされたオーディオ

コーデックのペイロードタイプを持つ RTP パケットとして送信される。DTMF を配信する帯域

外メカニズムは、Webex アプリではサポートされていません。 

設定されているコーデックの例： 

<codec name="telephone-event" payload="100" in-band="false" /> 

<codec name="telephone-event" payload="101" clockrate="48000" in-band="false" /> 

 

サンプルレート 48kbps のオーディオコーデックがネゴシエートされた場合、ペイロード 101 の

電話イベントが使用される。 

6.1.35 SIP-URI ダイヤル 

現在、BroadWorks を介した SIP-URI ダイヤルは利用できません。デフォルトでは、すべての 

SIP-URI コールは Locus を通じてルーティングされます。「無料通話」とも呼ばれます。環境に

よっては、これは好ましくないので、そのような通話はブロックすべきである。 

注: これは、軌跡の呼び出しが無効になっている場合にのみ適用される。この場合のみ、

SIP URIダイヤルブロックが機能する。 

以下の設定はこのオプションを提供する。 

<config> 

    <services> 

        <calls> 

            <sip-uri-dialing enable-locus-

calling="%SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT%"/> 

 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%SIP_URI_DIALING_ENABL
E_LOCUS_CALLING_WXT% 

true true、false SIP-URI を Locus 経由でルーティングす

るか(true)、ブロックするか(false)を制御

する。 
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6.1.36 すべてのデバイスでの通話履歴 

クライアントは、通話履歴をローカルに保存する代わりに、サーバーから保存および取得する機

能を提供する。こうすることで、通話履歴はすべてのデバイスで統一される。 

注: 通話履歴の欠落や重複を避けるため、クライアント側とサーバー側で同時にユニファイ

ド通話履歴を有効にする必要があります。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_UNIFIED_CALL_
HISTORY_WXT% 

false true、false アプリケーションでユニファイド通話履

歴を使用するか、クライアント側（ロー

カル）の通話履歴を使用するかを制御し

ます。 

 

6.1.37 ビデオ通話を無効にする 

リリース 41.9 、ビデオ通話を無効にする機能が追加された。BroadWorks バックアップおよび 

Locus (無料) VoIP 通話でこの機能を制御するための個別の設定オプションがあります。 

機能が有効で、機能タグが "false "に設定されている場合： 

▪ ビデオをオンにして着信を受ける」設定が表示されない。 

▪ 着信したビデオ通話をすべて音声通話にする。 

▪ ユーザーはビデオ通話にエスカレーションできず、ビデオ通話へのエスカレーションは自動

的に拒否されます。 

ビデオ通話が有効になっている場合、新しい設定プロパティが追加され、「Accept incoming 

calls with my video on」設定のデフォルト値を制御できるようになりました。デフォルトでは、

この機能はデスクトップではオンになっており、モバイルとタブレットではオフになっていま

す。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIP_VIDEOCALL

S_WXT% 

true true、false BroadWorks を介した SIP ビデオ コールの

可用性を制御します。 

%ENABLE_LOCUS_VIDEO 

CALLS_WXT% 

true true、false 軌跡（無料）ビデオ通話の可用性を制御し

ます。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%VIDEOCALLS_ANSWER_ 

WITH_VIDEO_ON_DEFAULT

_WXT% 

デスクト

ップ - true 

モバイル/

タブレッ

ト - false 

true、false ビデオをオンにして着信を受ける」設定の

デフォルト値を制御します。 

 

6.1.38 緊急 (911) 通話 - E911 プロバイダーによるロケーションレポート  

デスクトップおよびタブレットの Webex クライアントは、RedSky、Intrado、または帯域幅を

Webex 展開用 BroadWorks の E911 緊急コールプロバイダーとして使用する E911 ロケーショ

ンレポートをサポートします。E911 プロバイダーは、デバイスごとのロケーション サポート 

(Webex デスクトップ、タブレット アプリ、および HELD 対応の MPP デバイス) と、米国、そ

の準州 (グアム、プエルトリコ、ヴァージン諸島)、およびカナダのみの公共の安全応答ポイント 

(PSAP) への緊急通話をルーティングするネットワークを提供します。サービスはロケーション

に基づいて有効にできます。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%EMERGENCY_DIALING_ 

ENABLE_REDSKY_WXT% 

false true、false E911 プロバイダー緊急ロケーション プラ

ットフォームを有効にします。 

%BWE911-PRIMARY-

HELDURL% 

空 文字列 HELD プロトコルをサポートする E911 プ

ロバイダー緊急ロケーション プラットフォ

ームへの URL を指定します。 

%BWE911-CUSTOMERID% 空 文字列 E911 プロバイダー HTTPS リクエストに

使用される顧客 ID (HeldOrgId、

CompanyID)。 

%BWE911-SECRETKEY% 空 文字列 E911 プロバイダーの HTTPS リクエスト

を認証するためのシークレット。 

%BWE911-EMERGENCY-

NUMBER-LIST% 

空 CSV 文字列 E911 プロバイダーでサポートされている

緊急番号のリストです。 

%EMERGENCY_REDSKY_U

SER_REMINDER_TIMEOUT_

WXT% 

0 (再度プ

ロンプト

は表示さ

れない) 

数字 [0 - 

43200］ 

現在の緊急ロケーションが入力されていな

いか、無効の場合に、ユーザーに緊急ロケ

ーションを更新するようにリマインドする

ために使用されるタイムアウト（分単

位）。 

有効にする場合の推奨値：1440（1 日）。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%EMERGENCY_REDSKY_ 

USER_MANDATORY_LOCAT

ION_WXT% 

-1 (ユーザ

は常にダ

イアログ

をキャン

セルでき

る) 

数 [-1 - 

100］ 

ロケーションが必須になる前に、ユーザが

ロケーション ダイアログを閉じることを許

可する時間（つまり、ロケーション ウィン

ドウを閉じることはできません）。 

使用可能な値: 

▪ N = -1（ユーザはいつでもダイアログを

キャンセルできます） 

▪ N = 0（ユーザーはダイアログをキャン

セルすることができない。） 

▪ N > 0 (ダイアログが必須になる前に、ユ

ーザーは N 回キャンセルできる) 

%EMERGENCY_REDSKY_U

SER_LOCATION_PROMPTIN

G_WXT% 

アグレッ

シブ、1 回

のログイ

ンにつき

1 回 

once_per_lo

gin 

E911 ロケーション プロンプトの動作を定

義します。一方、「once_per_login」は、

ダイアログを一度だけ表示し、ポップアッ

プが表示されるのを防ぐ。 

 

注意 1: BWE911-*** タグは「動的組み込みシステムタグ」です。詳細については、セク

ション「5.7 Cisco BroadWorks 動的組み込みシステムタグ」を参照してください。 

注 2 ： VOIP 通話が無効の場合、緊急ダイヤルシーケンス

(%EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT%)の唯一の意味のある値は cs-only である。 

6.1.39 アイデンティティとしての PAI 

着信呼の場合 、この新しいパラメータは、SIP From ヘッダーと P-Asserted-Identity (PAI)ヘッダ

ーの優先順位、および通話回線 ID として使用するものを制御する。着信 SIP INVITE に X-

BroadWorks-Remote-Party-Info ヘッダーがある場合、SIP From ヘッダーと PAI ヘッダーよりも

優先順位で使用されます。着信 SIP INVITE に X-BroadWorks-Remote-Party-Info ヘッダーがな

い場合、この新しいパラメータは SIP From ヘッダーが PAI ヘッダーよりも優先されるか、また

はその逆かを決定します。 

<use-pai-as-calling-identity> タグの enabled 属性が "true "に設定されている場合、PAI ヘッダー

は From ヘッ ダーよりも優先して使用される。この発信者 ID は、コンタクトを解決してユーザ

ーに提示するために使用される。 

発信呼 の場合、このロジックは適用されない。18X、200 OK レスポンスでは、接続された回線

ID が受信されるため、Webex アプリケーションは常に SIP PAI ヘッダーを優先して使用する。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%USE_PAI_AS_CALLING_ID

ENTITY_WXT% 

false true、false ユーザーに提示される呼の ID を、SIP 

From ヘッダーまたは SIP P-Asserted-ID ヘ

ッダーのどちらから取得するかを制御す

る。PAI ヘッダーを優先的に使用する場合

は "true "を設定する。 

 

6.1.40 画面共有を無効にする 

リリース 42.5 、画面共有の可用性を制御する機能が追加された。画面共有が無効の場合： 

▪ 1-1 通話で画面共有を開始するオプションが表示されない。 

▪ 受信した画面共有リクエストは拒否され、ユーザーには情報メッセージが表示されます。 

デフォルトでは、この機能は有効になっています。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SCREEN_SHARE

_WXT% 

true true、false ユーザーに対して画面共有を有効にするか

どうかを指定します。 

 

6.1.41 スパムコール通知 

機能トグル（デプロイメントタイプごと）が有効化され、設定ファイルで機能が有効化される

と、Webex アプリは、NewCall プッシュ通知または通話履歴レコードの一部として受信された

場合、スパム通話の検証ステータスを示す新しいパラメータを処理します。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_SPAM
_INDICATION_WXT% 

false true、false 着信通話画面および通話履歴でのスパム通

話表示の可用性を制御します。Webex 

Calling  

 

6.1.42 PSTN/モバイル コールのノイズ除去と帯域幅拡張 

ノイズ除去は、PSTN や携帯端末で Webex 以外のユーザーと通話する際に、通話ユーザーに優

れた通話体験を提供する。リリース 43.12 では、ノイズ除去はデフォルトでオンになっていま

す。 

Webex アプリのリリース 44.2 では、ナローバンド PSTN 通話用の新しい着信音声メディア 

Speech AI の機能強化が導入されています。 
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▪ 新しい帯域幅拡張アルゴリズムが追加され、狭帯域 PSTN スペクトラムの帯域幅を拡張

し、ノイズを除去することで音質を向上させる。帯域幅が広がることで、明瞭度が増

し、聴き疲れが軽減されます。 

▪ 既存のノイズ除去アルゴリズムが強化され、ミュージック・オン・ホールドやその他の

音声トーン（ビープ音など）の制限がなくなりました。  

▪ この機能を有効にすると、「Smart audio - external」インジケータが表示され、入力さ

れるオーディオメディアの音声 AI 拡張機能を制御できるようになります。 

デフォルトでは、これらの音声拡張機能は有効になっており、オンになっています。ユーザー

は、オーディオ環境設定のスマートオーディオ設定で初期状態を制御できます。  

 

<config> 

   <services> 

      <calls> 

         <speech-enhancements enabled="%ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SPEECH_EN
HANCEMENTS_WXT% 

false true、false 外部（着信）メディアの音声拡張機能を有

効にします。 

 

注: ノイズ除去は現在、追加音声機能拡張の一部となっており、<noise-removal> タグ

は、新しい<speech-enhancements> タグによって非推奨となりました。ノイズ除去カス

タムタグ%ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% も非推奨。 

6.1.43 QoS DSCP マーキング 

QoS DSCP マーキングは、Webex アプリの通話メディア RTP パケット（オーディオおよびビデ

オ）でサポートされています。DSCP はネットワークデータのトラフィック分類を決定する。こ

れは、どのネットワークトラフィックがより高い帯域幅を必要とし、より高い優先順位を持ち、

パケットをドロップする可能性が高いかを判断するために使用できる。 

注: Microsoft Windows オペレーティング システムの最新バージョンでは、アプリケーシ

ョンが送信パケットに DSCP または UP を直接設定することを許可しません。代わり

に、UDP ポート範囲に基づいて DSCP マーキングポリシーを定義するためにグループ 

ポリシー オブジェクト (GPO) の展開が必要になります。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUDIO_QOS_
WXT% 

true true、false 音声通話の QoS を有効にします。 

%AUDIO_QOS_VALUE_
WXT% 

46 0-63 音声通話の選択された QoS タイプの QoS

値を指定します。 

注: 値が提供されないか、値がうまくパー

スできなかった場合は、デフォルト値が使

用される。 

%ENABLE_VIDEO_QOS_
WXT% 

true true、false ビデオ コールの QoS を有効化 

%VIDEO_QOS_VALUE_
WXT% 

34 0-63 ビデオ コールに対して選択した QoS タイ

プの QoS 値を指定します。 

注: 値が提供されないか、値がうまくパー

スできなかった場合は、デフォルト値が使

用される。 

 

6.1.44 主なプロフィール 

共有回線 (6.2.12 複数回線 - 共有回線アピアランス) の統合により、ユーザーの回線が他のユーザ

ーと共有されている場合、そのユーザーに対して同じタイプのプロファイルが複数設定される可

能性があります。電話サービスにサインインするための正しいプロファイルを選択するために、

Cisco BroadWorks はユーザーがデバイスを所有しているかどうか、つまり、デバイスのプライ

マリ回線/ポートが割り当てられているかどうかを示す機能が強化されました。Cisco 

BroadWorks の更新に関する詳細については、[デバイスリスト内の所有者のフラグ]Webex をオ

ンにして、Webex [クライアント共有回線] をサポートします。 

 

 
管理ポータルでの ID/デバイスプロファイルのプライマリライン/ポート構成 

 
 

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/broadworks/FD/AS/OwnerFlagInDeviceListToSupportWebexClientSharedLinesFD-R250.pdf
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/broadworks/FD/AS/OwnerFlagInDeviceListToSupportWebexClientSharedLinesFD-R250.pdf
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リリース43.2 以降、プライマリ・プロファイル制限を適用するかどうかを制御する新しい構成

オプション (device-owner-restriction) が追加されました。これは、Webex アプリケーションが

電話サービスにサインインするために、プライマリでないライン/ポートプロファイルを使用す

ることを許可するために使用できます。この設定オプションは、ユーザーに設定されているプロ

ファイルの数に関係なく、すべての設定に適用されます (デバイスの所有者制限が有効になって

おり、対応するプラットフォームのプライマリ回線/ポートを持つデバイスがない場合、電話サ

ービスは接続されません)。 

 

同じ制限が、DesktopWebex アプリでペアリングできるデバイスにも適用されます。ユーザー

は、自分が所有しているデバイスのみを確認し、ペアリングすることができます。これにより、

共有回線または仮想回線を割り当てられた他のユーザーのデバイスとペアリングすることができ

なくなります。同じコンフィギュレーション・パラメータの値は、この制限にも適用される。 

 

<config> 

<services><calls> 

<device-owner-restriction enabled="%ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DEVICE_OW
NER_RESTRICTION_WX
T% 

true true、false 電話サービスが指定されたデバイスのプラ

イマリプロファイルを使用するかどうかを

制御します。 

 

注: 所有者の制限を有効にすることを推奨する。無効にすると、電話サービスは最初

に見つかったプロファイルを使用してサインインするため、同じタイプのユーザーに

複数のプロファイルが設定されている場合、問題が発生する可能性があります。 

6.1.45 ブロック リスト (Webex Calling のみ) 

アプリから、ユーザー定義の電話番号のブロック リストが導入されます。43.5Webex この機能

が有効な場合、ユーザーは特定の番号からの着信をサーバー側でブロックし、ユーザーのどのデ

バイスにも配信されないように指定することができます。ブロックされた通話は通話履歴で確認

できる。 

ユーザーは、通話設定と通話履歴の 2 つの場所からブロックリストを設定することができます。

環境設定では、ブロックされた番号のリストを確認し、編集することができます。通話履歴で

は、ユーザー定義のブロックリストによってブロックされた通話の通話履歴レコードを見ること

ができます。これらのレコードには、その番号がユーザー定義のブロックリストにある場合、ブ

ロック済みと表示され、ユーザーは指定されたレコードの番号のブロックを直接解除するオプシ

ョンがあります。ブロックオプションもある。 

ユーザー定義ブロックリストに追加される番号のルール： 

◼ 番号の形式 
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­ Webex アプリでローカルに E.164 フォーマットの制限を適用する。 

­ 通話履歴からのブロックは、すべての Webex Calling レコードで許可されます 

­ Cisco は、番号形式に基づいてブロックリストに追加された新しい番号の要求を

BroadWorks 許可または拒否できます。 

◼ 内線番号 - 内線番号からの着信は、ユーザー定義のブロックリストに含まれていても、ユーザ

ーに配信されます。 

ユーザー定義のブロック リストは Cisco BroadWorks で構成され、ユーザーのすべての WxC デ

バイスに適用されます。この機能は、管理者が定義したブロック リストと連携して機能しま

す。この機能はユーザーが構成することはできず、管理者は Control Hub を通してのみ制御でき

ます。管理者定義のブロックリストでブロックされた着信の着信履歴レコードはありません。 

ユーザー定義ブロックリストは、STIR/SHAKEN、管理者定義ブロックリスト、匿名着信拒否ポ

リシーの後に適用される。 

<config> 

<services><calls> 

<call-block enabled="%ENABLE_CALL_BLOCK_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_BLOCK
_WXT% 

true true、false ユーザー定義のブロックリストを有効にす

る 

true」に設定すると、通話設定と通話履歴に

ブロックリストが表示されます。 

 

注: この機能は、ユーザーに割り当てられている Cisco BroadWorks Call Block サービスによっ

て異なります。 

6.1.46 メディア適応とレジリエンスの実施（MARI） 

6.1.46.1 レート適応 

Webex アプリケーションには、アダプティブ・メディア・クオリティ技術がすでに統合されて

おり、オーディオがビデオ・パケット・ロスの影響を受けないようにし、ビデオがビデオ・レー

ト適応を活用して輻輳時に使用する帯域幅の量を管理できるようにしている。 

レートアダプテーションまたはダイナミックビットレート調整は、利用可能な可変帯域幅に通話

レートを適応させ、パケットロス状況に基づいてビデオビットレートをダウンスピードまたはア

ップスピードする。エンドポイントは、受信機からパケットロスを示すメッセージを受け取ると

ビットレートを下げ、パケットロスが減るとビットレートを上げる。 

レート・アダプテーション・メカニズムの使用を制御するための設定項目はない。 
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6.1.46.2 転送エラー修正 (FEC) とパケット再送信 (RTX) 

リリース 43.4 以降、Webex アプリは、メディア適応メカニズムに、オーディオとビデオメディ

アの両方について、FEC（Forward Error Correction）と RTX（Packets Retransmission）のサポ

ートを追加します。 

FEC は、所定のアルゴリズムを使用することにより、伝送情報に冗長性を与える。冗長性によ

り、受信側は送信側に追加データを要求することなく、限られた数のエラーを検出して訂正する

ことができる。FEC は、データの再送を要求するためのリバース・チャネル（RTCP など）を必

要とせずにエラーを修正する能力をレシーバーに与えるが、この利点は、固定的に高いフォワー

ド・チャネル帯域幅（より多くのパケットを送信）の代償となる。  

エンドポイントは 768kbps 未満の帯域幅では FEC を使用しない。また、FEC を導入する前に少

なくとも 1.5％のパケットロスがなければならない。エンドポイントは通常、FEC の有効性を監

視し、FEC が効率的でない場合は使用しない。 

FEC は再送よりも帯域幅を消費するが、遅延は少ない。RTX は、小さな遅延が許容され、帯域

幅の制約がある場合に使用される。大きな遅延と十分な帯域幅がある場合は、FEC が望まし

い。  

Webex App は、指定されたメディアストリームのネゴシエートされた帯域幅と遅延耐性に応じ

て、RTX または FEC を動的に選択する。FEC は、冗長なビデオデータのために帯域幅の使用率

が高くなりますが、失われたパケットを回復するための追加遅延は発生しません。一方、RTX

は、RTCP フィードバックチャネルでレシーバーがパケット損失を示 した場合にのみ RTP パケ

ットを再送するため、帯域幅の使用率の向上には寄与しない。RTX は、RTCP パケットが送信者

から受信者に到達するまでの時間と、再送されたパケットが送信者から受信者に到達するまでの

時間により、パケット回復遅延をもたらす。 

RTX を有効にするには、FEC を有効にする必要がある。 

<config><services><calls> 

<audio>         

<audio-quality-enhancements> 

         <mari> 

               <fec enabled=”%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT%”> 

                     <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                     <payload>111</payload> 

                      <max_esel>1400</max_esel> 

                      <max_n>255</max_n> 

                      <m>8</m> 

                            <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 

                     <non_seq>1</non_seq> 

                      <feedback>0</feedback> 

                      <order>FEC_SRTP</order> 

                   </fec> 

                     <rtx enabled=”%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT%”> 

                      <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                     <payload>112</payload> 

                      <time>180</time> 

                      <data-flow>1</data-flow> 

                      <order>RTX_SRTP</order> 

                     </rtx> 

             </mari> 
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... 

<video> 

<video-quality-enhancements> 

        <mari> 

               <fec enabled="%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT%"> 

                      <x-ulpfecuc>8000</x-ulpfecuc> 

                            <payload>111</payload> 

                            <max_esel>1400</max_esel> 

                            <max_n>255</max_n> 

                            <m>8</m> 

                            <multi_ssrc>1</multi_ssrc> 

                            <non_seq>1</non_seq> 

                            <feedback>0</feedback> 

                            <order>FEC_SRTP</order>                   

                    </fec> 

                     <rtx enabled="%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT%"> 

                      <mari-rtx>90000</mari-rtx> 

                            <payload>112</payload> 

                            <time>180</time> 

                            <data-flow>1</data-flow> 

                            <order>RTX_SRTP</order> 

                     </rtx> 

       </mari> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false true、false 音声通話の FEC を有効にする 

%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false true、false オーディオ通話で RTX を有効

にする（オーディオ FEC を有

効にする必要があります） 

%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false true、false ビデオ コールの FEC を有効に

する 

%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false true、false ビデオ コールの RTX を有効化 

(ビデオ FEC を有効にする必要

があります) 

 

6.1.47 同じユーザーとの同時通話 

1 つのデバイスで同一ユーザーとの同時通話をサポート。 

この機能は、呼の提示された ID が接続された ID と同じでない一部のデプロイメントに有用であ

る。このため、元の相手への有人移籍を開始することができない。この機能を有効にすると、ユ

ーザーは同じリモート・パーティーとの複数の同時通話を処理できるようになる。 

<config> 

   <services>  

      <calls> 

         <simultaneous-calls-with-same-user 

enabled="%ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT%"/> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SIMULT
ANEOUS_CALLS_
WITH_SAME_USER
_WXT% 

 

false true、false Webex アプリが、同じユーザーとの WxC コール

を 1 回だけ持つか、複数持つかを指定します。 

 

6.1.48 RTCP-XR 

リリース 43.8 以降、Webex App は、通話中の RTCP-XR パケット交換のネゴシエーションを追

加します。ネゴシエーションは SIP INVITE セッションの確立中に起こる。両方のエンドポイン

トが RTCP-XR パケットをサポートしている場合、Webex Media Engine はこれらのパケットの

交換を開始し、アダプティブ通話品質メカニズムを支援します。この機能は既定で選択済みで

す。 

さらに、Webex Calling のみ、これらの追加メトリクスは SIP BYE を通じて送信され、Control 

Hub で公開されます。 

 

<config> 

<protocols><sip> 

   <rtcp-xr> 

      <negotiation enabled="%ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RTCP_XR_NE
GOTIATION_WXT% 

true true、false RTCP-XR ネゴシエーションとパケット交換

を有効にし、通話品質を向上。 

デフォルトで有効になっています。 

 

6.1.49 着信転送情報 

Webex アプリのリリース 44.2 では、通話関連画面および通話履歴において、転送およびリダイ

レ クション情報の可視性を制御するための設定可能なオプションが導入されています。 

<config> 

<services><calls> 

<call-forwarding-info enabled="%ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT%"/> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_FORW
ARDING_INFO_CALLS_W
XT% 

true true、false 着信転送とリダイレクション情報の可視性

を制御する。 

true」に設定すると、通話関連画面や通話履

歴に情報が表示されます。 

 

6.1.50 発信元 ID 

6.1.50.1 発信者 ID 

Webex モバイル（リリース 44.2 とデスクトップ（リリース 44.3)アプリは、ユーザーが発信時

に優先する外部発信者 ID を選択できる新しい機能を導入している。利用可能なオプションは以

下の通り： 

▪ 直通回線（デフォルト） 

▪ ロケーション番号 

▪ 同じ組織のカスタム番号 

▪ エージェントが発信者番号を使用できるようにする、ユーザーが所属するコールキュー 

▪ ユーザーが所属するハント グループ。エージェントが発信者 ID 番号を使用できます。 

▪ 発信者 ID を非表示 

メモ： 

▪ オプションのリストは路線によって異なる： 

o プライマリーライン - オプション一式 

o 共有回線 - 利用不可 

o バーチャル回線 - コールキューオプションのみ 

▪ すでに選択されている IDが利用できない場合、ユーザーのデフォルトの発信者 ID が使用

される。 

▪ 緊急電話には、常にユーザーの緊急コールバック番号が使用されます。 

▪ セクションの<outgoing-calls> タグを廃止<services><call-center-agent> 

 

利用可能なオプションのリストは、管理ポータルから設定可能です。また、Webex アプリでこれ

らの機能拡張の可用性を制御するための個別の DMS カスタムタグもあります。  

<config> 

<services><calls> 

   <caller-id> 

      <outgoing-calls enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT%"> 

         <additional-numbers enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT%"/> 

         <call-center enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT%"/> 

         <hunt-group enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT%"/> 

         <clid-delivery-blocking enabled="%ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 
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      </outgoing-calls> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_WXT% 

false true、false 発信時の回線 ID 番号選択を有効にす

る。 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_ADDITIONAL_NUMBE
RS_WXT% 

false true、false ユーザーに設定された追加番号の可用性

を制御する。 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_CALL_CENTER_WXT
% 

false true、false ユーザに設定されたコール センター

（DNIS）番号の可用性を制御します。 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_HUNT_GROUP_WXT% 

false true、false ユーザに設定されたハント グループ番

号の可用性を制御します。 

」%ENABLE_CLID_OUTGOIN

G_CALLS_DELIVERY_BLOCKI
NG_WXT% 

false true、false 発信コールの選択として発信者 ID 配信

のブロックを有効にします。 

 

注: デスクトップアプリバージョン 44.3 はコールセンターCLID のみをサポートし、44.4 は残

りのオプションのサポートを追加する。 

6.1.50.2 リモート発信者 ID 名 

通話の受信/開始時に、Cisco BroadWorks は SIP INVITE でリモートパーティの表示名を送信し

ます。これは、Webex アプリによってデフォルトで使用されます。同時に、Webex アプリは、

以下の優先順位で、複数のソースに対するコンタクト解決を開始する： 

▪ Common Identity (CI) 

▪ コンタクトサービス（カスタムコンタクト） 

▪ Outlook 連絡先 (デスクトップ) 

▪ ローカルアドレス帳（モバイル） 

いずれかの検索ソースに対してコンタクト解決に成功した場合、リモート・パーティの表示名が

更新される。また、連絡先が CI で見つかった場合、通話セッションは同じユーザーの Webex ク

ラウド・サービスにリンクされ、リモート・パーティーのアバターやプレゼンス表示、チャッ

ト、画面共有、Webex クラウド・ミーティングへのエスカレーション・オプションなどが提供

される。 

リリース 44.5 の Webex アプリは、連絡先の解決を無視し、常に Cisco を維持するための設定

可能なオプションを追加します BroadWorks 1 対 1 Cisco で使用される Workspace または 

RoomOS デバイスでの通話の表示名 BroadWorks 通話。 
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<config> 

<services><calls>     

   <caller-id> 

      <remote-name> 

         <machine mode="%CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%CLID_REMOTE_NAME_
MACHINE_MODE_WXT% 

解決済み 解決済み, 

sip 

ワークスペースと RoomOS デバイスのリモ

ートパーティ表示名を制御します。sip」を

使用すると、コンタクトレゾリューション

を無視し、SIP INVITE セッションで受け取

った表示名を使用する。 
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6.2 デスクトップのみの機能 

6.2.1 強制ログアウト 

この機能により、Cisco BroadWorks は同じデバイス タイプを持つオンライン クライアント イ

ンスタンスを追跡し、そのうちの 1 つのみ一度にオンラインになることができます。Cisco 

BroadWorks がログアウトするようにクライアントに通知すると、SIP 接続は終了し、クライア

ントはコールが接続されていないことを示します。 

この機能は、同じようなクライアントが同時にオンラインになる可能性があり、副作用を引き起

こす可能性がある場合に必要となる。1 つの例は、職場と自宅にデスクトップマシンを持つユー

ザーで、着信コールは、どちらの SIP 登録がアクティブかによって、どちらかのクライアントで

しか受信されない。 

強制ログアウトは SIP に基づく。クライアントは、bsoft-call-info パラメータ値に関係なく、

From ヘッダーに特別な appid-value を持つ call-info イベントパッケージに SIP SUBSCRIBE を

送る。Cisco BroadWorks が同じ appid で複数のクライアント インスタンスをオンラインで検出

すると、特別な SIP NOTIFY が古いクライアント インスタンスに送信され、ログアウトされま

す。たとえば、Desktop クライアントは、appid-value 、クライアント側でこの識別子を使用す

ることに制限はない。appid-value はサービスプロバイダーが設定する。 

強制ログアウトを使用するには、SIPCall-Info サブスクリプションが有効になっていなければな

らないことに注意。 

この機能に必要な Cisco BroadWorks パッチとリリースの詳細については、『BroadWorks Cisco 

Solution GuideWebex 』の「BroadWorks Cisco ソフトウェア要件」のセクションを参照してく

ださい。 

設定の詳細については、以下の例を参照のこと（本リリースでサポートされている制御プロトコ

ルは SIP のみ）。 

<config> 

<services> 

<forced-logout enabled="%ENABLE_FORCED_LOGOUT_WXT%" control-protocol="SIP" 

appid="%FORCED_LOGOUT_APPID_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_FORCED_ 
LOGOUT_WXT% 

false true、false 強制ログアウトを有効にする。 

%FORCED_LOGOUT_ 
APPID_WXT% 

空 文字列 サーバー側で相関のために使用される

Appid。これは任意の文字列である。 

例"123abc" 
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6.2.2 コールピックアップ 

コールピックアップは、選択したユーザーがコールピックアップグループ内の任意の呼び出し音

に応答できるマルチユーザーサービスです。コールピックアップグループは管理者によって定義

され、グループ内のユーザーのサブセットで、お互いの通話をピックアップすることができま

す。 

以下のピックアップケースに対応している： 

▪ ブラインド・コール・ピックアップ 

▪ ダイレクトコールピックアップ（各機能のアクセスコードに続いて着信している電話の内線

番号をダイヤルすることで、グループ内の別の電話にかかってきた電話に応答することがで

きます）。 

<config> 

<services><calls> 

<call-pickup blind="%ENABLE_CALL_PICKUP_BLIND_WXT%" 

directed="%ENABLE_CALL_PICKUP_DIRECTED_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_PICKU
P_BLIND_WXT% 

false true、false ブラインド・コール・ピックアップを有効

にするには、"true "を設定します。 

%ENABLE_CALL_PICKU
P_DIRECTED_WXT% 

false true、false ダイレクト コール ピックアップを有効にす

るには、「true」に設定します。 

 

6.2.3 Boss-Admin (エグゼクティブ-アシスタント) のサポート 

Cisco BroadWorks のエグゼクティブ アシスタント 機能として知られる Boss-Admin は、アシス

タントがエグゼクティブの代わりに操作して、「エグゼクティブ」として通話をスクリーニン

グ、応答、発信できます。一人のアシスタントが何人ものエグゼクティブを持つことは可能だ： 

▪ 電話をかける際に必要な役割を選択します。 

▪ エグゼクティブに代わって着信に応答し、エグゼクティブに電話をプッシュする。さらに、

通常の通話管理オプションもすべて利用できる。 

▪ 着信が実際に重役のものであることを確認する。 

エグゼクティブとエグゼクティブ アシスタントは、次の 2 つの機能を提供する相互に関連する 

Cisco BroadWorks サービスです。 

▪ エグゼクティブ・サービスを利用するユーザーは、通話を管理するアシスタントのプールを

定義することができます。アシスタントは、Executive-Assistant サービスが割り当てられて

いる同じグループまたは企業内のユーザーの中から選択する必要があります。 
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▪ エグゼクティブ・アシスタント・サービスを利用するユーザーは、エグゼクティブに代わっ

て電話に出たり、電話をかけたりすることができます。 

▪ エグゼクティブもアシスタントも、どの電話をアシスタントに転送するか、アシスタントに

着信をどのように通知するか、アシスタントに転送された電話のうち、どの電話をエグゼク

ティブに提示し、スクリーニングするかなどを指定できる。 

<config> 

<services> 

<executive-assistant enabled="%ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_EXECUTIVE_
ASSISTANT_WXT% 

false true、false Boss-Admin 機能を有効にするには「true」

を設定します。 

 

注: ボス・アシスタント機能は、シェアード・ラインとの併用はできません。 

6.2.4 SIP 通話をミーティングにエスカレーションする (Webex Calling のみ) 

クライアントは、Webex Calling 経由で進行中の SIP 通話をミーティングにエスカレートする機

能を提供します。標準的なアドホック会議の代わりにこの機能を使うことで、ユーザーは会議中

にビデオだけでなく画面共有も使えるようになる。 

<config> 

<services><calls> 

 <escalate-to-webex-meeting 

enabled="%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%"/> 

 

タグ 省略時のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_ESCAL
ATE_TO_WEBEX_MEETIN
G_WXT% 

false true、false true」を設定すると、「Escalate toWebex 

Meeting」メニューオプションが有効にな

ります。 

 

6.2.5 卓上電話制御通話 - 自動応答 

自動応答により、ユーザーはクライアントの発信電話にデスクフォンコントロール（DPC）を使

用して、MPP 電話をゼロタッチ応答で管理できます。 

選択された MPP フォンは、発信 DPC コールのオーディオ/ビデオを伝送します。 

自動応答は、プライマリおよび非プライマリのプロビジョニングデバイスで機能します。ペアリ

ング可能なデスクホンが複数登録されている場合、選択／ペアリングされたデバイスのみが自動

応答する。 
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<config> 

<services><calls> 

<deskphone-control auto-answer="%ENABLE_DESKPHONE_CONTROL_AUTO_ANSWER_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DESKPHONE
_CONTROL_AUTO_ANS
WER_WXT% 

true true、false true "に設定すると、デスクホン制御の自

動応答を有効にします。 

 

注: DPCモードでは、自動応答は着信に影響しないため、着信時にデスクホンが鳴りま

す。 

 

6.2.6 トーン通知による自動応答 

この機能により、着信要求で指示された場合、ローカルデバイスの自動着信応答サポートが有効

になります。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_AUTO_ANSW
ER_WXT% 

false true、false true "に設定すると、バックエンドから要

求された場合、自動着信応答を有効にす

る。 

 

6.2.7 デスクホン・コントロール - ミッドコール・コントロール - カンファレンス 

この機能により、別のロケーションで終了したリモート（XSI）コールの会議およびマージ オプ

ションが有効になります。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_XSI_CONFER
ENCE_CALLS_WXT% 

false true、false [true] に設定すると、別のロケーションで

終了したリモート（XSI）コールの会議お

よびマージ オプションを有効にします。 

 

6.2.8 コール ピックアップ通知  

コールピックアップ通知は、監視するように設定されているユーザーへの着信があったときに、

ユーザーに知らせる機能を提供します。コールピックアップ通知は、コールピックアップグルー

プおよびビジーランプフィールドサービスで設定されたウォッチリストに対して受信できます。 
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コール・ピックアップ通知は、監視対象ユーザーが物理的に近くにおらず、同僚の電話の呼び出

し音が聞こえない場合に便利です。  

6.2.8.1 ビジー ランプ フィールド 

デスクトップ Webex アプリケーションは、ビジーランプフィールド（BLF）ウォッチリストの

メンバーにアラート状態の着信があった場合、通知を表示します。通知には、発信者と着信を受

けたユーザーに関する情報があり、着信に応答するか、無音にするか、通知を無視するかのオプ

ションがある。ユーザーが着信に応答すると、ダイレクトコールピックアップが開始されます。 

リリース 43.4 から、BLF 監視対象ユーザーのリストは、通話用のマルチ コール ウィンドウ 

(MCW) で利用できます (Windows でのみ利用可能)。MCW における BLF リストの統合は以下の

通り： 

◼ 着信を監視し、着信に応答するかアラートを無視するかを選択できます。  

◼ BLF ユーザー一覧を見る 

◼ ユーザーのプレゼンス監視 - リッチプレゼンスは、Webex クラウドのエンタイトルメント

を持つユーザーのみ利用可能です。ベーシック (テレフォニー) プレゼンスは BroadWorks 

のみのユーザーのみ利用できます。  

◼ BLF ユーザーとの通話を開始する。 

◼ BLF ユーザーとチャットを開始する -Webex クラウド権限を持つユーザーのみ利用可能。 

◼ BLF ユーザを連絡先として追加します。 

 

<config> 

  <services> 

    <calls> 

      <busy-lamp-field enabled="%ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT%"> 

        <display-caller enabled="%ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT%"/> 

        <notification-delay time="%BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_BUSY_LAMP_
FIELD_WXT% 

false true、false ビジー・ランプ・フィールドのモニタリ

ングと、通話に応答できる他のユーザー

への呼び出し音通知を有効にします。 

%ENABLE_BLF_DISPLAY
_CALLER_WXT% 

true true、false 着信通知に発信者表示名/番号を表示でき

るようにする。 

%BLF_NOTIFICATION_D
ELAY_TIME_WXT% 

0 0-60 呼び出し音通知がユーザーに表示される

までに何秒遅延させるかを制御します。 

 

 注意:この機能は、ダイレクトコールピックアップサービスに依存します。 
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6.2.8.2 コール ピックアップ グループ (Webex Calling のみ) 

リリースから 44.2、Webex アプリケーションは、Webex Calling 展開のグループ コール ピックア

ップ (GCP) 通知のサポートを追加します。コール・ピックアップ・グループを通してモニターされ

ているユーザーの着信をユーザーに通知することができます。   

コールピックアップグループの一部であるユーザーに着信があった場合、着信側には通話に応答す

る機会が与えられる。コントロール・ハブで設定可能な GCP通知遅延があります。着呼側が設定

された時間内に呼を処理しない場合、GCP通知がグループに送信される。 

同じコール・ピックアップ・グループ内に複数のコールがある場合、それらのコールは受信された

時間に基づいて順次処理されます。最も古いコールの通知が最初にグループに配信され、それが処

理されると、次の通知がグループに配信される。 

コントロールハブの管理ポータルの設定により、通知は音声のみ、画像のみ、または音声と画像で

通知されます。視覚的な GCP通知がある場合、ユーザーはコールピックアップ機能を使って通話

に出ることができます。音声のみの通知が設定されている場合、着信の視覚的な通知は表示され

ず、特定の着信音が聞こえ、Webex アプリで利用可能な「着信」メニューから電話に出るか、FAC

コード（*98）と内線番号を手動でダイヤルして電話に出ることができます。 

ユーザーは、アプリケーションの設定で GCP通知をミュートすることができます。この設定は、

すべてのコールピックアップ通知（BLF と GCP）に適用され、デフォルトで通知はミュートされ

ます。 

この機能は、プライマリ回線と、ユーザーに割り当てられた共有回線またはバーチャル回線に対し

て機能する。  

<config> 

<services><calls> 

    <group-call-pickup-notifications enabled="%ENABLE_GCP_NOTIFICATIONS_WXT%"> 

        <display-caller enabled="%ENABLE_GCP_DISPLAY_CALLER_WXT%"/> 

        <max-timeout value="%GCP_NOTIFICATION_MAX_TIMEOUT_VALUE_WXT%"/> 

    </group-call-pickup-notifications> 

... 

<protocols><sip> 

    <lines> 

        <line> 

            <group-call-pickup>%BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-1%</group-call-pickup> 

            ... 

        </line> 

        <line> 

            <group-call-pickup>%BWGROUP-CALL-PICKUP-BOOL-2%</group-call-pickup> 

            ... 

        </line> 

        ... 

 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_GCP_NO
TIFICATIONS_WXT
% 

false true、false グループコールピックアップ通知を有効にする 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_GCP_DIS
PLAY_CALLER_WXT
% 

true true、false 呼び出し通知で発信者の表示名/番号を表示でき

るようにします 

%GCP_NOTIFICATI
ON_MAX_TIMEOUT_
VALUE_WXT% 

120 5-120 GCP 通知が利用可能な最大時間を定義しま

す。 

%BWGROUP-CALL-
PICKUP-BOOL-n% 

false true、false 対応する回線にコール・ピックアップ・グルー

プが設定されているかどうかを示します。 

 

注 1 ：これは Webex Calling 唯一の機能です。 

注 2 ：この機能は、ユーザーに設定されているコールピックアップグループに依存し

ます。 

6.2.9 リモート コントロール イベント パッケージ 

BroadWorks レセプショニスト シン クライアントや Webex アプリが通話デバイスである Go イ

ンテグレーターのようなクリックツーダイヤル クライアントの場合、通話を受信したり、保留/

再開を処理したりするときに、Webex アプリがリモート コントロール イベント パッケージに

敬意を表するようになりました。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REMOTE
_CONTROL_EVENT
S_WXT% 

false true、false true "に設定すると、ユーザーに対してリモートコ

ントロールを有効にすることを指定する。 

 

6.2.10 コール・キュー・エージェントの CLID 選択 

エージェントが顧客に電話をかける際、個人/会社の CLID ではなく、適切な通話回線 ID

（CLID）を顧客に表示させたい。例えば、エージェント Mary Smith がテクニカルサポートコー

ルキューに参加している場合、顧客に電話をかける際、Mary は自分の CLID を Mary Smith では

なく、テクニカルサポートとして顧客に表示させたい。 

Control Hub または CommPilot の管理者は、発信 CLID に使用する 1 つまたは複数の DNIS 番号

をコールキューに指定できます。エージェントは、発信時に CLID として使用する DNIS 番号の

いずれかを選択することができます。Webex アプリは、エージェントが CLID として使用する

DNIS を選択する機能を提供します。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_CE
NTER_AGENT_OUT
GOING_CALLS_WXT
% 

false true、false コールセンターのキューに代わって発信コール

（CLID 選択）を有効にする。 

 

6.2.11 サバイバビリティ ゲートウェイ (Webex Calling のみ) 

リリース 43.2 以降、Webex アプリケーションにサバイバビリティ・コール・モードのサポートが

追加されました。この機能が有効で、Webex クラウド接続がない場合、Webex アプリケーション

はサバイバビリティ・モードで実行できます。このモードでは、ユーザーが利用できる通話機能が

制限されます。 

ローカル・サバイバビリティ・ゲートウェイは顧客によって配備される。 

<config> 

<protocols> 

<sip> 

<survivability-gateway enabled="%ENABLE_SURVIVABILITY_GATEWAY_WXT%" fallback-

time="%SURVIVABILITY_FALLBACK_TIME_WXT%">%BWSURVIVABILITYGATEWAY%</survivability-

gateway> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SURVIVABILI
TY_GATEWAY_WXT% 

false true、false サバイバビリティモードのサポートを有効

にする。 

%SURVIVABILITY_FALLB
ACK_TIME_WXT% 

30 >=30 フォールバック時間を指定（SSE へのサバ

イバビリティ・ゲートウェイ） 

 

注:この機能は、オンプレミスからクラウド通話ソリューションへの移行に自信を与え

てくれる。 

6.2.12 複数回線 - 共有回線アピアランス 

リリース 42.12 以降、Webex アプリケーションは複数回線のサポートを追加します。Webex ユ

ーザーはプライマリ回線を 1 本持ち、他のユーザーと最大 9 本のシェア回線を持つことができ

る。  

 

管理者は、共有回線ごとに共有通話アピアランスを設定する必要があります。  

 

Webex クライアントは 12 時間以内に回線設定の更新を検出し、ユーザーにアプリケーションの

再起動を要求する。ユーザーの再ログインは、行の更新を直ちに適用する。 

 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 101 

シスコ社外秘 

リリース 43.12 以降、Webex アプリは拡張され、共有回線上で保留中の通話を移動 (ローカルで再

開) 可能になり、別のユーザーまたは別のデバイス上の同じユーザーが処理されます。詳しくは

6.2.15 通話を移動 をご覧ください。 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_MULTI_LI
NE_WXT% 

false true、false 複数回線のサポートを有効にする（設定されてい

る場合）。無効（"false "に設定）にすると、設定

された最初の行だけがアプリケーションで使用さ

れる。 

 

注意 1: 機能 Boss-Admin (Executive-Assistant) サポート は、共有回線との組み合わせで

は利用できません。 

注 2 ：追加の Webex 要件については、『BroadWorks-for-Cisco-Solution-Guide』の「共有

回線アピアランス」を参照してください。BroadWorks  

6.2.13 複数回線 - 仮想回線 (Webex Calling のみ) 

Webex Calling 展開のみ、Webex アプリは仮想回線を使用した複数回線設定をサポートします。機

能的には、仮想回線を使用する設定は、共有回線を使用する複数回線と一致する。つまり、ユーザ

ーに設定された仮想回線を確認し、発着信に使用することができる。仮想回線と共有回線を合わせ

て最大 9回線まで設定可能。 

リリース 43.4 、仮想回線のサポートが拡張され、コールパークとコールパーク検索が追加されま

した。 

リリース 43.12 以降、Webex アプリが強化され、仮想回線上で保留中の通話を移動 (ローカルで再

開) 可能になり、別のユーザーまたは別のデバイス上の同じユーザーが処理されます。詳しくは

6.2.15 通話を移動 をご覧ください。 

以下は、仮想回線サポートに関する設定テンプレートの変更点である。 
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<config> 

<protocols> 

   <sip> 

<lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

   ... 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-1%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-1%</external-id> 

      ... 

   </line> 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-2%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-2%</external-id> 

      ... 

   </line> 

   ... 

   <line lineType="%BW-MEMBERTYPE-10%"> 

      <external-id>%BWUSEREXTID-10%</external-id> 

      ... 

   </line> 

<protocols> 

 

6.2.14 リモート ミュート コントロール イベント パッケージ (Webex Calling のみ) 

リリース 43.9 以降、Webex アプリは、オーディオ・メディア・ストリームのリモートミュート

通話コントロールをサポートします。これにより、進行中のコールのミュート/ミュート解除

は、BroadWorks レセプショニスト シン クライアントのような別の場所からトリガーされま

す。Webex アプリが通話デバイスです。 

この機能は新しい SIPx-cisco-mute-statusinfo パッケージに依存する。Recv-Info:x-cisco-mute-

status ヘッダーが呼の SIP INVITE セッション確立中に受信された場合、オーディオ呼セッ ショ

ンのミュート状態に更新(ローカルまたはリモート)があるときはいつでも、Webex アプリは、

Info-Package:x-cisco-mute-status;muted=true (または muted=false)を持つ SIP INFO を送り返

す。ここで、muted パラメータはオーディオメディアストリー ムの更新された状態を表す。  

ミュートまたはミュート解除は、ローカルまたはリモートからトリガーできます。リモート更新

は、イベントで SIP NOTIFY をトリガーする：アプリケーションサーバーから Webex アプリに

送信されるミュート （またはミュート解除 ）。Webex アプリはリモートリクエストに対応し、

オーディオメディアストリーム状態の更新後、Info-Package:x-cisco-mute-status;muted=true 

（または muted=false ）で SIP NOTIFY を送り返す。 

 

<config> 

<services> 

   <calls> 

    <remote-mute-control enabled="%ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_REMOTE
_MUTE_CONTROL_
WXT% 

false true、false 「true」に設定すると、リモート ミュート コール

制御がユーザに対して有効になります。 
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6.2.15 通話を移動 

Webex アプリは、別の場所で終了した VoIPコールのコールモニタリングとコールコントロールを

提供します。これは現在、ユーザーのプライマリ・ラインでのみ利用可能である。 

リリース 43.12 以降、Webex アプリが拡張され、共有回線および仮想回線に対して別の場所で終了

した通話も表示されます。このような通話は、情報目的で進行中の通話エリアに表示され、通話を

制御するオプションはありません。このような通話が保留になった場合のみ、ユーザーはその通話

をローカル・デバイスに移し、通話画面から再開することができる。この仕組みは、その通話が別

の場所で同じユーザーによって処理された場合や、同じ回線を使用している別のユーザーによって

処理された場合に便利である。 

Webex 、保留中の通話をペアリングされたデバイスに移動することはできません。ユーザーがデ

バイスとペアリングしている場合は、まず切断する必要があり、その後、ローカルで保留中の通話

を再開できる。 

共有回線および仮想回線の呼モニタリングは、SIP call-infoイベントパッケージに依存する。  

ユーザーのプライマリ回線のコールのモニタリングは、XSIイベント（アドバンストコールイベン

トパッケージ）に依存し、ローカルデバイスへのコールの移動は、これらのコールでは使用できま

せん。このタイプの通話では、Call Pull (6.1.22 コール プル) 機能を使用できます。コールプルは、

ユーザーの最後にアクティブになったコールに対してのみ機能するが、共有回線とバーチャル回線

用のメカニズムは、保留にされたユーザーのすべてのコールに対して機能する。 

1. 使用事例 1: 

a. アリスはボブの回線をデスクトップとデスクの電話プロファイルに割り当ててい

る。 

b. アリスはデスクトップアプリケーションで、進行中の通話を見ることができま

す。 

c. アリスはデスクホンで通話を保留にします - アリスはデスクトップアプリから通話

を再開できます。 

2. 使用事例 2: 

a. アリスはボブの回線をデスクトップとデスクの電話プロファイルに割り当ててい

る。 

b. ボブはチャーリーと通話しています。アリスはデスクトップアプリで進行中の通

話を確認できます。 

c. ボブはチャーリーとの通話を保留にし、アリスはデスクトップアプリからチャー

リーとの通話を再開できます。 

3. 使用事例 3: 

a. アリスはボブの回線をデスクトップとデスクの電話プロファイルに割り当ててい

る。 

b. アリスはデスクトップアプリからデスクフォンとペアリングしている。 
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c. ボブはチャーリーと通話しています。アリスはデスクトップアプリで進行中の通

話を確認できます。 

d. Bob はチャーリーとの通話を保留にします。Alice はデスクトップアプリからチャ

ーリーとの通話を再開できません。 

e. アリスがデスクトップアプリケーションをデスクフォンから切断します。 

 

<config> 

<services><calls> 

    <call-move> 

         <move-here enabled="%ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALL_M
OVE_HERE_WXT% 

false true、false ローカルデバイスのコールムーブを有効にする。

複数回線を使用する場合に、場所やユーザーをま

たいで保留／再開するために使用される。 
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6.3 モバイルのみの機能 

6.3.1 [緊急コール] 

Webex Cisco 向け BroadWorks ネイティブ・エマージェンシー・コールに対応。 

この機能が有効になっている場合、発信 VoIP コールの開始時に、アプリケーションはダイヤル

された番号を分析し、設定されている緊急番号のリストと比較します。番号が緊急用として識別

された場合、アプリケーションは設定されたダイヤル動作を実行する。 dial-sequence タグを使

って設定可能。 

対応モードは以下の通り： 

▪ cs-only - ネットワークが利用可能な場合、クライアントはセルラーネットワークを通じての

み緊急電話をかける。 

▪ cs-first - 緊急呼を開始すると、クライアントは現在のデバイスが接続されているネットワー

クタイプをチェックする。セルラーネットワークが利用可能であれば、クライアントはセル

ラーネットワーク経由で電話をかける。セルラーネットワークは利用できないが、セルラー

データ/WiFi ネットワークは利用できる場合、クライアントはセルラーデータ/WiFi ネットワ

ークを介して VoIP 通話として通話を行います。また、緊急通話が携帯電話ネットワークを

経由して発信された場合、クライアントは緊急通話を VoIP として再試行するようユーザー

に提案する。 

▪ VoIP のみ – セルラー データ/WiFi ネットワークが利用可能な場合、クライアントは VoIP と

してのみ緊急通話を発信します。 

▪ cs-voip - クライアントは、デバイスがネイティブ回線交換（CS）呼として開始できるかど

うか を分析する（CS ネットワークが利用可能かどうかは考慮しない）。デバイスがネイテ

ィブ・コールを開始できる場合、緊急番号は緊急 CS コールとしてダイヤルされる。それ以

外の場合、通話は VoIP としてダイヤルされる。 

注意: VOIP通話が無効の場合、緊急ダイヤルシーケンス

(%EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT%)の唯一の意味のある値は cs-onlyで

ある。 

サインイン時に緊急通報の免責メッセージが表示される。コンフィギュレーション・オプション

では制御できない。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_EMERGENCY_DIALI
NG_WXT% 

false true、false 緊急通報の検出を有効にするには

「true」を設定する。 

デフォルト値は空。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%EMERGENCY_CALL_DIAL_ 
SEQUENCE_WXT% 

cs のみ cs-only、

cs-first、

voip-only、
cs-voip 

緊急電話のダイヤルシーケンスモー

ドを制御します。 

%EMERGENCY_DIALING_NUM
BERS_WXT% 

“911,112” CSV リスト 緊急番号の CSV リスト。 

例: 911,112 

 

6.3.2 コールのプッシュ通知 

着信があると、モバイルクライアントはまずプッシュ通知（PN）を受け取る。SIP REGISTER

セッションを確立するタイミングを制御するために使用できるコンフィグパラメータがある： 

1. プッシュ通知を受け取ったら、または 

2. 通話がユーザーに受け入れられたとき。 

二つ目のアプローチが推奨される。しかし、最初のケースと比べると、通話が確立するまでに若

干の遅延が生じる。 

iOS 13 の要件に従って、VoIP PN は着信コールにのみ使用する必要があります。それ以外のコ

ール関連のイベントは、通常の PN を使用する。 

この要求を満たすために、新しい PN 登録 API が導入され、アプリケーションサーバーに対応す

るパッチを適用する必要がある。バックエンドが iOS 13 PN をサポートするように設定されて

いない場合、設定パラメータを使用して、すべてのコール関連イベントが VoIP PN を介して配

信されるレガシープッシュ通知の使用を強制できます。 

着信中の通話が別の場所で着信者によって受け付けられたり、着信者によって切断されたり、ボ

イスメールにリダイレクトされたりすると、アプリケーションサーバー（AS）からプッシュ通

知が送信される。iOS 13 では、このタイプのプッシュ通知は通常のものになり、いくつかの制

限があります。Apple Push Notification Service（APNS）によって遅延されたり、まったく配信

されないこともあります。コール更新 PN の欠落または遅延を処理するために、設定可能な呼び

出しタイムアウトが追加され、最大呼び出し時間を制御する。最大呼び出し時間に達した場合、

着信側の呼び出し音は停止され、不在着信として扱われる。発呼側では、アプリケーションサー

バー(AS)に設定された「着信無応答」ポリシーが実行されるま で、呼は着信状態のままである

可能性がある。 

アプリケーションの動作を一貫して維持するために、設定可能な呼び出し音タイマーは Android 

と iOS の両方に適用されます。 
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プッシュ通知として着信があった場合の着信拒否動作を指定する設定オプションが別途追加され

ました。クライアントは、コールを無視するか、Xsi を通じてサーバーに応答するように設定で

きます。拒否は「true」または「false」に設定されます。この場合、割り当てられた Cisco 

BroadWorks コール処理サービスが適用されます。decline_false」が設定されている場合、発信

者が放棄するか、無応答タイ マーが切れるまで呼は鳴り続け、関連する呼処理サービスが開始

される。decline_true」が設定されている場合、辞退理由は呼の処理を指定する。辞退理由が 

"busy "に設定されている場合、サーバーは直ちに busy 処理サービスを強制する。

temp_unavailable "が設定されている場合、一時的に利用できない処置サービスが適用される。 

<config>  

<services> 

<push-notifications-for-calls enabled="true"  

connect-sip-on-accept="%PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT%"  

ring-timeout-seconds="%PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT%"/> 

<calls> 

     <reject-with-xsi mode="%REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT%"  

     declineReason="%REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%PN_FOR_CALLS_
CONNECT_SIP_ON_
ACCEPT_WXT% 

false true、false SIP REGSITER セッションが確立されるタイミ

ング（着信のプッシュ通知を受信したとき、ま

たは着信を受け入れたとき）を制御する。 

%PN_FOR_CALLS_
RING_TIMEOUT_ 
SECONDS_WXT% 

35 [0-180] PN で着信した通話の最大着信呼び出し時間を

制御する。指定された期間内に CallUpd PN を

受信しなかった場合、その通話は不在として扱

われる。 

%REJECT_WITH_ 
XSI_MODE_WXT% 

decline_ 
false 

無視、
decline_true

、
decline_false 

着信拒否の動作を指定する。 

%REJECT_WITH_ 
XSI_DECLINE_REAS
ON_WXT% 

通話中 busy、
temp_unavai
lable 

着信拒否モードが "decline_true "に設定されて

いる場合、着信拒否の理由を指定する。 

 

6.3.2.1 MWI 

MWI機能を有効にすると、MobileWebex クライアントは MWI プッシュ通知を購読し、ユーザーの

ボイスメールの更新を受信して通知する。  

通知の数を減らし、不必要な注意散漫を避けるため、MWIプッシュ通知は場合によっては抑制され

ます。例えば、ユーザーが Voicemail メッセージを聞いているときや、MobileWebex クライアント

内から既読にマークしているとき（未読数が減っている）。これをコントロールする設定オプショ

ンはない。 

MWI の詳細については、6.1.27 ボイスメール、ビジュアルボイスメール、メッセージ待機インジ

ケータを参照してください。 
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6.3.2.2 リング スプラッシュ  

BroadWorks サービス（DND など）は、着信がリダイレクトされたときに着信リマインダを送

信できます。その Webex モバイル クライアントは、リング スプラッシュ プッシュ通知を有効

にし、ユーザに提示するように設定できます。 BroadWorks. 

config>  

<services> 

<ring-splash enabled="%ENABLE_RING_SPLASH_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_RING_SPLASH_WX
T% 

false true、false BroadWorks 設定でリング スプラッ

シュを有効にします。 

 

6.3.2.3 配信モード (Webex Calling のみ) 

Webex アプリは、Notification Push Server（NPS）を利用して、APNS/FCM への通話のプッ

シュ通知を配信する。アプリのリリース 45.2 は、コール関連のプッシュ通知を APNS/FCM 

に配信する方法を設定するために、3 つの異なる配信モードをサポートするようになりまし

た。Webex  

▪ NPS - NPS を使った現在のメカニズム 

▪ クラウド - CiscoWebex クラウドマイクロサービスを使用した強化されたメカニズム 

▪ 外部 - サードパーティのシステムを使用するメカニズム。サードパーティシステムと

Cisco WebHooks エンジンの統合が必要です。 

 

<config> 

<services><calls> 

<push-notifications-for-calls enabled="true"  

      connect-sip-on-accept="%PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT%" 

      ring-timeout-seconds="%PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT%" 

      delivery-mode="%PN_FOR_CALLS_DELIVERY_MODE_WXT%"> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%PN_FOR_CALLS_DE
LIVERY_MODE_WXT% 

nps  NPS, クラ

ウド, 外部 

通話のプッシュ通知の配信モードを指定しま

す。 
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6.3.3 単一アラート  

モバイル シングル アラート機能は、BroadWorks モビリティ サービスを活用した固定モバイル 

コンバージェンス (FMC)/モバイル ネットワーク オペレーター (MNO) の展開を対象としていま

す。これがないと、Webex クライアントにログインして着信を受けると、ユーザーはネイティ

ブ通話とプッシュ通知（VoIP）通話の 2 つの通話を同時に受けることになる。この機能が有効に

なっている場合、アプリケーションはログイン時にユーザーの BroadWorks モビリティ ロケー

ションでのモビリティ アラートを無効にし、ログアウト時にアラートを有効にします。この機

能を使用するための重要な前提条件は、ユーザーが BroadWorks モビリティ サービスを割り当

てて、1 つのロケーションを正確に設定することです。 

<config>  

<services><calls> 

<single-alerting enabled="%ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_SINGLE_
ALERTING_WXT% 

false true、false シングルアラートを有効にするには "true "を設定

する。 

 

6.3.4 クリックしてダイヤル (コールバック) 

アウトバウンドのクリック・トゥ・ダイヤルは、エンドユーザーが個人の回線交換携帯電話で通

話し、ビジネス DN を通話回線 ID として提供することを保証します。 

モバイル Webex クライアントは、BroadWorks Anywhere サービスを使用して Click to Dial (コ

ールバック) コールをサポートします。アプリケーションの BroadWorks Anywhere のロケーシ

ョン Webex は、単一番号リーチ (SNR) ロケーションと呼ばれます。 

この機能が有効になっている場合、ユーザーはデバイスのペアリング・メニューから SNR の場

所を選択できる。SNR ロケーションとペアリングすると、すべての発信通話はクリック・ト

ゥ・ダイヤル（コールバック）で開始されます。二重アラートを防ぐため、着信時のプッシュ通

知は無効になっています。 

ユーザーがクリック・トゥ・ダイヤルで通話を開始すると、選択した SNR ロケーションで着信

が予想される情報が表示された発信画面が表示されます。このスクリーンは設定可能なタイマー

に基づいて自動的に閉じられます。 

SNR ロケーションからの切断時に、アプリケーションは着信のプッシュ通知に再度登録しま

す。 

<config>  

<services> 

  <dialing> 

    <call-back enabled="%ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT%" 

timer="%DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT%"/> 
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タグ 省略時のデ

フォルト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DIALING_
CALL_BACK_WXT% 

false true、false クリックダイヤル（コールバック）を有効に

するには、「true」を設定します。 

%DIALING_CALL_ 
BACK_TIMER_WXT% 

10 [3-20] コールバック画面が自動的に閉じるまでの秒

数を制御する。 

 

6.3.5 MNO サポート 

6.3.5.1 ネイティブダイヤラーによる通話 

この機能により、BroadWorks モビリティ (BWM) サービスを活用したモバイル ネットワーク オ

ペレーター (MNO) 展開のサポートが追加されます。ユーザーに BroadWorks モビリティ サービ

スが割り当てられ、少なくとも 1 つのロケーションが設定されていることが想定されます。 

ユーザーがネイティブダイヤラを使って通話を開始する機能は、ネイティブ 構成タグによって

制御されます。有効にすると、アプリケーションはネイティブのダイヤラーを起動し、電話をか

けます。さらに、VoIP 通話の可用性は、voip タグによって制御される。VoIP 通話は、展開要件

に基づいて、有効または無効にすることができる。 

VoIP とネイティブ通話が有効になっている場合、ユーザーはどちらのオプションを使用するか

を選択できる。 

<dialing-mode> タグは、ユーザーが着信および発信の開始/受信方法を選択できるかどうかを制

御する。ネイティブ通話と VoIP 通話の両方を有効にする必要がある。 

リリース 43.12 から、ネイティブのダイヤル設定が拡張され、カスタムプレフィックスが発信コ

ール番号に事前保留される機能を提供します。これは、ダイヤルされた番号が FAC コードで始

まる場合に限り、Webex アプリから開始された携帯電話通話に適用されます。  

この機能は、統合型 Cisco BroadWorks Application Server にリダイレクトされる代わりに、

FAC コードが Telecom バックエンドで処理される場合に、MNO 展開を使用する顧客にとって

役立ちます。新しい<fac-prefix> タグがセクション<dialing><native> に追加され、テレコムはこ

の問題を解決するためにこのタグを使用することができる。 

<config> 

<services> 

  <dialing> 

    <voip enabled="%ENABLE_DIALING_VOIP_WXT%"/> 

    <native enabled="%ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT%" enable-bwks-mobility-

dependency="%DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT%"> 

      <fac-prefix value="%DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT%"/> 

    </native> 

    <dialing-mode enabled="%ENABLE_DIALING_MODE_WXT%" default="%DIALING_MODE_DEFAULT_WXT%"/> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_DIALIN
G_VOIP_WXT% 

true true、false VoIP 通話オプションを有効にするには「true」を

設定する。 

%ENABLE_DIALIN
G_NATIVE_WXT% 

false true、false ネイティブ通話オプションを有効にするには、

「true」に設定します。 

%ENABLE_DIALING

_MODE_WXT% 

false true、false 環境設定の通話設定で、ユーザーが通話モードを選

択できるようにします。 

%DIALING_MODE_ 

DEFAULT_WXT% 

VoIP ボイップ、

ネイティブ 

選択されているデフォルトの通話モードを指定す

る。 

%DIALING_NATIVE_

ENABLE_BWKS_MO

BILITY_DEPENDEN

CY_WXT% 

false true、false ネイティブ通話の可用性は、BroadWorks モビリテ

ィ サービスの割り当てとユーザーに対して設定され

ているモビリティ ロケーションに依存するかどうか

を制御します。 

%DIALING_NATIVE_

FAC_PREFIX_WXT

% 

空 文字列 FAC コードで始まる番号への発信がセルラー通話と

して開始される場合に、付加されるべきプレフィッ

クスを指定する。 

デフォルトでは、FAC 接頭辞は定義されておらず、

タグは空である。 

 

注 1 ： voip および ネイティブ 通話のうち少なくとも 1 つを有効にする必要がありま

す。 

注 2: ネイティブ 呼び出しだけが有効になっている場合、MNO の配備では、クライア

ントが BWM アラートを無効にするのを防ぐため、シングルアラートを無効にするこ

とが推奨される。 

注意 3: ネイティブ および voip 通話の両方が有効な場合、MNO の配備では、二重アラ

ートを防止するため、シングルアラートを有効にすることが推奨される。 

6.3.5.2 通話中コントロール 

この機能により、モバイル Webex クライアントは、Cisco BroadWorks にアンカーされている

モバイル デバイス上の XSI ネイティブ コールを介して制御できます。XSI Call Controls は以下

の場合にのみ使用可能です： 

▪ BroadWorks モビリティ (BWM) サービスはユーザーに割り当てられます。  

▪ BMW モバイル・アイデンティティは 1 つしか設定されていない、  

▪ ネイティブ通話モードはユーザーが選択します (詳細については、セクション 6.3.5.1 ネ

イティブダイヤラーによる通話 を参照してください)、  
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▪ BroadWorks に固定された通話があり、BMW サービスを通じて、  

▪ 携帯電話で通話中。  

 

リリース 43.10 は、コンサルティング転送の処理を改善し、Webex アプリに表示される 2 つの

セルラー コール間の関連付けを作成し、ユーザーが転送を完了するためのオプションを提供し

ます。また、同じデバイスに 2 つの独立したセルラー通話がある場合、転送メニューが強化さ

れ、それらの間に関連付けが作成されていなくても、一方をもう一方に転送できるようになっ

た。 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートされ

ている値 

説明 

%ENABLE_XSI_CA
LL_CONTROL_WXT
% 

false true、false MNO 環境の XSI 呼制御を有効にする。 

%XSI_CALL_CONT
ROL_DEPLOYMEN
T_TYPE_WXT% 

MNO_Ac
cess 

MNO_アクセ

ス、MNO_ネ

ットワーク 

アプリケーションで使用される XSI MNO 展開

タイプを制御します。次のいずれかの値になり

ます。 

▪ MNO_Access - 以下のノードで定義されたデ

バイスタイプを持つすべてのリモート（XSI）

コールを表示します。 

▪ MNO_Network - すべてのリモート（XSI）コ

ールを表示します。 

%DEPLOYMENT_DE

VICE_TYPE_1_WXT

%, %DEPLOYMENT_

DEVICE_TYPE_2_W

XT%, %DEPLOYME

NT_DEVICE_TYPE_

3_WXT% 

“” 文字列 MNO_Access の展開タイプで使用されるべきデ

バイスタイプ名（複数可）。 

%ENABLE_XSI_HOL

D_CALLS_WXT% 

true true、false XSI モバイル通話で、ユーザーが通話保留アクシ

ョンを利用できるかどうかを制御する。 

6.3.5.3 発信通話回線 ID (CLID) – デュアル ペルソナ 

モバイル・リリース 42.12 では、Webex アプリで、発信を開始する際にリモート・パーティに

提示される通話回線識別情報（CLID）を選択することができます。 

ユーザーがモバイルネットワークオペレーター (MNO) 展開の典型的な構成である Cisco 

BroadWorks Mobility で構成され、ネイティブ通話が有効になっている場合、ユーザーは通話し

ているユーザーにどのアイデンティティを表示するかを選択できます。ユーザーは、ビジネスま

たは個人のアイデンティティを選択することができます。自分の身元を隠すオプションもあり、

通話は匿名として表示される。 
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VoIP 通話では、CLID をコントロールするオプションもある。この場合の選択肢は、身元を隠す

かどうかをコントロールすることだけである。 

ペルソナ管理と CLID ブロックは別の設定オプションで制御します。 

<config> 

<services> 

<dialing> 

   <calling-line-id-delivery-blocking 

enabled="%ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT%"/> 

   <mobility-persona-management 

enabled="%ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CLID_DELIVERY_B
LOCKING_WXT% 

false true、false 発信回線 ID の配信ブロックを有効に

します。そのユーザーのすべての発信

タイプの通話に適用される。 

%ENABLE_MOBILITY_PERSON
A_MANAGEMENT_WXT% 

false true、false 展開タイプが MNO_Access または 

MNO_Network として設定されている

場合、ネイティブ コールのパーソナル

管理を有効にします。(BroadWorks モ

ビリティはネイティブ コールに使用さ

れ、すべてのネイティブ コールは 

BroadWorks にアンカーされます) 

 

6.3.5.4 ネイティブ・コールの通知 

MNO と契約しているユーザーのために、この機能は、Webex アプリからコントロールできるネ

イティブコール用の通知バナーを追加します。この通知は、通話が確立されるとアプリケーショ

ン・サーバーから送信されるプッシュ通知に依存します。 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_PN_MOBILE_CALL_
INFO_WXT% 

true true、false MOBILE_CALL_INFO プッシュ通知

の購読を有効にします。 

 

6.3.5.5 ネイティブ・コールをコンバージド・ミーティングへ 

MNO に配備されているユーザーの場合、この機能により、1:1 通話の当事者双方にとって、ネイ

ティブ音声通話を会議にエスカレーションすることができる（相手が Webex ユーザーでない場

合も同様）。リモート・ユーザーが Webex 、ミーティングに参加すると、当事者は次のような

ことができる： 

▪ ミーティング・チャットで Webex を開始する 
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▪ ビデオを追加する（音声はネイティブ通話で継続されることに注意してください） 

▪ 画面／コンテンツを共有する 

▪ ミーティング録画のトリガー 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CALLS_
ESCALATE_TO_WE
BEX_MEETING_WX
T% 

false true、false パワーアップ（招待とミーティング、ビデオミー

ティングアクション）を有効にする。 

 

6.3.5.6 MNO モビリティ - 通話中のウィジェット 

リリース 43.7 Android の Webex アプリ (モバイルおよびタブレット) は、新しい通話制御ウィジ

ェット (バブル) を正式に導入し、Cisco にアンカーされるネイティブ コールに追加の通話制御

を提供します。 BroadWorks、モビリティ サービスを使用します。ウィジェットはネイティブ

UI の上に表示され、ユーザーに以下のアクションを許可する：  

▪ 保留/再開 

▪ Blind/Consultative Transfer-Webex アプリの転送ダイアログにユーザーを配置します。 

▪ 完全移籍 - コンサルタント移籍を完了させるオプションを提供 (Release43.10) 

▪ ビデオ会議 - 当事者は Webex 会議に移行する。 

▪ 終了 

 

<config> 

<services><calls> 

<hold xsi-enabled="%ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT%" widget-

enabled="%ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT%"/> 

<transfer-call enabled="%ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT%" xsi-

enabled="%ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT%" widget-

enabled="%ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT%" type="%TRANSFER_CALL_TYPE_WXT%"/> 

<escalate-to-webex-meeting 

enabled="%ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%" widget-

enabled="%ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT%"/> 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_WIDGE
T_HOLD_CALLS_W
XT% 

true true、false コールウィジェットの Hold アクションの可用性を

制御します。 

%ENABLE_WIDGE
T_TRANSFER_CAL
LS_WXT% 

true true、false 通話ウィジェットで 転送と転送完了 アクションの

可用性を制御します。 
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6.3.6 着信発信者 ID  

リリース 44.2 、名前と番号に基づいてユーザーに表示される連絡先情報を制御する機能が追加さ

れました。着信画面と着信通知、および不在着信通知でユーザーに表示される情報を制御するため

の 2つの設定オプションが追加された。  

6.3.6.1 着信通話画面 

Android と iOS は、着信通話画面にデータを表示する場合に、プラットフォームの違いがありま

す。着信の情報を表示するネイティブの経験は以下の通り： 

▪ Android - 着信通話画面には 2 つの別々のフィールドがあり、名前と番号の両方が表示され

ます  

▪ iOS - 名前または番号を表示するフィールドは 1 つだけです。両方が利用可能な場合、名前

が優先されます。 

着信通話の新しい構成オプションを使用して、iOS Webex アプリが名前 (形式: 名前（番号） ）。
Android Webex アプリの動作には影響しません。 

6.3.6.2 着信通話通知 

場合によっては、着信が通知としてユーザーに提示される。スペースが限られているため、背番号

が表示されるとは限らない。  

着信に関する新しい設定オプションは、着信通知に表示される情報も制御します。有効になってお

り、名前と番号の両方が利用可能な場合、Webex アプリは名前の隣に番号を追加します（フォー

マット： 名前（番号） ）。これは Webex アプリの動作が Android と iOS の両方に適用されます。 

6.3.6.3 不在着信通知 

不在着信通知の設定パラメータが追加されました。着信通知と同様に、リモート・パーティーの情

報を制御するために使用することができ、リモート・ユーザーの表示名に番号を付加し、不在着信

通知に表示することができる。これは Webex アプリの動作が Android と iOS の両方に適用されま

す。 

 

<config> 

<services><calls> 

   <caller-id> 

      <incoming-calls> 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_WIDGE
T_CALLS_ESCALA
TE_TO_WEBEX_M
EETING_WXT% 

true true、false 通話ウィジェットで ビデオ ミーティング アクショ

ンの可用性を制御します。 
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         <append-number enabled="%ENABLE_CLID_INCOMING_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT%"/> 

      </incoming-calls> 

      <missed-calls> 

         <append-number enabled="%ENABLE_CLID_MISSED_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT%"/> 

      </missed-calls> 

 

 

注意: 番号が表示名として配信される場合、または表示名が番号で終わる場合、Webex 

アプリは重複を避け、番号を一度だけ表示する。 

6.4 パーソナル アシスタント (退席中) 

リリース 44.11 では、モバイル Webex アプリは Cisco BroadWorks Personal Assistant (PA) 

サービスとのインテグレーションを追加します。これはユーザーの Away プレゼンスと組み

合わせて機能し、PA ステータスと Webex クラウドプレゼンスとの同期が必要です。 

PA サービスは、発呼側に発呼側が不在である理由を通知するオプションをユーザーに提供

し、オプションとして、発呼側がいつ戻るか、通話を処理するアテンダントがいるかどうか

に関する情報を提供する。 

PA が有効になっている場合、Away presence オプションが利用可能になります。Cisco 

BroadWorks 側で PA を設定するために使用できます。この機能を有効にすると、ユーザー

は、PA ステータスと設定された期間と組み合わせて、ユーザーの Away プレゼンスが表示さ

れます。 

ユーザーはマニュアル PA コンフィギュレーションだけを設定することができます。PA サー

ビスに影響するスケジュールがある場合、パーソナル・アシスタント・ステータス・シンク

を通じてプレゼンスが更新されます。しかし、Webex アプリは、スケジュール設定と PA に

影響を与えるスケジュールを公開しません。 

<config> 

<services> 

<personal-assistant enabled="%PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT%"/> 

 

タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_CLID_INCOMING_
CALLS_APPEND_NUMBER_
WXT% 

false true、false 着信通話画面 (iOS のみ) および通知の名

前に番号を追加するかどうかを制御しま

す。 

%ENABLE_CLID_MISSED_CA
LLS_APPEND_NUMBER_WXT
% 

false true、false 不在着信通知の名前に番号を追加するか

どうかを制御します。 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%PERSONAL_ASSIST
ANT_ENABLED_WXT% 

false  true、false アウェイ・プレゼンス機能を利用できるかど

うかを制御する。 

 

注 1 ：この機能を使用するには、Partner Hub から Personal Assistant Status Sync を有効にす

る必要があります。 

注 2 ：この機能は、Webex のデスクトップ版アプリではまだご利用いただけません。

それでも、パーソナル・アシスタントの詳細が追加されなくても、アウェーのプレゼ

ンスは正しく表示されます。 

注意 3: DND、常時着信転送、または選択着信転送サービスがアクティブな間は、標準

のパーソナル アシスタントコール ルーティングは有効になりません。 

注 4 ： 手動による Do Not Disturb と Busy のプレゼンス状態は、Away よりも優先度が高

い。ユーザーマニュアルでこれらのプレゼンス・ステータスのいずれかを有効にした

場合、パーソナル・アシスタントを有効にしても、プレゼンス・ステータスが「退席

中」に変更されることはありません。 
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7 アーリーフィールドトライアル（BETA）の特徴 

7.1 AI コーデック 

リリース 44.8 から、Webex アプリは新しい音声コーデック AI コーデック (xCodec) のサポ

ートを導入します。このオーディオ・コーデックは、より良い通話品質を実現するために、

不利なネットワーク条件下で使用される。Webex アプリの Webex Media Engine は、デバイ

スの能力をチェックし、メディア品質を追跡し、AI コーデックがサポートされ、設定ファイ

ルを通じて有効になっていれば、AI コーデックを使用することができます。 

AI コーデックは Opus コーデックとの組み合わせでのみ動作します。つまり、SDP ネゴシエ

ーションの間に、Opus と AI コーデックの両方をアドバタイズし、 双方でネゴシエートする

必要がある。  

<config> 

<services><calls> 

  <audio> 

    <codecs> 

      <codec name="opus" priority="1" payload=""/> 

      <codec name="xCodec" mode="HP" priority=".99" payload=""/> 

      <codec name="xCodec" mode="ULP" priority=".98" payload=""/> 

      <codec name="G722" priority=".9" payload=""/> 

      <codec name="PCMU" priority=".8" payload=""/> 

      <codec name="PCMA" priority=".7" payload=""/> 

      <codec name="G729" priority=".5" payload="" vad=""/> 

      <codec name="iLBC" priority=".4" payload="" framelength="30"/> 

      <codec name="telephone-event" payload="101" in-band="false"/> 

 

注: この機能をお試しいただくには、BETA チームまでご連絡ください。AI コーデック

は、BETA チームが許可するまでは宣伝されず、使用されない。 

7.2 モバイル向け複数回線 (Webex Calling のみ) 

Webex Calling 展開のみ、リリース 44.11 は、Webex アプリのモバイルバージョンで複数の

回線 (共有および仮想) のサポートを追加します。ユーザーに複数の回線を指定すると、デス

クトップおよびモバイル Webex アプリで利用可能になります。ユーザーはプライマリ回線と

最大 9 回線を持つことができます。  

モバイル・プラットフォームの仕様により、ユーザーはどの回線でも同時に最大 2 つの通話

ができる。 

 
<config> 

<protocols> 

   <sip> 

      <lines multi-line-enabled="%ENABLE_MULTI_LINE_WXT%"> 

         ... 

<protocols> 
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タグ 省略時の

デフォル

ト 

サポートさ

れている値 

説明 

%ENABLE_MULTI_LI
NE_WXT% 

false true、false 複数回線のサポートを有効にする（設定されてい

る場合）。無効（"false "に設定）にすると、設定

された最初の行だけがアプリケーションで使用さ

れる。 

 

注意 1: 通話モードが有効になっている場合 (6.3.5.1 ネイティブダイヤラーによる通話 

を参照)、複数回線は無効になります。 

注 2: タブレット版のマルチラインはサポートされていません。 

 



 
 

 

  

CISCO BROADWORKS 版 WEBEX 設定ガイド ページ 120 

シスコ社外秘 

8 Cisco と UC-One の Webex 間のカスタム タグ マッピング BroadWorks 

次の表に、UC-One のレガシー カスタム タグと一致する Webex Cisco BroadWorks カスタム タグ

を示します。 

Webex の Cisco BroadWorks 

タグ 
デスクトップ・レガシータグ モバイルレガシータグ 

%ENABLE_REJECT_WITH_ 
486_WXT% 

%ENABLE_REJECT_WITH_48
6_DESKTOP% 

%ENABLE_REJECT_WITH_48
6_MOBILE% 

%REJECT_WITH_XSI_MODE_ 
WXT% 

該当しない %REJECT_WITH_XSI_MODE_ 
MOBILE% 

%REJECT_WITH_XSI_DECLIN
E_REASON_WXT% 

該当しない %REJECT_WITH_XSI_DECLIN
E_REASON_MOBILE% 

%ENABLE_TRANSFER_CALL
S_WXT% 

%ENABLE_TRANSFER_CALL
S% 

%ENABLE_TRANSFER_CALL
S_MOBILE% 

%ENABLE_CONFERENCE_CA
LLS_WXT% 

該当しない %ENABLE_CONFERENCE_CA
LLS_MOBILE% 

%ENABLE_NWAY_PARTICIPA
NT_LIST_WXT% 

%ENABLE_NWAY_PARTICIPA
NT_LIST_DESKTOP% 

該当しない 

%MAX_CONF_PARTIES_WXT
% 

%MAX_CONF_PARTIES% 該当しない 

%ENABLE_CALL_STATISTICS
_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALL_PULL_WXT
% 

%ENABLE_CALL_PULL_DESK
TOP% 

%ENABLE_CALL_PULL_MOBI
LE% 

%PN_FOR_CALLS_CONNECT
_SIP_ON_ACCEPT_WXT% 

該当しない %PN_FOR_CALLS_CONNECT
_SIP_ON_ACCEPT_MOBILE% 

%ENABLE_MWI_WXT% %DESKTOP_MWI_ENABLE% %ENABLE_MWI_MOBILE% 

%ENABLE_MWI_WXT% %DESKTOP_MWI_ENABLE% %ENABLE_MWI_MOBILE% 

%MWI_MODE_WXT% %DESKTOP_MWI_MODE% %MWI_MODE_MOBILE% 

%ENABLE_VOICE_MAIL_WXT
% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_VISUAL_VOICE_M
AIL_WXT% 

%ENABLE_VISUAL_VOICE_M
AIL% 

該当しない 

%ENABLE_FORCED_LOGOUT
_WXT% 

%ENABLE_FORCED_LOGOUT
% 

該当しない 

%FORCED_LOGOUT_APPID_ 
WXT% 

%FORCED_LOGOUT_APPID% 該当しない 

%ENABLE_CALL_FORWARDI
NG_ALWAYS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BROADWORKS_ 
ANYWHERE_WXT% 

該当しない 該当しない 
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Webex の Cisco BroadWorks 

タグ 
デスクトップ・レガシータグ モバイルレガシータグ 

%ENBLE_BROADWORKS_AN
YWHERE_DESCRIPTION_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BROADWORKS_A
NYWHERE_ALERT_ALL_LOC
ATIONS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%BROADWORKS_ANYWHER
E_ALERT_ALL_LOCATIONS_D
EFAULT_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BROADWORKS_A
NYWHERE_CALL_CONTROL_
WXT% 

該当しない 該当しない 

%BROADWORKS_ANYWHER
E_CALL_CONTROL_DEFAULT
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BROADWORKS_A
NYWHERE_DIVERSION_INHIB
ITOR_WXT% 

該当しない 該当しない 

%BROADWORKS_ANYWHER
E_DIVERSION_INHIBITOR_DE
FAULT_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BROADWORKS_A
NYWHERE_ANSWER_CONFI
RMATION_WXT% 

該当しない 該当しない 

%BROADWORKS_ANYWHER
E_ANSWER_CONFIRMATION
_DEFAULT_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_EMERGENCY_DIA
LING_WXT% 

該当しない 該当しない 

%EMERGENCY_DIALING_NU
MBERS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_USE_RPORT_WXT
% 

%USE_RPORT_IP% %ENABLE_USE_RPORT_MOB
ILE% 

%RPORT_USE_LOCAL_PORT
_WXT% 

該当しない %RPORT_USE_LOCAL_PORT
_MOBILE% 

%USE_TLS_WXT% %USE_TLS% 該当しない 

%SBC_ADDRESS_WXT% %SBC_ADDRESS% %SBC_ADDRESS% 

%SBC_PORT_WXT% %SBC_PORT% %SBC_PORT% 

%USE_PROXY_DISCOVERY_ 
WXT% 

%USE_PROXY_DISCOVERY% %USE_PROXY_DISCOVERY_ 
MOBILE% 

%USE_TCP_FROM_DNS_ 
WXT% 

%USE_TCP_FROM_DNS% 該当しない 

%USE_UDP_FROM_DNS_ 
WXT% 

%USE_UDP_FROM_DNS% 該当しない 
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%USE_TLS_FROM_DNS_WXT
% 

%USE_TLS_FROM_DNS% 該当しない 

%DOMAIN_OVERRIDE_WXT% %DOMAIN_OVERRIDE% %DOMAIN_OVERRIDE% 

%SOURCE_PORT_WXT% %SOURCE_PORT% %SOURCE_PORT% 

%USE_ALTERNATIVE_IDENTI
TIES_WXT% 

%USE_ALTERNATIVE_IDENTI
TIES% 

該当しない 

%TCP_SIZE_THRESHOLD_ 
WXT% 

%TCP_SIZE_THRESHOLD% 該当しない 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_WX
T% 

%SIP_REFRESH_ON_TTL% 該当しない 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUP
PORT_WXT% 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUP
PORT_DESKTOP% 

%ENABLE_SIP_UPDATE_SUP
PORT_MOBILE% 

%ENABLE_PEM_SUPPORT_
WXT% 

%ENABLE_PEM_SUPPORT_ 
DESKTOP% 

該当しない 

%ENABLE_SIP_SESSION_ID_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_FORCE_SIP_INFO
_FIR_WXT% 

該当しない 該当しない 

%SRTP_ENABLED_WXT% %USE_SRTP% %SRTP_ENABLED_MOBILE% 

%SRTP_MODE_WXT% %SRTP_PREFERENCE% %SRTP_MODE_MOBILE% 

%ENABLE_REKEYING_WXT% %ENABLE_RE_KEYING_DESK
TOP% 

%ENABLE_RE-
KEYING_MOBILE% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_START_WXT% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_START% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_START% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_END_WXT% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_END% 

%RTP_AUDIO_PORT_RANGE
_END% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_START_WXT% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_START% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_START% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_END_WXT% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_END% 

%RTP_VIDEO_PORT_RANGE
_END% 

%ENABLE_RTCP_MUX_WXT
% 

%ENABLE_RTCP_MUX% %ENABLE_RTCP_MUX% 

%ENABLE_XSI_EVENT_CHAN
NEL_WXT% 

%ENABLE_XSI_EVENT_CHAN
NEL% 

該当しない 

%CHANNEL_HEARTBEAT_ 
WXT% 

%CHANNEL_HEARTBEAT% %CHANNEL_HEARTBEAT_ 
MOBILE% 

%XSI_ROOT_WXT% %XSI_ROOT% %XSI_ROOT% 

%XSI_ACTIONS_PATH_WXT% 該当しない %XSI_ACTIONS_PATH_MOBIL
E% 

%XSI_EVENTS_PATH_WXT% 該当しない %XSI_EVENTS_PATH_MOBIL
E% 
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%ENABLE_CALLS_AUTO_ 
RECOVERY_WXT% 

該当しない %ENABLE_CALLS_AUTO_ 
RECOVERY_MOBILE% 

%EMERGENCY_CALL_DIAL_ 
SEQUENCE_WXT% 

該当しない %EMERGENCY_CALL_DIAL_ 
SEQUENCE_MOBILE% 

%ENABLE_CALL_PICKUP_BLI
ND_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALL_PICKUP_ 
DIRECTED_WXT% 

該当しない 該当しない 

%WEB_CALL_SETTINGS_URL
_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_URL
% 

%USE_MEDIASEC_WXT% %USE_MEDIASEC_MOBILE% %USE_MEDIASEC_DESKTOP
% 

%ENABLE_CALL_CENTER_ 
WXT% 

%ENABLE_CALL_CENTER_ 
DESKTOP%" 

該当しない 

%WEB_CALL_SETTINGS_TAR
GET_WXT% 

該当しない 該当しない 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFA
_ 
VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CFA
_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_DN
D_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_DN
D_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_AC
R_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_AC
R_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFB
_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CFB
_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFN
R_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CFN
R_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CFN
A_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CFN
A_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_SIM
RING_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_SIM
RING_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_ 
SEQRING_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_SE
QRING_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_RO_
VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_RO_
VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_ACB
_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_ACB
_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CW
_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CW
_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CLI
DB_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_CLI
DB_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_PA_
VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_PA_
VISIBLE% 
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%WEB_CALL_SETTINGS_BW
A_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_BW
A_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_CC_
VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_STANDARD_SE
TTINGS_CC_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_BW
M_VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_BW
M_VISIBLE% 

%WEB_CALL_SETTINGS_VM_
VISIBLE_WXT% 

該当しない %WEB_CALL_SETTINGS_VM_
VISIBLE% 

%ENABLE_DIALING_CALL_BA
CK_WXT% 

該当しない 該当しない 

%DIALING_CALL_BACK_TIME
R_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_EXECUTIVE_ASSI
STANT_WXT% 

%ENABLE_EXECUTIVE_ASSI
STANT_DESKTOP% 

該当しない 

%PN_FOR_CALLS_RING_TIM
EOUT_SECONDS_WXT% 

該当しない %PN_FOR_CALLS_RING_TIM
EOUT_SECONDS_MOBILE% 

%ENABLE_CALL_RECORDIN
G_WXT% 

%ENABLE_CALL_RECORDIN
G_DESKTOP% 

%CALL_RECORDING_MOBILE
% 

%ENABLE_SINGLE_ALERTIN
G_WXT% 

該当しない %ENABLE_SINGLE_ALERTIN
G% 

%ENABLE_CALL_PARK_WXT
% 

%ENABLE_CALL_PARK_ 
DESKTOP% 

該当しない 

%CALL_PARK_AUTO_CLOSE
_DIALOG_TIMER_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_RTP_ICE_WXT% 該当しない 該当しない 

%RTP_ICE_MODE_WXT% 該当しない 該当しない 

%RTP_ICE_SERVICE_URI_W
XT% 

該当しない 該当しない 

%RTP_ICE_PORT_WXT% 該当しない 該当しない 

%SIP_REFRESH_ON_TTL_US
E_RANDOM_FACTOR_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALLS_ESCALATE
_TO_WEBEX_MEETING_WXT
% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_DIALING_VOIP_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_DIALING_NATIVE_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_DESKPHONE_CO
NTROL_AUTO_ANSWER_ 
WXT% 

該当しない 該当しない 

%SIP_URI_DIALING_ENABLE_
LOCUS_CALLING_WXT% 

該当しない 該当しない 
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%ENABLE_UNIFIED_CALL_ 
HISTORY_WXT% 

該当しない 該当しない 

%WEB_CALL_SETTINGS_BRA
NDING_ENABLED_WXT% 

該当しない 該当しない 

%USER_PORTAL_SETTINGS_
URL_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_DEVICE_OWNER_
RESTRICTION_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_AUDIO_MARI_FEC
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_AUDIO_MARI_RTX
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_VIDEO_MARI_FEC
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_VIDEO_MARI_RTX
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALL_BLOCK_WX
T% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_WIDGET_HOLD_C
ALLS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_WIDGET_TRANSF
ER_CALLS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_WIDGET_CALLS_E
SCALATE_TO_WEBEX_MEETI
NG_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_SIMULTANEOUS_
CALLS_WITH_SAME_USER_
WXT% 

該当しない 該当しない 

%SIP_REGISTER_FAILOVER_
REGISTRATION_CLEANUP_W
XT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALL_MOVE_HER
E_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_SPEECH_ENHANC
EMENTS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%DIALING_NATIVE_FAC_PRE
FIX_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_TRANSFER_AUTO
_HOLD_WXT%  

該当しない 該当しない 

%ENABLE_RTCP_XR_NEGOT
IATION_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_INCOMING_
CALLS_APPEND_NUMBER_W
XT% 

該当しない 該当しない 
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%ENABLE_CLID_MISSED_CA
LLS_APPEND_NUMBER_WXT
% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_ADDITIONAL_NUMBE
RS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_CALL_CENTER_WXT
% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_HUNT_GROUP_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CLID_OUTGOING_
CALLS_DELIVERY_BLOCKING
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_CALL_FORWARDI
NG_INFO_CALLS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_BUSY_LAMP_FIEL
D_WXT% 

%ENABLE_BUSY_LAMP_FIEL
D_DESKTOP% 

該当しない 

%ENABLE_BLF_DISPLAY_CA
LLER_WXT% 

%ENABLE_BLF_DISPLAY_CA
LLER_DESKTOP% 

該当しない 

%BLF_NOTIFICATION_DELAY
_TIME_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_GCP_NOTIFICATI
ONS_WXT% 

該当しない 該当しない 

%ENABLE_GCP_DISPLAY_CA
LLER_WXT% 

該当しない 該当しない 

%GCP_NOTIFICATION_MAX_
TIMEOUT_VALUE_WXT% 

該当しない 該当しない 

%UDP_KEEPALIVE_ENABLED
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%TCP_KEEPALIVE_ENABLED
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%TLS_KEEPALIVE_ENABLED
_WXT% 

該当しない 該当しない 

%PERSONAL_ASSISTANT_EN
ABLED_WXT% 

%DESKTOP_PERSONAL_ASS
ISTANT_ENABLED% 

%ENABLE_PERSONAL_ASSIS
TANT_PRESENCE% 

%PN_FOR_CALLS_DELIVERY
_MODE_WXT% 

該当しない 該当しない 
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注意: N/Aは、UC-One でその機能を制御する対応するカスタムタグがなかったことを示しま

す。デスクトップとモバイルのレガシータグの両方に対して N/A を持つことは、Webex Cisco 

の BroadWorks タグが新しく、新しい機能または既存の機能のいずれかを制御することを示し

ます。これは、UC-One のカスタム タグによって制御されませんでした。 
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9 別紙 A: TLS 暗号化 

Webex for BroadWorks クライアントは、追加のセキュリティ強化により OpenSSL をベースに

した CiscoSSL を使用します。 
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10 別紙 B: DM タグ・プロビジョニング・スクリプト 

多くの顧客が新しいコンフィギュレーション・パラメーター用のタグを好むため、カスタム DM

タグの数はリリースごとに増えている。カスタム DM タグをより簡単にプロビジョニングする仕

組みを提供するために、このセクションでは、カスタム DM タグに値を割り当てるためにアプリ

ケーションサーバー（AS）側で実行できるスクリプトを紹介する。このスクリプトは特に、カ

スタム DM タグのほとんどが使用されることを想定している新規デプロイメントを対象としてい

る。 

このスクリプトは、カスタム DM タグが作成される新規デプロイメントにのみ有効であることに

注意。既存のカスタム DM タグを変更するには、以下のスクリプトのコマンドを「add」から

「set」に変更する必要がある。 

スクリプトテンプレートには、いくつかのカスタムタグしか設定されていません（実際のデプロ

イでは、カスタムタグの大きなリストを入力する必要があります）。なお、以下の例はモバイル

用である。デスクトップでは、Connect_Tags の代わりに BroadTouch_tags タグセットを使用し

ます。タブレットの場合は、Connect_Tags の代わりに ConnectTablet_Tags タグセットを使用

する。 

%% ********************************* Connect_Tags - read file ********************************* 
%% 
%% Instructions: 
%% ------------------- 
%% - This read file can be used to create, add and set Webex for BroadWorks 
%% client custom tags 
%% - Use %% to comment out any steps not required based on deployment specific 
%% service requirements: 
%% Step 1 -- for new deployments only, create initial tag set label 
%% Step 2 -- add a new custom tag (an entry is required for each new tag) 
%% Step 3 -- set value for an existing custom tag (entry required for each applicable tag) 
%% Step 4 -- display and visually verify tag settings 
%% 
%% - Edit, modify file as needed respecting command syntax. Save file (e.g. WxT_Tags.txt) 
%% - SFTP read file to AS under directory /tmp 
%% - Login to AS, bwcli (login as admin) 
%% - Execute the following command from bwcli: AS_CLI> r /tmp/ WxT_Tags.txt 
%% - Verify results 
%% 
%% ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
%% Step 1: Create Connect tag set label - Connect_Tags 
%% ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
quit all;System;DeviceTagSet 
add Connect_Tags 
%% ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
%% Step 2: Add WxT for BWKS custom tags 
%% EXAMPLE – for all mobile tags see the list below------------------------------------------------------  
quit all;System;DeviceTagSet;Tags 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% true 
%% ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
%% Step 3: Set Connect custom tags (if tag already exists) 
%% EXAMPLE – for all mobile tags see the list below 
set tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% isOverridable true 
tagvalue false 
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%% ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
%% Step 4: Verify custom tags have been correctly defined and set 
%% ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
quit all;System;DeviceTagSet;Tags 
get tagSetName Connect_Tags 
quit all 

以下に、Webex CiscoBroadWorks で使用するすべてのカスタムタグを例に示します (デフォル

トまたは推奨)。タグの中には、対応する配置に固有の値(サーバーアドレスなど)を必要とするも

のがあることに注意してください。そのため、これらのタグはスクリプトの最後に追加される

が、空のままである。 

10.1 デスクトップ 

add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_CONFERENCE_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BUSY_LAMP_FIELD_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BLF_DISPLAY_CALLER_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %BLF_NOTIFICATION_DELAY_TIME_WXT% 0 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REMOTE_CONTROL_EVENTS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% full 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_MWI_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% 
false 
add tagSetName BroadTouch_tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% 
false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_TLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SBC_PORT_WXT% 5075 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %PROXY_DISCOVERY_BYPASS_OS_CACHE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 
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add tagSetName BroadTouch_tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_ENABLED_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_TIMEOUT_WXT% 900 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_FAILBACK_USE_RANDOM_FACTOR_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns 
add tagSetName BroadTouch_tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_REFRESH_ON_TTL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_REFRESH_ON_TTL_USE_RANDOM_FACTOR_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SRTP_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %SRTP_MODE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 
add tagSetName BroadTouch_tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 
add tagSetName BroadTouch_tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_MEDIASEC_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% 
add tagSetName BroadTouch_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
add tagSetName BroadTouch_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PICKUP_BLIND_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PICKUP_DIRECTED_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT% true  
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT% true  
add tagSetName BroadTouch_tags %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 
add tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 
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add tagSetName BroadTouch_tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% 
once_per_login 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_FORCED_LOGOUT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_EXECUTIVE_ASSISTANT_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_DESKPHONE_CONTROL_AUTO_ANSWER_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_ICE_MODE_WXT% icestun 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %FORCED_LOGOUT_APPID_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %XSI_ROOT_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %SBC_ADDRESS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %SBC_PORT_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %MWI_MODE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUTO_ANSWER_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_CENTER_AGENT_OUTGOING_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_MULTI_LINE_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false  
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_REMOTE_MUTE_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_MOVE_HERE_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_GCP_NOTIFICATIONS_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_GCP_DISPLAY_CALLER_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %GCP_NOTIFICATION_MAX_TIMEOUT_VALUE_WXT% 120 
add tagSetName BroadTouch_tags %UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% true 
add tagSetName BroadTouch_tags %TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false  
add tagSetName BroadTouch_tags %TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT% false 
add tagSetName BroadTouch_tags %CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT% resolved 
add tagSetName BroadTouch_tags %PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT% false 

 

10.2 モバイル 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true 
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add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% full 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_MWI_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %USE_TLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %SBC_PORT_WXT% 5075 
add tagSetName Connect_Tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 
add tagSetName Connect_Tags %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 
add tagSetName Connect_Tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 
add tagSetName Connect_Tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns 
add tagSetName Connect_Tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %SRTP_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %SRTP_MODE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 
add tagSetName Connect_Tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 
add tagSetName Connect_Tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %USE_MEDIASEC_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% false 
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add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
add tagSetName Connect_tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT% cs-only 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_WXT% 911,112 
add tagSetName Connect_Tags %PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT% decline_false 
add tagSetName Connect_Tags %REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT% busy 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT% 10 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT% 35 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_ICE_MODE_WXT% icestun 
add tagSetName Connect_Tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_VOIP_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DIALING_MODE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %DIALING_MODE_DEFAULT_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT% MNO_Access 
add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %XSI_ROOT_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %SBC_ADDRESS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %SBC_PORT_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %MWI_MODE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 
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add tagSetName Connect_Tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT% true  
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT% true  
add tagSetName Connect_Tags %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 
add tagSetName Connect_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% once_per_login 
add tagSetName Connect_Tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_DELIVERY_BLOCKING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_MOBILITY_PERSONA_MANAGEMENT_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RING_SPLASH_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_PN_MOBILE_CALL_INFO_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false  
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT% 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_INCOMING_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_MISSED_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT% false 

add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% true 
add tagSetName Connect_Tags %TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false  
add tagSetName Connect_Tags %TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT% resolved 
add tagSetName Connect_Tags %PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %PN_FOR_CALLS_DELIVERY_MODE_WXT% false 
add tagSetName Connect_Tags %ENABLE_MULTI_LINE_WXT% false 

 

10.3 タブレット 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_REJECT_WITH_486_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %TRANSFER_CALL_TYPE_WXT% full 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_TRANSFER_CALLS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_SPAM_INDICATION_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_NOISE_REMOVAL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CONFERENCE_CALLS_WXT% false 
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add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_NWAY_PARTICIPANT_LIST_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %MAX_CONF_PARTIES_WXT% 10 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_STATISTICS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_PULL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_MWI_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VISUAL_VOICE_MAIL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_ALWAYS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DESCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_WXT% 
false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ALERT_ALL_LOCATIONS_DEFAULT_WXT% 
false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_CALL_CONTROL_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_DIVERSION_INHIBITOR_DEFAULT_WXT% 
false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_WXT% 
false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %BROADWORKS_ANYWHERE_ANSWER_CONFIRMATION_DEFAULT_WXT% 
false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_USE_RPORT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RPORT_USE_LOCAL_PORT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_TLS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SBC_PORT_WXT% 5075 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_PROXY_DISCOVERY_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_TCP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_UDP_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_TLS_FROM_DNS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_TRANSPORTS_TCP_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 5000 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_TRANSPORTS_TLS_CONNECT_TIMEOUT_WXT% 10000 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_BACKUP_SERVICE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PROXY_DISCOVERY_ENABLE_SRV_BACKUP_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SOURCE_PORT_WXT% 5060 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_ALTERNATIVE_IDENTITIES_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_TRANSPORTS_ENFORCE_IP_VERSION_WXT% dns 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %TCP_SIZE_THRESHOLD_WXT% 18000 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIP_UPDATE_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_PEM_SUPPORT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIP_SESSION_ID_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_FORCE_SIP_INFO_FIR_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SRTP_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SRTP_MODE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_REKEYING_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_START_WXT% 8000 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_AUDIO_PORT_RANGE_END_WXT% 8099 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_START_WXT% 8100 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_VIDEO_PORT_RANGE_END_WXT% 8199 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTCP_MUX_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_EVENT_CHANNEL_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %CHANNEL_HEARTBEAT_WXT% 10000 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %XSI_ACTIONS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-actions/ 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %XSI_EVENTS_PATH_WXT% /com.broadsoft.xsi-events/ 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_AUTO_RECOVERY_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_MEDIASEC_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SCREEN_SHARE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_CENTER_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
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add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CFNA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_DND_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACR_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SIMRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_SEQRING_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_ACB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CW_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CLIDB_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_PA_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_CC_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWA_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BWM_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_RO_VISIBLE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_BRANDING_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_EMAIL_VM_VISIBLE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_URL_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_TARGET_WXT% external 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USER_PORTAL_SETTINGS_SSO_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_EMERGENCY_DIALING_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_CALL_DIAL_SEQUENCE_WXT% cs-only 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_DIALING_NUMBERS_WXT% 911,112 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PN_FOR_CALLS_CONNECT_SIP_ON_ACCEPT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %REJECT_WITH_XSI_MODE_WXT% decline_false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %REJECT_WITH_XSI_DECLINE_REASON_WXT% busy 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_CALL_BACK_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DIALING_CALL_BACK_TIMER_WXT% 10 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_RECORDING_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PN_FOR_CALLS_RING_TIMEOUT_SECONDS_WXT% 35 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SINGLE_ALERTING_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_PARK_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %CALL_PARK_AUTO_CLOSE_DIALOG_TIMER_WXT% 10 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTP_ICE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_MODE_WXT% icestun 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_URI_DIALING_ENABLE_LOCUS_CALLING_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_PORT_WXT% 3478 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_VOIP_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_NATIVE_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DIALING_MODE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DIALING_MODE_DEFAULT_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DIALING_NATIVE_ENABLE_BWKS_MOBILITY_DEPENDENCY_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_CALL_CONTROL_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %XSI_CALL_CONTROL_DEPLOYMENT_TYPE_WXT% MNO_Access 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_1_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_2_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DEPLOYMENT_DEVICE_TYPE_3_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_XSI_HOLD_CALLS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_UNIFIED_CALL_HISTORY_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %RTP_ICE_SERVICE_URI_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %XSI_ROOT_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SBC_ADDRESS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SBC_PORT_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %MWI_MODE_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_TRANSCRIPTION_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %WEB_CALL_SETTINGS_URL_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DOMAIN_OVERRIDE_WXT% true 
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add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIP_VIDEOCALLS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_LOCUS_VIDEOCALLS_WXT% true  
add tagSetName ConnectTablet_Tags %VIDEOCALLS_ANSWER_WITH_VIDEO_ON_DEFAULT_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_DIALING_ENABLE_REDSKY_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_REMINDER_TIMEOUT_WXT% 0 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_MANDATORY_LOCATION_WXT% -1 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %EMERGENCY_REDSKY_USER_LOCATION_PROMPTING_WXT% 
once_per_login 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %USE_PAI_AS_CALLING_IDENTITY_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RING_SPLASH_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_PN_MOBILE_CALL_INFO_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_QOS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %AUDIO_QOS_VALUE_WXT% 46 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_QOS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %VIDEO_QOS_VALUE_WXT% 34 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_DEVICE_OWNER_RESTRICTION_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_FEC_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_AUDIO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_FEC_WXT% false  
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VIDEO_MARI_RTX_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_BLOCK_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_HOLD_CALLS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_TRANSFER_CALLS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_WIDGET_CALLS_ESCALATE_TO_WEBEX_MEETING_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SIMULTANEOUS_CALLS_WITH_SAME_USER_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_VOICE_MAIL_FORWARDING_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %SIP_REGISTER_FAILOVER_REGISTRATION_CLEANUP_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_SPEECH_ENHANCEMENTS_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %DIALING_NATIVE_FAC_PREFIX_WXT% 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_TRANSFER_AUTO_HOLD_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTCP_XR_NEGOTIATION_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_INCOMING_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_MISSED_CALLS_APPEND_NUMBER_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_ADDITIONAL_NUMBERS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_CALL_CENTER_WXT% false 

add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_HUNT_GROUP_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CLID_OUTGOING_CALLS_DELIVERY_BLOCKING_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_CALL_FORWARDING_INFO_CALLS_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %UDP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% true 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %TCP_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false  
add tagSetName ConnectTablet_Tags %TLS_KEEPALIVE_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %ENABLE_RTP_ICE_IPV6_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %CLID_REMOTE_NAME_MACHINE_MODE_WXT% resolved 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PERSONAL_ASSISTANT_ENABLED_WXT% false 
add tagSetName ConnectTablet_Tags %PN_FOR_CALLS_DELIVERY_MODE_WXT% false 

 

10.4 システム タグ 

Webex に BroadWorks で使用されるシステム タグを次に示します。 

%BWNETWORK-CONFERENCE-SIPURI-n% 
%BWVOICE-PORTAL-NUMBER-n% 
%BWLINEPORT-n% 
%BWHOST-n% 
%BWAUTHUSER-n% 
%BWAUTHPASSWORD-n% 
%BWE164-n% 
%BWNAME-n% 
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%BWEXTENSION-n% 
%BWAPPEARANCE-LABEL-n% 
%BWDISPLAYNAMELINEPORT% 
%BWLINEPORT-PRIMARY% 
%BWE911-PRIMARY-HELDURL% 
%BWE911-CUSTOMERID% 
%BWE911-SECRETKEY% 
%BWE911-EMERGENCY-NUMBER-LIST% 
%BW-MEMBERTYPE-n% 
%BWUSEREXTID-n% 
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11 頭字語および略語 

このセクションでは、本書で使用される略語と略称を示します。頭字語および略語は、その意味

とともにアルファベット順に記載されている。 

ACB  自動コールバック 

ACD  自動通話分配 

ACR  匿名通話の拒否 

AES  高度な暗号化規格 

ALG  アプリケーション レイヤー ゲートウェイ 

API  アプリケーション プログラミングインターフェイス 

APK  アプリケーションパッケージ 

APNS  Apple Push Notification Service 

ARS  自動ビット レートの選択 

AS  アプリケーション サーバー（Cisco BroadWorks) 

AVP  音声ビジュアル プロファイル 

BW  BroadWorks 

BWA  BroadWorks あらゆるスペース 

BWKS  BroadWorks 

BWM  BroadWorks 携帯性 

BYOD  自分のデバイスを使用 

CC  コール センター 

CFB  話中転送 

CFNA  無応答転送 

CFNR  通話転送に到達できない 

CIF  共通の中間形式 

CLI  コマンド ライン インターフェイス 

CLID  発信回線 ID 

CLIDB  発信回線 ID の配信ブロック 

CRLF  キャリッジリターン回線フィード 

CS  スイッチオン 

CSWV  コール設定 Web ビュー 

CW  通話待機 

DB  データベース 
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DM  デバイス管理 

DND  応答不可 

DNS  ドメイン名システム 

DPC   卓上電話のコントロール 

DTAF  デバイス タイプ アーカイブ ファイル 

ECACS  緊急通話アドレス変更サービス 

FMC  固定モバイル収束率 

FQDN  完全修飾ドメイン名 

HMAC  ハッシュメッセージ認証コード 

ICE  インタラクティブ接続の確立 

iLBC  インターネット低ビットレート コーデック 

IM  インスタント メッセージ 

IM&P  インスタントメッセージとプレゼンス 

IOT  相互運用性テスト 

IP  インターネット プロトコル 

JID  Jabber 識別子 

M/O  必須/オプション 

MNO  モバイルネットワークオペレーター 

MTU  最大伝送ユニット 

MUC  複数ユーザーのチャット 

MWI  メッセージ待機インジケーター 

NAL  ネットワーク抽象レイヤー 

NAPTR  名前付け権限ポインタ 

NAT  ネットワーク アドレス変換 

OTT  トップ 

PA  パーソナル アシスタント 

PAI  Pアサート・アイデンティティ 

PEM  P-Early メディア 

PLI  画像損失の表示 

PLMN  公衆移動通信網 

PN  プッシュ通知 

QCIF  クォーター共通中間形式 

QoS  サービスの質（QoS） 
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RO  リモート オフィス 

RTCP  リアルタイム コントロール プロトコル 

RTP  リアルタイム プロトコル 

SaaS  サービスとしてのソフトウェア 

SAN  件名の代替名 

SASL  シンプルな認証とセキュリティレイヤー 

SAVP  セキュアな音声ビデオ プロファイル 

SBC  セッション ボーダー コントローラー 

SCA  共有コールの形式 

SCF  セッションの継続性関数 

SCTP  ストリーム制御伝送プロトコル 

SDP  セッション定義プロトコル 

SEQRING 順次呼び出し 

SIMRING 同時呼び出し 

SIP  セッション開始プロトコル 

SNR  信号対ノイズ比 

SNR  Single Number Reach 

SRTCP  セキュアなリアルタイム制御プロトコル 

SRTP  セキュア リアルタイム トランスポート プロトコル 

SSL  セキュア ソケット レイヤー 

STUN  NAT 用のセッション トラバーサル ユーティリティ 

SUBQCIF サブクォーター CIF 

TCP  伝送制御プロトコル 

TLS  トランスポート レイヤー セキュリティ 

TTL  配信時間 

TURN  リレー NAT を使用したトラバーサル 

UDP  ユーザ データグラム プロトコル 

UI  ユーザインタフェース 

UMS  メッセージング サーバー（Cisco BroadWorks) 

URI  ユニフォーム リソース ID 

UVS  ビデオ サーバー (Cisco BroadWorks) 

VGA  ビデオ グラフィック アレイ 

VoIP  ボイス オーバー IP 
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VVM  ビジュアル ボイスメール 

WXT  Webex 

XMPP  拡張可能メッセージングとプレゼンス プロトコル 

XR  拡張レポート 

Xsp  Xtended サービス プラットフォーム 

Xsi  Xtended サービス インターフェイス 


